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◇ 本報告書の利用にあたっての注意点 

  
1．本文及び図表中の回答者の割合は、規正標本数を基に算出した百分比（％）で

表し、小数点以下第２位を四捨五入してある。そのため、総数と内訳の計が一
致しない場合がある。 

2．図表中の「ｎ（number of casesの略）」とは、回答者総数（該当者質問では
該当者数）のことで、100％が何人の回答に相当するかを示す比率算出の基数
である。 

3．本文及び図表中、意味をそこなわない範囲で簡略化した選択肢がある。 



 

 

 

 

  



 

1 

 

Ⅰ  調 査 の 概 要 

 

１  調査の設計 

（１）調査目的：この調査は、県民の男女平等社会づくりに関する意識等を把握し、男女が共に

参画できる男女平等社会の実現に向けた県のさまざまな施策を一層充実させる

ために活用するとともに、次期「新潟県男女共同参画計画（男女平等推進プラ

ン）」を策定するための基礎資料とする。 

（２）調査地域：新潟県全域 

（３）調査対象：新潟県内に居住する満18歳以上の男女個人 

（４）標 本 数：2,000人 

（５）抽出方法：層化二段無作為抽出法 

（６）調査方法：郵送による調査票の配布、郵送及びＷＥＢ回答 

（７）調査時期：令和７年12月13日～12月31日 

（８）調査実施機関： 株式会社 スピードリサーチ 

 

２  調査項目 

（１）目指す社会の実現について  
･ 男女共同参画社会の実現  

（２）男女の地位の平等について 
･ 男女の地位の平等 

（３）お住まいの地域での経験について 
 ･ 住んでいる地域の経験 

（４）結婚、家庭、人生観などについて 
 ･ 家庭や育児などに関する考え方 
 ･ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」に賛成の理由 
･ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」に反対の理由 
･ 家庭における家事等の分担 
･ 仕事と家庭生活のバランス 
･ 男性が家事や育児等に積極的に参加するために必要なこと 

（５）政策・方針決定過程への女性の参画について 
 ･ 女性が増えるとよいと思う職業や役職 
 ･ 企業等で女性のリーダーを増やすうえで障害となること 
 ･ 企業等で管理職への女性登用に必要なこと 

（６）男女の職業生活について 
 ･ 働きやすい環境にあるか 
 ･ 女性にとって働きにくい理由 
 ･ 男性にとって働きにくい理由 
 ･ 女性にとって働きやすい環境づくりに必要なこと 
 ･ 男性にとって働きやすい環境づくりに必要なこと 

（７）法制度等の認知度について 
 ･ 法律や用語などの認知度 

（８）県の取組について 
 ･ 県が力を入れていくべき施策 
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３  回収結果 

回収数 １,０７４（回収率５３．７％） 

 

【回答方法の内訳】 

  合 計 郵 送 Ｗ Ｅ Ｂ 

全 体 1,074 719 (66.9%) 355 (33.1%) 

  18～19歳 9 2 (0.2%) 7 (0.7%) 

  20～29歳 62 14 (1.3%) 48 (4.5%) 

  30～39歳 104 37 (3.4%) 67 (6.2%) 

  40～49歳 136 55 (5.1%) 81 (7.5%) 

  50～59歳 174 97 (9.0%) 77 (7.2%) 

  60～69歳 233 179 (16.7%) 54 (5.0%) 

  70歳以上 356 335 (31.2%) 21 (2.0%) 

 

４  調査方法 

［層 化］ 

県内を市町村単位に次の６地域に分類した。 

地域区分 市町村 

下越地域 新発田市、村上市、胎内市、聖籠町、関川村、粟島浦村 

新潟地域 新潟市、五泉市、阿賀野市、阿賀町 

中越地域 
長岡市、三条市、柏崎市、小千谷市、加茂市、見附市、燕市、

弥彦村、 田上町、出雲崎町、刈羽村 

魚沼地域 十日町市、魚沼市、南魚沼市、湯沢町、津南町 

上越地域 糸魚川市、妙高市、上越市 

佐渡地域 佐渡市 

 

［標本数の配分］ 

各地域別の層における満 18 歳以上の人口（令和７年11月１日現在）により、調査地点数をも

とに 2,000 の標本数を比例配分した。なお、各地域の標本数（構成比） は次のとおりである 

地域区分 標本数（構成比）  

下越地域 180 人 （ 9.0％） 

新潟地域 805 人 （ 40.3％） 

中越地域 585 人 （ 29.3％） 

魚沼地域 145 人 （ 7.3％） 

上越地域 235 人 （ 11.8％） 

佐渡地域 50人 （ 2.5％） 
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５  回答者の構成 

［全員にお聞きします］ 

ア  あなたの性別をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性

42.6

33.3

48.4

47.1

43.4

43.1

41.2

41.0

45.0

40.6

44.5

51.3

39.0

36.4

女性

57.4

66.7

51.6

52.9

56.6

56.9

58.8

59.0

55.0

59.4

55.5

48.7

61.0

63.6

凡例：

全 体

（n=1074）

【年齢別】

18～19歳

（n=09）

20～29歳

（n=62）

30～39歳

（n=104）

40～49歳

（n=136）

50～59歳

（n=174）

60～69歳

（n=233）

70歳以上

（n=356）

【地域別】

下越地域

（n=111）

新潟地域

（n=433）

中越地域

（n=301）

魚沼地域

（n=78）

上越地域

（n=118）

佐渡地域

（n=33）
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イ あなたの年齢をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ あなたのお住まいはどちらですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下越地域

10.3

10.9

9.9

0.0

8.1

10.6

5.9

9.2

11.2

12.6

新潟地域

40.3

38.4

41.7

44.4

46.8

39.4

49.3

42.5

38.6

36.0

中越地域

28.0

29.3

27.1

44.4

24.2

31.7

24.3

31.0

24.9

29.2

魚沼地域

7.3

8.7

6.2

11.1

6.5

6.7

9.6

5.2

9.0

6.5

上越地域

11.0

10.0

11.7

14.5

8.7

8.8

8.6

10.7

13.5

佐渡地域

3.1

2.6

3.4

0.0

0.0

2.9

2.2

3.4

5.6

2.2

凡例：

全 体

（n=1074）

【性 別】

男 性

（n=458）

女 性

（n=616）

【地域別】

18～19歳

（n=09）

20～29歳

（n=62）

30～39歳

（n=104）

40～49歳

（n=136）

50～59歳

（n=174）

60～69歳

（n=233）

70歳以上

（n=356）

18～19歳

0.8

0.7

1.0

0.0

0.9

1.3

1.3

0.0

0.0

20～29歳

5.8

6.6

5.2

4.5

6.7

5.0

5.1

7.6

30～39歳

9.7

10.7

8.9

9.9

9.5

11.0

9.0

7.6

9.1

40～49歳

12.7

12.9

12.5

7.2

15.5

11.0

16.7

10.2

9.1

50～59歳

16.2

16.4

16.1

14.4

17.1

17.9

11.5

12.7

18.2

60～69歳

21.7

21.0

22.2

23.4

20.8

19.3

26.9

21.2

39.4

70歳以上

33.1

31.9

34.1

40.5

29.6

34.6

29.5

40.7

24.2

凡例：

全 体

（n=1074）

【性 別】

男 性

（n=458）
女 性

（n=616）

【地域別】

下越地域

（n=111）
新潟地域

（n=433）
中越地域

（n=301）
魚沼地域

（n=78）
上越地域

（n=118）
佐渡地域

（n=33）
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エ あなたの職業をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.7 3.5

25.7

5.7

14.0

5.3 4.7
8.7

2.2

25.3

1.8 0.4
0%

10%

20%

30%

40%

会
社
、
団
体
な
ど
の

経
営
者
・
役
員
・
理
事

会
社
、
団
体
な
ど
の
管
理
職

（
課
長
級
以
上
）

正
社
員
・
正
職
員

派
遣
社
員
・
契
約
社
員
・

非
常
勤
嘱
託
員

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

自
営
業
（
商
工
・
サ
ー
ビ
ス
業
、

自
由
業
）

自
営
業
（
農
業
、
林
業
、
漁
業
）

専
業
主
婦
・
専
業
主
夫

学
生

無
職

そ
の
他

無
回
答

全 体（n=1074）

割合（％）

会
社
、

団
体
な
ど
の
経
営

者
・
役
員
・
理
事

会
社
、

団
体
な
ど
の
管
理
職

（

課
長
級
以
上
）

正
社
員
・
正
職
員

派
遣
社
員
・
契
約
社
員
・
非

常
勤
嘱
託
員

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

自
営
業
（

商
工
・
サ
ー

ビ
ス

業
、

自
由
業
）

自
営
業
（

農
業
、

林
業
、

漁

業
）

専
業
主
婦
・
専
業
主
夫

学
生

無
職

そ
の
他

無
回
答

全　体
（n=1074）

2.7 3.5 25.7 5.7 14.0 5.3 4.7 8.7 2.2 25.3 1.8 0.4

【性 　別】

男　性
（n=458）

4.1 7.2 30.1 5.7 6.1 5.5 9.0 0.0 2.4 27.5 2.0 0.4

女　性
（n=616）

1.6 0.8 22.4 5.7 19.8 5.2 1.6 15.1 2.1 23.7 1.6 0.3

【年齢別】

18～19歳
（n=09）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳
（n=62）

0.0 1.6 58.1 3.2 8.1 1.6 0.0 0.0 24.2 1.6 1.6 0.0

30～39歳
（n=104）

1.0 2.9 57.7 8.7 13.5 1.9 1.9 2.9 0.0 6.7 2.9 0.0

40～49歳
（n=136）

2.2 6.6 58.8 2.2 14.7 5.9 2.2 2.9 0.0 2.9 1.5 0.0

50～59歳
（n=174）

4.6 11.5 37.9 6.3 16.1 7.5 2.9 4.0 0.0 6.3 2.3 0.6

60～69歳
（n=233）

3.4 1.3 13.7 11.6 26.2 4.3 3.9 10.7 0.0 23.2 0.9 0.9

70歳以上
（n=356）

2.5 0.6 0.6 2.5 6.2 6.5 9.0 15.2 0.0 54.8 2.0 0.3

【地域別】

下越地域
（n=111）

0.0 4.5 21.6 8.1 12.6 4.5 10.8 8.1 0.9 26.1 1.8 0.9

新潟地域
（n=433）

3.2 3.9 26.6 4.4 14.8 5.3 3.2 8.8 2.8 24.7 2.3 0.0

中越地域
（n=301）

4.3 3.7 25.2 6.6 13.0 6.0 3.7 8.6 2.0 25.6 0.7 0.7

魚沼地域
（n=78）

2.6 3.8 25.6 6.4 9.0 6.4 7.7 12.8 3.8 17.9 2.6 1.3

上越地域
（n=118）

0.0 0.8 29.7 5.9 15.3 2.5 4.2 6.8 1.7 31.4 1.7 0.0

佐渡地域
（n=33）

0.0 3.0 18.2 3.0 24.2 9.1 9.1 6.1 0.0 24.2 3.0 0.0
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オ あなたは結婚されていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「オ」で「１ ． 結婚している」と答えた方にお聞きします】 

カ  あなたは共働きですか。それとも夫婦どちらか一方が働いているご家庭ですか。 

  

結婚している

62.5

65.1

60.6

結婚したが、

離別･死別した

15.6

6.1

22.7

結婚していない

21.3

28.2

16.2

無回答

0.6

0.7

0.5

凡例：

全 体

（n=1074）

【性 別】

男 性

（n=458）

女 性

（n=616）

共働きしている

（パートタイムな

どを含む）

52.3

47.3

56.3

自身のみが

働いている

11.8

19.1

5.9

配偶者のみが働

いている

8.8

6.0

11.0

夫婦とも働いていない

（退職した場合を含む）

25.6

24.8

26.3

その他

1.2

2.0

0.5

無回答

0.3

0.7

0.0

凡例：

全 体

（n=671）

【性 別】

男 性

（n=298）

女 性

（n=373）
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キ  あなたにはお子さんがいらっしゃいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「キ」で「１ ．いる」と答えた方にお聞きします】 

ク  あなたの一番下のお子さんは現在次のどれに当てはまりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケ  あなたの現在の世帯構成は次のどれに当てはまりますか。 

 

  

いる

70.2

65.5

73.7

いない

28.2

32.5

25.0

無回答

1.6

2.0

1.3

凡例：

全 体

（n=1074）

【性 別】

男 性

（n=458）

女 性

（n=616）

7.3 9.3 6.6 8.2 7.6

75.1

1.6 3.4

0%

20%

40%

60%

80%

乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

大
学
生
以
上
の
学
生

社
会
人

そ
の
他

無
回
答

全 体（n=754）

単身世帯

（一人住まい）

14.4

13.8

14.9

１世代世帯

（夫婦のみ）

25.0

26.6

23.7

２世代世帯

（親と子ども）

43.3

44.8

42.2

３世代世帯

（親と子どもと孫）

13.0

11.6

14.1

その他

1.8

1.3

2.1

無回答

2.5

2.0

2.9

凡例：

全 体

（n=1074）

【性 別】

男 性

（n=458）

女 性

（n=616）
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Ⅱ  調  査 結 果 の 解 説 

■ 目指す社会の実現について 

 

問１  男女共同参画社会の実現 

あなたは、「男女が共に参画し、多様な生き方が選択できる社会」を実現するためには、どの

ようなことが必要だと思いますか。（特に重要だと思うものを５つまで選び○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新潟県では、｢第４次新潟県男女共同参画計画（男女平等推進プラン）｣を策定し、｢男女が共に

参画し、多様な生き方が選択できる社会の実現｣を目指しています。 

52.1

48.7

46.8

44.4

43.9

43.9

35.4

34.9

34.0

19.4

1.6

2.1

4.8

55.0

50.6

48.1

45.0

41.7

48.5

33.1

33.6

38.0

18.3

1.1

1.9

4.1

48.3

46.1

45.2

43.7

46.9

37.6

38.4

36.7

28.6

20.7

2.2

2.4

5.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

育児・介護を支援する施設やサービスの

充実を図ること

性別に基づく様々な偏見、固定的な社会通念、

慣習・しきたりを改めること

女性が出産後も働き続けることへの理解が進むこと

職場において性別による待遇（配置や昇進など）の

差をなくすこと

小さいときから家庭や学校で男女平等の意識を

醸成すること

男性が家事・育児等を行うことへの理解・促進を

図ること

法律や制度の上での見直しを行い、性差別に

つながるものを改めること

長時間労働の改善やテレワーク、フレックスタイム、

在宅勤務の普及など働き方の見直しが進むこと

女性の家事・育児等の負担軽減を図ること

政府や企業などの重要な役職に一定の割合で

女性を登用する制度の採用・充実を図ること

その他

わからない

無回答

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）
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【全 体】 

「育児・介護を支援する施設やサービスの充実を図ること」という回答割合が 52.1％と最も高く、

次いで「性別に基づく様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること」（48.7％）

であった。 

 

【性 別】 

回答の分布は男女とも同様の傾向であったが、特に男女平等のための法制度の見直しや、教育 

の充実に関する項目、長時間労働や働き方の見直しで男性の割合が高かった。一方、男性の家事・

育児参加への理解促進や、育児・介護の環境整備に関する項目で女性の割合が高かった。 

 

【年齢別】 

「育児・介護を支援する施設やサービスの充実を図ること」という回答割合は 60代が 58.8％と最

も高く、以下 10代（55.6％）、30代（53.8％）の順で高かった。 

「性別に基づく様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること」という回答割合は

10代で 88.9％と最も高く、以下 60代（53.6％）、70歳以上（49.4％）の順で高かった。 

 

【地域別】 

「育児・介護を支援する施設やサービスの充実を図ること」という回答割合は魚沼地域(60.3％)

が最も高く、次いで上越地域（59.3％）、中越地域（54.2％）の順で高かった。 

「性別に基づく様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること」という回答割合は

新潟地域が 52.0％と最も高く、次いで上越地域（49.2％）、佐渡地域（48.5％）の順で高かった。 
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問１ 男女共同参画社会の実現（特に重要だと思うものを５つまで選び〇） 

 

 

 

  

合計

育
児
・
介
護
を
支
援
す
る
施
設
や
サ
ー

ビ
ス
の

充
実
を
図
る
こ
と

性
別
に
基
づ
く
様
々
な
偏
見
、

固
定
的
な
社
会

通
念
、

慣
習
・
し
き
た
り
を
改
め
る
こ
と

女
性
が
出
産
後
も
働
き
続
け
る
こ
と
へ
の
理
解

が
進
む
こ
と

職
場
に
お
い
て
性
別
に
よ
る
待
遇
（

配
置
や
昇

進
な
ど
）

の
差
を
な
く
す
こ
と

小
さ
い
と
き
か
ら
家
庭
や
学
校
で
男
女
平
等
の

意
識
を
醸
成
す
る
こ
と

男
性
が
家
事
・
育
児
等
を
行
う
こ
と
へ
の
理

解
・
促
進
を
図
る
こ
と

法
律
や
制
度
の
上
で
の
見
直
し
を
行
い
、

性
差

別
に
つ
な
が
る
も
の
を
改
め
る
こ
と

長
時
間
労
働
の
改
善
や
テ
レ
ワ
ー

ク
、

フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
、

在
宅
勤
務
の
普
及
な
ど
働
き

方
の
見
直
し
が
進
む
こ
と

女
性
の
家
事
・
育
児
等
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と 政
府
や
企
業
な
ど
の
重
要
な
役
職
に
一
定
の
割

合
で
女
性
を
登
用
す
る
制
度
の
採
用
・
充
実
を

図
る
こ
と

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

1,074 52.1 48.7 46.8 44.4 43.9 43.9 35.4 34.9 34.0 19.4 1.6 2.1 4.8

女性 616 55.0 50.6 48.1 45.0 41.7 48.5 33.1 33.6 38.0 18.3 1.1 1.9 4.1

男性 458 48.3 46.1 45.2 43.7 46.9 37.6 38.4 36.7 28.6 20.7 2.2 2.4 5.9

18～19歳 9 55.6 88.9 22.2 44.4 77.8 55.6 55.6 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 62 45.2 46.8 37.1 45.2 54.8 48.4 46.8 45.2 32.3 14.5 0.0 1.6 0.0

30～39歳 104 53.8 44.2 46.2 32.7 41.3 50.0 26.9 51.9 37.5 17.3 3.8 3.8 0.0

40～49歳 136 45.6 42.6 39.0 37.5 40.4 50.0 30.1 44.1 37.5 14.7 2.9 1.5 2.9

50～59歳 174 48.3 46.6 37.4 46.0 37.4 46.6 32.2 32.8 38.5 12.1 2.3 2.3 5.7

60～69歳 233 58.8 53.6 52.8 45.1 45.9 40.8 37.8 32.6 33.5 21.5 1.3 0.9 4.3

70歳以上 356 52.8 49.4 53.1 49.2 45.2 39.3 37.4 27.2 30.1 25.3 0.6 2.8 7.9

18～19歳 6 50.0 83.3 33.3 50.0 66.7 50.0 50.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 32 46.9 43.8 43.8 50.0 53.1 40.6 43.8 43.8 37.5 9.4 0.0 3.1 0.0

30～39歳 55 56.4 52.7 50.9 36.4 56.4 49.1 27.3 49.1 38.2 18.2 3.6 1.8 0.0

40～49歳 77 45.5 49.4 42.9 36.4 40.3 53.2 28.6 41.6 46.8 15.6 1.3 1.3 0.0

50～59歳 99 52.5 52.5 34.3 47.5 33.3 50.5 34.3 30.3 42.4 13.1 0.0 1.0 4.0

60～69歳 137 63.5 54.7 54.0 44.5 38.7 47.4 39.4 33.6 38.0 22.6 1.5 0.0 2.9

70歳以上 210 55.2 47.1 52.9 48.6 41.9 47.6 29.5 26.7 32.9 21.0 1.0 3.8 8.1

18～19歳 3 66.7 100.0 0.0 33.3 100.0 66.7 66.7 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 30 43.3 50.0 30.0 40.0 56.7 56.7 50.0 46.7 26.7 20.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 49 51.0 34.7 40.8 28.6 24.5 51.0 26.5 55.1 36.7 16.3 4.1 6.1 0.0

40～49歳 59 45.8 33.9 33.9 39.0 40.7 45.8 32.2 47.5 25.4 13.6 5.1 1.7 6.8

50～59歳 75 42.7 38.7 41.3 44.0 42.7 41.3 29.3 36.0 33.3 10.7 5.3 4.0 8.0

60～69歳 96 52.1 52.1 51.0 45.8 56.3 31.3 35.4 31.3 27.1 19.8 1.0 2.1 6.3

70歳以上 146 49.3 52.7 53.4 50.0 50.0 27.4 48.6 28.1 26.0 31.5 0.0 1.4 7.5

下越地域 111 51.4 46.8 51.4 45.0 45.0 50.5 26.1 28.8 36.0 12.6 0.0 2.7 9.9

新潟地域 433 48.5 52.0 46.9 46.9 42.0 43.4 34.9 35.8 34.4 20.1 1.8 1.8 4.2

中越地域 301 54.2 45.8 44.2 44.2 45.5 43.9 39.9 35.5 33.9 22.3 1.3 2.3 3.7

魚沼地域 78 60.3 43.6 46.2 33.3 47.4 44.9 34.6 28.2 33.3 16.7 3.8 0.0 6.4

上越地域 118 59.3 49.2 50.8 42.4 41.5 44.1 35.6 36.4 32.2 16.9 0.8 3.4 5.1

佐渡地域 33 39.4 48.5 42.4 45.5 51.5 24.2 33.3 48.5 30.3 21.2 3.0 3.0 3.0

地
域
別

女
性

性
別
・
年
齢
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性
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問１ 男女共同参画社会の実現（特に重要だと思うものを５つまで選び〇）(注１) 

〈参考〉令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

（注１）Ｒ２年度調査は「特に重要だと思うものを３つまで選び〇」 

（注２）Ｒ２年度調査は「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習、しきたりを改めること」 

  

52.1

48.7

46.8

44.4

43.9

43.9

35.4

34.9

34.0

19.4

1.6

2.1

4.8

37.4

38.4

34.5

23.4

25.0

31.4

19.9

28.7

12.1

1.9

1.7

3.7

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

育児・介護を支援する施設やサービスの

充実を図ること

性別に基づく様々な偏見、固定的な社会通念、

慣習・しきたりを改めること

女性が出産後も働き続けることへの理解が進むこと

職場において性別による待遇（配置や昇進など）の

差をなくすこと

小さいときから家庭や学校で男女平等の意識を

醸成すること

男性が家事・育児等を行うことへの理解・促進を

図ること

法律や制度の上での見直しを行い、性差別に

つながるものを改めること

長時間労働の改善やテレワーク、フレックスタイム、

在宅勤務の普及など働き方の見直しが進むこと

女性の家事・育児等の負担軽減を図ること

政府や企業などの重要な役職に一定の割合で

女性を登用する制度の採用・充実を図ること

その他

わからない

無回答

Ｒ７年度（n=1074）

Ｒ２年度（n=989）
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■男女の地位の平等について 

問２ 男女の地位の平等 

男女の地位の平等について、次のア～クの状況ごとに、あなたのお考えに一番近いものをお

選びください。（それぞれ１つずつ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全 体】 

「平等である」という回答割合が最も高かったのは「学校教育の場で」（56.1％）で、次いで「家

庭の中で」（29.0％）、「法律や制度の面で」（27.6％）の順であった。 

「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計

した回答割合が最も高かったのは「社会慣習（しきたり）について」（69.0％）で、次いで「社会

全体について」（63.6％）、「政治経済活動の場で」（63.3％）の順であった。 

 

【性 別】 

「平等である」という回答割合は、全ての項目において男性より女性の方が低かった。 

 

 

 

 

8.8

12.9

15.8

8.1

17.5

2.9

8.4

9.1

39.0

42.7

53.2

38.4

45.8

16.7

45.0

54.5

29.0

21.9

11.5

27.6

18.6

56.1

24.0

13.0

5.4

5.2

3.4

4.4

1.1

3.7

3.7

4.2

1.1

1.0

0.7

1.2

0.4

0.2

0.7

0.7

14.0

12.3

12.1

17.5

12.9

17.2

15.1

16.4

2.8

3.9

3.3

2.9

3.6

3.2

3.1

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．家庭の中で

イ．職場の中で

ウ．社会慣習（しきたり）について

エ．法律や制度の面で

オ．政治経済活動の場で

カ．学校教育の場で

キ．地域社会の中で

ク．社会全体について

男性の方

が非常に

優遇され

ている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等で

ある

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

女性の方が

非常に優遇

されている

わから

ない
無回答凡 例 ：
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ア 家庭の中で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全 体】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計し

た回答割合（47.8％）が「平等である」という回答割合（29.0％）を18.8 ポイント上回った。 

 

【性 別】 

女性は「どちらかといえば男性の方が優遇されている」という回答割合（43.3％）が最も高くなっ

ている。一方で、男性は「平等である」という回答割合（34.5％）が最も高くなっている。 

 

【年齢別】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計し

た回答割合は70歳以上で51.7％と最も高く、10代で22.2％、20代で33.9％と若年層で低い傾向に

ある。 

 

【地域別】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計し

た回答割合は上越地域(50.0％)で最も高く、以下中越地域(49.2％)、魚沼地域(47.4％)と続いて

いる。 

 

 

 

 

 

8.8

11.7

4.8

39.0

43.3

33.2

29.0

24.8

34.5

5.4

3.4

8.1

1.1

0.5

2.0

14.0

13.1

15.1

2.8

3.1

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等であ

る

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

女性の方が

非常に優遇

されている

わからな

い
無回答凡 例 ：
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ア 家庭の中で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.8

11.7

4.8

11.1

4.8

5.8

11.0

8.0

8.2

10.1

0.0

3.3

6.1

3.4

2.7

5.2

6.2

16.7

6.3

5.5

16.9

12.1

10.2

12.9

8.1

7.9

9.0

7.7

14.4

3.0

39.0

43.3

33.2

11.1

29.0

27.9

39.0

39.7

43.3

41.6

0.0

26.7

14.3

35.6

32.0

32.3

41.8

16.7

31.3

40.0

41.6

45.5

51.1

41.4

37.8

39.3

40.2

39.7

35.6

39.4

29.0

24.8

34.5

33.3

46.8

38.5

26.5

25.9

27.5

26.4

33.3

46.7

42.9

30.5

37.3

33.3

30.1

33.3

46.9

34.5

23.4

17.2

23.4

23.8

27.0

27.3

28.2

33.3

34.7

33.3

5.4

3.4

8.1

11.1

4.8

11.5

5.1

4.6

6.9

3.1

0.0
10.0

14.3

6.8

9.3

12.5

2.7

16.7

0.0

9.1

3.9

1.0

2.9

3.3

6.3

6.7

4.7

6.4

0.8

6.1

1.1

0.5

2.0

0.0

0.0

2.9

0.7

2.3

0.4

0.8

0.0

0.0

6.1

1.7

4.0

1.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

0.0

1.0

0.9

0.7

2.0

2.6

0.0

0.0

14.0

13.1

15.1

33.3

14.5

13.5

17.6

17.8

12.0

11.5

66.7

13.3

16.3

22.0

12.0

14.6

13.0

16.7

15.6

10.9

14.3

22.2

10.2

10.5

16.2

15.0

14.0

9.0

11.0

15.2

2.8

3.1

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.7

1.7

6.5

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

1.0

5.5

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

2.2

7.1

3.6

3.2

2.0

1.3

3.4

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等で

ある

どちらかと

いえば女性

の方が優遇

されている

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答凡 例 ：
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ア 家庭の中で 

〈参考〉 

① 令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

※Ｒ７年度調査の「男性の方が優遇されている」は「男性の方が非常に優遇されている」と「ど  

ちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計。 

※Ｒ７年度調査から選択肢の「男性(女性)の方が優遇されている」を「男性(女性)の方が非常に優

遇されている」と「どちらかといえば男性(女性)の方が優遇されている」に分けた。 

 

 ② 内閣府｢R6 男女共同参画社会に関する世論調査(家庭生活)｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.3 51.4 30.0 7.8

1.2

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=2673)

男性の方が優

遇されている

どちらかといえ

ば男性の方が優

遇されている
平等

どちらかといえ

ば女性の方が優

遇されている

女性の方が非

常に優遇され

ている
無回答凡 例 ：

47.8

42.0

29.0

29.8

6.5

5.2

14.0

20.7

2.8

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

男性の方が

優遇されて

いる

平等である
女性の方が優

遇されている
わからない 無回答凡 例 ：



 

16 

 

 

イ 職場の中で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計

した回答割合（55.7％）が「平等である」という回答割合（21.9％）を 33.8 ポイント上回った。 

 

【性  別】 

女性では「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されてい

る」を合計した回答割合（59.4％）が約６割となっている。一方で、男性の回答割合（50.7％）が

約５割となっている。 

 

【年齢別】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計

した回答割合は 70歳以上で 63.5％と最も高く、10代で 22.2％、20代で 40.4％と若年層で低くな

っている。 

 

【地域別】 

全ての地域で「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されて

いる」を合計した回答割合が「平等である」という回答割合を上回っている。 

 

 

 

 

 

12.9

15.7

9.2

42.7

43.7

41.5

21.9

20.6

23.6

5.2

1.9

9.6

1.0

0.5

1.7

12.3

12.7

11.8

3.9

4.9

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等である

どちらかとい

えば女性の方

が優遇されて

いる

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答凡 例 ：
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イ  職場の中で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.9

15.7

9.2

0.0

8.1

10.6

14.0

10.9

14.2

14.6

0.0

3.3

10.2

3.4

6.7

13.5

11.0

0.0

12.5

10.9

22.1

14.1

14.6

17.1

14.4

13.2

12.6

10.3

13.6

12.1

42.7

43.7

41.5

22.2

32.3

32.7

36.8

40.8

46.4

48.9

30.0

30.6

35.6

34.7

42.7

53.4

33.3

34.4

34.5

37.7

45.5

48.9

45.7

38.7

45.5

41.2

47.4

38.1

39.4

21.9

20.6

23.6

33.3

40.3

31.7

25.7

25.3

21.0

12.9

33.3

40.0

34.7

22.0

25.3

22.9

16.4

33.3

40.6

29.1

28.6

25.3

19.7

10.5

24.3

21.9

20.6

17.9

25.4

21.2

5.2

1.9

9.6

0.0

9.7

9.6

12.5

4.0

3.4

2.2

0.0

13.3

14.3

27.1

8.0

7.3

2.7

0.0

6.3

5.5

1.3

1.0

0.7

1.9

5.4

4.6

5.6

9.0

3.4

6.1

1.0

0.5

1.7

11.1

0.0

1.9

2.2

1.7

0.9

0.0

0.0

0.0

2.0

5.1

2.7

2.1

0.0

16.7

0.0

1.8

0.0

1.0

0.0

0.0

1.8

1.2

0.7

0.0

0.8

3.0

12.3

12.7

11.8

33.3

9.7

13.5

8.8

14.9

12.0

12.1

66.7

13.3

8.2

6.8

20.0

10.4

10.3

16.7

6.3

18.2

10.4

11.1

13.1

13.3

11.7

9.2

15.3

14.1

15.3

12.1

3.9

4.9

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

2.1

9.3

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

1.0

6.2

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

2.9

11.4

3.6

4.4

4.0

1.3

3.4

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等であ

る

どちらかとい

えば女性の方

が優遇されて

いる

女性の方が

非常に優遇

されている

わからな

い
無回答凡 例 ：
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イ  職場の中で 

〈参考〉 

① 令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

※Ｒ７年度調査の「男性の方が優遇されている」は「男性の方が非常に優遇されている」と「ど

ちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計。 

※Ｒ７年度調査から選択肢の「男性(女性)の方が優遇されている」を「男性(女性)の方が非常に優

遇されている」と「どちらかといえば男性(女性)の方が優遇されている」に分けた。 

 

② 内閣府｢R6 男女共同参画社会に関する世論調査(職場)｣ 

 

 

 

 

 

 

  

55.7

50.5

21.9

21.6

6.2

3.9

12.3

20.3

3.9

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

男性の方が

優遇されて

いる

平等である
女性の方が優

遇されている
わからない 無回答凡 例 ：

14.2 49.6 25.8 8.1

1.1

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=2673)

男性の方が優

遇されている

どちらかといえ

ば男性の方が優

遇されている
平等

どちらかといえ

ば女性の方が優

遇されている

女性の方が非

常に優遇され

ている
無回答凡 例 ：
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ウ 社会慣習（しきたり）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計し

た回答割合（69.0％）が「平等である」という回答割合（11.5％）を 57.5 ポイント上回った。 

 

【性  別】 

女性は「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を

合計した回答割合（73.8％）が７割半ばとなっている。一方で、男性の回答割合が(62.4％)約６割

となっている。 

 

【年齢別】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」という回

答割合は 60代で 75.5％と最も高い一方で、10 代で 44.4％、20代で 62.9％と若年層の回答割合

は低くなっている。 

 

【地域別】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計し

た回答割合は上越地域で 74.6％と最も高く、以下魚沼地域で 71.8％、中越地域で 71.1％と続いて

いる。 

 

 

 

 

 

15.8

20.1

10.0

53.2

53.7

52.4

11.5

8.3

15.9

3.4

0.8

6.8

0.7

1.7

12.1

12.8

11.1

3.3

4.2

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等である

どちらかとい

えば女性の方

が優遇されて

いる

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答凡 例 ：
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ウ 社会慣習（しきたり）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.8

20.1

10.0

0.0

4.8

18.3

19.9

11.5

21.5

14.3

0.0

3.3

10.2

3.4

9.3

14.6

11.6

0.0

6.3

25.5

32.5

13.1

26.3

16.2

12.6

16.2

17.3

16.7

12.7

18.2

53.2

53.7

52.4

44.4

58.1

45.2

50.0

62.6

54.1

50.8

40.0

44.9

54.2

58.7

52.1

54.8

66.7

75.0

45.5

46.8

65.7

55.5

48.1

47.7

51.5

53.8

55.1

61.9

51.5

11.5

8.3

15.9

22.2

16.1

14.4

11.8

9.2

9.0

12.4

33.3

23.3

12.2

16.9

14.7

14.6

16.4

16.7

9.4

16.4

7.8

5.1

5.1

9.5

14.4

12.5

11.6

5.1

10.2

9.1

3.4

0.8

6.8

0.0

6.5

9.6

4.4

1.7

3.4

1.4

0.0

13.3

18.4

8.5

4.0

8.3

1.4

0.0

0.0

1.8

1.3

0.0

0.0

1.4

4.5

4.2

1.0

7.7

1.7

6.1

0.7

0.0

1.7

0.0

3.2

1.0

0.7

1.1

0.4

0.3

0.0

6.7

2.0

1.7

2.7

1.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

0.7

1.3

0.0

0.0

0.0

12.1

12.8

11.1

33.3

11.3

11.5

13.2

12.6

9.4

12.9

66.7

13.3

12.2

15.3

9.3

8.3

10.3

16.7

9.4

10.9

11.7

15.2

10.2

14.8

17.1

11.1

13.0

11.5

10.2

9.1

3.3

4.2

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

2.1

7.9

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

1.0

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

2.9

10.0

2.7

3.9

2.0

3.8

3.4

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等であ

る

どちらかとい

えば女性の方

が優遇されて

いる

女性の方が

非常に優遇

されている

わからな

い
無回答凡 例 ：
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ウ 社会慣習（しきたり）について 

〈参考〉 

① 令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

※Ｒ７年度調査の「男性の方が優遇されている」は「男性の方が非常に優遇されている」と「どち

らかといえば男性の方が優遇されている」の合計。 

※Ｒ７年度調査から選択肢の「男性(女性)の方が優遇されている」を「男性(女性)の方が非常に優

遇されている」と「どちらかといえば男性(女性)の方が優遇されている」に分けた。 

 

② 内閣府｢R6 男女共同参画社会に関する世論調査(｢社会通念・慣習・しきたりなど｣) 

 

 

 

 

 

 

 

  

69.0

63.3

11.5

12.5

4.1

2.1

12.1

19.1

3.3

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

男性の方が

優遇されて

いる

平等である
女性の方が優

遇されている
わからない 無回答凡 例 ：

21.2 57.0 16.3 3.4

0.5

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=2673)

男性の方が優

遇されている

どちらかといえ

ば男性の方が優

遇されている
平等

どちらかといえ

ば女性の方が優

遇されている

女性の方が非

常に優遇され

ている
無回答凡 例 ：



 

22 

 

エ 法律や制度の面で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計し

た回答割合（46.5％）が「平等である」という回答割合（27.6％）を 18.9ポイント上回った。 

 

【性  別】 

女性は「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を

合計した回答割合（54.1％）が「平等である」という回答割合（21.1％）を 33.0ポイント上回っ

た。一方、男性では「平等である」という回答割合（36.2％）と「男性の方が非常に優遇されてい

る」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計した回答割合（36.2％）に大きな差

はなかった。 

 

【年齢別】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計し

た回答割合は 60代が 53.2％と最も高かった。一方で 10代では「平等である」の回答割合と「男

性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計した回

答割合(各 33.3％)は同等であった。 

 

【地域別】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計し

た回答割合は中越地域が 48.8％ と最も高く、魚沼地域が 39.7％ と最も低かった。 

 

 

8.1

11.4

3.7

38.4

42.7

32.5

27.6

21.1

36.2

4.4

2.4

7.0

1.2

0.6

2.0

17.5

18.3

16.4

2.9

3.4

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等である

どちらかとい

えば女性の方

が優遇されて

いる

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答凡 例 ：
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エ 法律や制度の面で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.1

11.4

3.7

0.0

3.2

8.7

14.0

8.0

6.9

7.6

0.0

0.0

4.1

1.7

6.7

6.2

0.0

6.3

12.7

23.4

9.1

11.7

8.6

4.5

8.1

9.3

3.8

11.0

9.1

38.4

42.7

32.5

33.3

37.1

36.5

34.6

39.1

46.4

35.1

0.0

23.3

28.6

33.9

36.0

37.5

30.8

50.0

50.0

43.6

35.1

41.4

52.6

38.1

43.2

37.2

39.5

35.9

37.3

36.4

27.6

21.1

36.2

33.3

32.3

21.2

22.8

28.2

26.2

30.9

33.3

43.3

20.4

30.5

36.0

40.6

39.7

33.3

21.9

21.8

16.9

22.2

16.1

24.8

32.4

27.0

25.6

32.1

25.4

33.3

4.4

2.4
7.0

0.0
9.7

12.5

7.4

2.9

2.1

2.2

0.0

16.7

22.4

10.2

4.0

4.2

2.1

0.0

3.1

3.6

5.2

2.0

0.7

2.4

3.6

5.5

3.3

6.4

3.4

0.0

1.2

0.6

2.0

0.0

1.6

2.9

1.5

1.1

1.3

0.6

0.0

3.3

6.1

1.7

1.3

2.1

0.7

0.0

0.0

0.0

1.3

1.0

0.7

0.5

0.9

1.2

1.7

1.7

0.0

17.5

18.3

16.4

33.3

16.1

18.3

19.9

18.4

15.9

16.9

66.7

13.3

18.4

22.0

12.0

15.6

15.8

16.7

18.8

18.2

18.2

23.2

16.1

17.6

12.6

17.1

19.3

17.9

19.5

15.2

2.9

3.4

2.2

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

1.3

6.7

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

0.0

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

2.2

8.1

2.7

3.9

1.3

3.8

1.7

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等である

どちらかとい

えば女性の方

が優遇されて

いる

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答凡 例 ：



 

24 

 

エ 法律や制度の面で 

〈参考〉 

① 令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

※Ｒ７年度調査の「男性の方が優遇されている」は「男性の方が非常に優遇されている」と「どち

らかといえば男性の方が優遇されている」の合計。 

※Ｒ７年度調査から選択肢の「男性(女性)の方が優遇されている」を「男性(女性)の方が非常に優

遇されている」と「どちらかといえば男性(女性)の方が優遇されている」に分けた。 

 

② 内閣府｢R6 男女共同参画社会に関する世論調査(法律や制度の上)｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.5

32.3

27.6

28.0

5.6

2.6

17.5

33.1

2.9

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

11.4 38.9 38.2 8.9

1.9

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=2673)

男性の方が

優遇されて

いる

平等である
女性の方が優

遇されている
わからない 無回答凡 例 ：

男性の方が優

遇されている

どちらかといえ

ば男性の方が優

遇されている
平等

どちらかといえ

ば女性の方が優

遇されている

女性の方が非

常に優遇され

ている
無回答凡 例 ：



 

25 

 

 

オ 政治経済活動の場で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計し

た回答割合（63.3％）が「平等である」という回答割合（18.6％）を 44.7ポイント上回った。 

 

【性  別】 

女性は「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を

合計した回答割合（69.8％）が約７割となっている。一方で、男性の回答割合(54.5％)が５割半ば

となっている。 

 

【年齢別】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の回答割

合の合計は 30代が 69.2％と最も高かった。 

 

【地域別】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の回答割

合の合計は中越地域が 65.8％と最も高く、魚沼地域が 60.3％と最も低かった。 

 

 

 

 

 

17.5

21.8

11.8

45.8

48.1

42.8

18.6

12.0

27.5

1.1

0.3

2.2

0.4

0.2

0.7

12.9

13.6

12.0

3.6

4.1

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等である

どちらかとい

えば女性の方

が優遇されて

いる

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答凡 例 ：



 

26 

 

 

 

オ 政治経済活動の場で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.5

21.8

11.8

22.2

14.5

22.1

27.2

17.8

17.6

12.6

0.0

3.3

14.3

16.9

17.3

7.3

11.0

33.3

25.0

29.1

35.1

18.2

24.8

13.8

21.6

17.6

17.9

14.1

14.4

18.2

45.8

48.1

42.8

44.4

48.4

47.1

41.2

46.0

49.8

44.1

33.3

46.7

49.0

30.5

42.7

44.8

43.8

50.0

50.0

45.5

49.4

48.5

53.3

44.3

40.5

45.3

47.8

46.2

48.3

42.4

18.6

12.0

27.5

11.1

27.4

14.4

18.4

16.1

19.3

19.4

0.0

36.7

18.4

32.2

20.0

33.3

27.4

16.7

18.8

10.9

7.8

13.1

9.5

13.8

18.9

18.0

18.3

23.1

16.9

24.2

1.1

0.3

2.2

0.0

1.6

1.9

2.9

1.1

0.9

0.3

0.0

3.3

2.0

6.8

1.3

2.1

0.7

0.0

0.0

1.8

0.0

1.0

0.0

0.0

0.9

0.9

0.7

1.3

3.4

0.0

0.4

0.2

0.7

0.0

0.0

0.0

0.7

1.1

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

1.7

2.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0.5

0.7

0.0

0.0

0.0

12.9

13.6

12.0

22.2

8.1

14.4

9.6

15.5

9.4

15.4

66.7

10.0

16.3

11.9

13.3

9.4

11.0

6.3

12.7

7.8

17.2

9.5

18.6

16.2

12.5

12.0

12.8

14.4

12.1

3.6

4.1

3.1

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

3.0

7.9

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

3.1

6.2

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

2.9

9.0

1.8

5.3

2.7

2.6

2.5

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等である

どちらかとい

えば女性の方

が優遇されて

いる

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答凡 例 ：



 

27 

 

オ 政治活動の場で 

〈参考〉 

① 令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

※Ｒ７年度調査の「男性の方が優遇されている」は「男性の方が非常に優遇されている」と「どち

らかといえば男性の方が優遇されている」の合計。 

※Ｒ７年度調査から選択肢の「男性(女性)の方が優遇されている」を「男性(女性)の方が非常に優

遇されている」と「どちらかといえば男性(女性)の方が優遇されている」に分けた。 

 

② 内閣府｢R6 男女共同参画社会に関する世論調査(政治の場)｣ 

 

 

 

 

 

 

 

  

63.3

58.3

18.6

16.3

1.5

0.8

12.9

21.3

3.6

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

男性の方が

優遇されて

いる

平等である
女性の方が優

遇されている
わからない 無回答凡 例 ：

44.1 43.8 9.4 1.9

0.3

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=2673)

男性の方が優

遇されている

どちらかとい

えば男性の方

が優遇され…
平等

どちらかといえ

ば女性の方が優

遇されている

女性の方が非

常に優遇され

ている
無回答凡 例 ：
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カ 学校教育の場で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「平等である」という回答割合（56.1％）が最も高く、５割半ばを占めた。 

 

【性  別】 

男女共に「平等である」という回答割合が最も高かったが、女性では 51.3％ と約５割であった

のに対し、男性では 62.7％ となり、約６割を占めた。 

 

【年齢別】 

「平等である」という回答割合は 20代が 62.9％と最も高かった。 

 

【地域別】 

「平等である」という回答割合は中越地域が 60.1％と最も高く、佐渡地域が 51.5％ と最も低か

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.9

3.6

2.0

16.7

19.5

12.9

56.1

51.3

62.7

3.7

2.1

5.9

0.2

0.0

0.4

17.2

19.8

13.8

3.2

3.7

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等である

どちらかとい

えば女性の方

が優遇されて

いる

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答凡 例 ：
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カ 学校教育の場で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.9

3.6

2.0

0.0

4.8

3.8

5.9

2.9

1.7

2.0

0.0

3.3

4.1

1.7

2.7

1.4

0.0

6.3

3.6

9.1

3.0

2.2

2.4

2.7

2.5

2.7

3.8

3.4

6.1

16.7

19.5

12.9

22.2

11.3

16.3

13.2

19.0

20.2

15.4

6.7

10.2

6.8

18.7

14.6

13.7

33.3

15.6

21.8

18.2

19.2

24.1

16.7

19.8

18.5

15.0

12.8

13.6

18.2

56.1

51.3

62.7

44.4

62.9

53.8

54.4

51.1

60.5

56.2

33.3

73.3

61.2

61.0

58.7

65.6

62.3

50.0

53.1

47.3

49.4

45.5

56.9

51.9

53.2

53.3

60.1

57.7

59.3

51.5

3.7

2.1

5.9

0.0
8.1

8.7

5.1

2.9

2.6

2.2

0.0

6.7

14.3

10.2

5.3

5.2

2.1

0.0

9.4

3.6

1.3

1.0

0.7

2.4

3.6

3.2

4.0

9.0

2.5

0.0

0.2

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

1.7

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

17.2

19.8

13.8

33.3

12.9

17.3

20.6

22.4

12.4

16.9

66.7

10.0

10.2

18.6

12.0

12.5

14.4

16.7

15.6

23.6

22.1

30.3

12.4

18.6

17.1

18.2

16.3

14.1

17.8

18.2

3.2

3.7

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.7

2.6

7.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

1.0

5.5

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

3.6

8.1

3.6

3.7

2.0

2.6

3.4

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等である

どちらかとい

えば女性の方

が優遇されて

いる

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答凡 例 ：
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カ 学校教育の場で 

〈参考〉 

① 令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【留意事項】 

※Ｒ７年度の「男性の方が優遇されている」は「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらか

といえば男性の方が優遇されている」の合計 

※Ｒ７年分から「男性(女性)の方が優遇されている」を「男性(女性)の方が非常に優遇されている」

「どちらかといえば男性(女性)の方が優遇されている」に選択肢を変更。 

 

② 内閣府｢R6 男女共同参画社会に関する世論調査(学校教育の場)｣ 

 

 

 

 

  

19.6

12.0

56.1

57.1

3.9

1.9

17.2

25.9

3.2

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

男性の方が

優遇されて

いる

平等である
女性の方が優

遇されている
わからない 無回答凡 例 ：

2.4 19.5 70.4 5.6

0.4

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=2673)

男性の方が優

遇されている

どちらかといえ

ば男性の方が優

遇されている
平等

どちらかといえ

ば女性の方が優

遇されている

女性の方が非

常に優遇され

ている
無回答凡 例 ：
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キ 地域社会の中で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計し

た回答割合（53.4％）が「平等である」という回答割合（24.0％）を 29.4ポイント上回った。 

 

【性  別】 

女性は「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を

合計した回答割合（57.5％）が６割弱となっている。一方で、男性の回答割合(47.8％)が４割弱と

なっている。 

 

【年齢別】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の回答割

合の合計は 60 代が 61.8％と最も高く、10 代（11.1％）と 20 代（35.5％）の若年層で低かった。 

 

【地域別】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の回答割

合の合計は魚沼地域が 61.5％と最も高く、新潟地域が 50.1％と最も低かった。 

 

 

 

 

 

 

 

8.4

10.6

5.5

45.0

46.9

42.4

24.0

20.6

28.6

3.7

1.0

7.4

0.7

0.5

1.1

15.1

17.0

12.4

3.1

3.4

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等である

どちらかとい

えば女性の方

が優遇されて

いる

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答凡 例 ：
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キ 地域社会の中で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.4

10.6

5.5

11.1

6.5

10.6

13.2

8.0

8.6

6.2

0.0

3.3

6.1

5.1

6.7

4.2

6.2

16.7

9.4

14.5

19.5

9.1

11.7

6.2

9.9

6.7

8.3

11.5

9.3

15.2

45.0

46.9

42.4

0.0

29.0

35.6

41.9

42.0

53.2

48.9

0.0

20.0

28.6

32.2

44.0

50.0

50.7

0.0

37.5

41.8

49.4

40.4

55.5

47.6

45.0

43.4

45.8

50.0

47.5

36.4

24.0

20.6

28.6

55.6

48.4

29.8

21.3

21.3

18.9

23.0

33.3

60.0

36.7

28.8

28.0

18.8

26.0

66.7

37.5

23.6

15.6

16.2

19.0

21.0

18.0

28.2

23.9

16.7

20.3

21.2

3.7

1.0

7.4

0.0

3.2

5.8

7.4

2.9

4.7

1.7

0.0

6.7

8.2

15.3

4.0

11.5

3.4

0.0

0.0
3.6

1.3

2.0

0.0

0.5

3.6

4.2

2.7

5.1

3.4

6.1

0.7

0.5

1.1

0.0

0.0

1.9

0.0

1.1

0.9

0.6

0.0

0.0

4.1

0.0

2.7

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.5

0.5

1.8

0.9

0.7

0.0

0.0

0.0

15.1

17.0

12.4

33.3

12.9

16.3

16.2

22.4

11.2

13.2

66.7

10.0

16.3

18.6

12.0

12.5

8.2

16.7

15.6

16.4

14.3

30.3

10.2

16.7

17.1

12.9

16.9

12.8

17.8

15.2

3.1

3.4

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

2.6

6.5

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

3.1

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

2.2

7.6

4.5

3.7

1.7

3.8

1.7

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等である

どちらかとい

えば女性の方

が優遇されて

いる

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答凡 例 ：
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キ 地域社会の中で 

〈参考〉 

① 令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【留意事項】 

※Ｒ７年度の「男性の方が優遇されている」は「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらか

といえば男性の方が優遇されている」の合計 

※Ｒ７年分から「男性(女性)の方が優遇されている」を「男性(女性)の方が非常に優遇されている」

「どちらかといえば男性(女性)の方が優遇されている」に選択肢を変更。 

 

② 内閣府｢R6 男女共同参画社会に関する世論調査(自治会やPTAなどの地域活動の場)｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.4

41.2

24.0

24.6

4.5

2.2

15.1

29.4

3.1

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

8.8 38.2 40.3 9.3

1.2

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=2673)

男性の方が

優遇されて

いる

平等である
女性の方が優

遇されている
わからない 無回答凡 例 ：

男性の方が優

遇されている

どちらかといえ

ば男性の方が優

遇されている
平等

どちらかといえ

ば女性の方が優

遇されている

女性の方が非

常に優遇され

ている
無回答凡 例 ：
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ク 社会全体について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合計し

た回答割合（63.6％）が「平等である」という回答割合（13.0％）を 50.6ポイント上回った。 

 

【性  別】 

女性は「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を

合計した回答割合（69.6％）が約７割となっている。一方で、男性の回答割合(55.5％)が５割半ば

となっている。 

 

【年齢別】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の回答割

合の合計は 60 代が 68.7％と最も高く、10 代（55.6％）と 20 代（53.2％）の若年層で低かった。 

 

【地域別】 

「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の回答割

合の合計は佐渡地域が 75.8％と最も高く、魚沼地域が 56.4％と最も低かった。 

 

  

9.1

12.2

5.0

54.5

57.5

50.4

13.0

9.9

17.2

4.2

0.8

8.7

0.7

0.3

1.3

16.4

17.0

15.5

2.0

2.3

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等である

どちらかとい

えば女性の方

が優遇されて

いる

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答凡 例 ：
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ク 社会全体について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.1

12.2

5.0

11.1

4.8

8.7

14.7

6.3

9.9

8.7

0.0

0.0

8.2

5.1

4.0

4.2

6.2

16.7

9.4

9.1

22.1

8.1

13.9

10.5

9.0

9.5

11.0

6.4

4.2

12.1

54.5

57.5

50.4

44.4

48.4

55.8

44.9

55.2

58.8

55.9

0.0

30.0

38.8

37.3

54.7

56.3

58.9

66.7

65.6

70.9

50.6

55.6

60.6

53.8

50.5

53.6

56.1

50.0

57.6

63.6

13.0

9.9

17.2

22.2

25.8

8.7

15.4

11.5

12.9

11.8

33.3

40.0

12.2

20.3

13.3

14.6

16.4

16.7

12.5

5.5

11.7

10.1

11.7

8.6

18.0

13.4

11.6

12.8

11.9

9.1

4.2

0.8
8.7

0.0

4.8

12.5

5.9

2.9

3.4

2.2

0.0

10.0

24.5

13.6

5.3

8.3

3.4

0.0

0.0

1.8

0.0

1.0

0.0

1.4

8.1

4.4

3.0

6.4

2.5

0.0

0.7

0.3

1.3

0.0

1.6

1.9

0.7

1.7

0.0

0.3

0.0

3.3

4.1

1.7

2.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

0.0

0.5

0.0

1.2

1.0

0.0

0.0

0.0

16.4

17.0

15.5

22.2

14.5

12.5

18.4

21.3

14.2

16.0

66.7

16.7

12.2

22.0

17.3

16.7

11.0

12.5

12.7

15.6

24.2

12.4

19.5

13.5

15.0

15.9

21.8

22.0

15.2

2.0

2.3

1.7

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

0.9

5.1

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

0.0

4.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.5

5.7

0.9

3.0

1.3

2.6

1.7

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

男性の方が

非常に優遇

されている

どちらかと

いえば男性

の方が優遇

されている

平等である

どちらかとい

えば女性の方

が優遇されて

いる

女性の方が

非常に優遇

されている

わからない 無回答凡 例 ：
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ク 社会全体について 

〈参考〉 

① 令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【留意事項】 

※Ｒ７年度の「男性の方が優遇されている」は「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらか

といえば男性の方が優遇されている」の合計 

※Ｒ７年分から「男性(女性)の方が優遇されている」を「男性(女性)の方が非常に優遇されている」

「どちらかといえば男性(女性)の方が優遇されている」に選択肢を変更。 

 

② 内閣府｢R6 男女共同参画社会に関する世論調査(社会全体における男女の地位の平等感)｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.9 62.8 16.7 6.1

0.7

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=2673)

63.6

55.0

13.0

11.5

4.9

1.7

16.4

29.4

2.0

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

男性の方が

優遇されて

いる

平等である
女性の方が優

遇されている
わからない 無回答凡 例 ：

男性の方が優

遇されている

どちらかといえ

ば男性の方が優

遇されている
平等

どちらかといえ

ば女性の方が優

遇されている

女性の方が非

常に優遇され

ている
無回答凡 例 ：
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■お住まいの地域での経験について 

問３ 住んでいる地域の経験 

あなたがお住まいの地域で見聞きしたり、経験したことを次のア～ソからお選びください。

（それぞれ１つずつ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.3

14.5

21.6

22.3

11.3

20.6

12.6

6.2

16.4

16.1

26.2

10.3

6.5

0.9

0.8

28.8

38.9

33.5

33.1

27.4

28.6

29.1

16.6

26.7

24.0

28.6

28.7

15.3

1.3

0.6

35.8

26.7

26.4

25.9

35.5

27.2

32.2

38.7

26.7

26.6

24.0

30.1

35.6

2.8

4.1

15.2

10.5

11.3

11.0

16.6

14.9

17.0

26.5

19.5

17.3

12.2

12.9

28.3

3.6

3.0

9.1

7.6

5.7

6.3

7.5

6.8

7.5

10.1

8.9

14.2

7.4

15.9

12.1

14.6

17.8

1.9

1.7

1.5

1.5

1.8

2.0

1.6

1.8

1.8

1.8

1.6

2.0

2.2

76.9

73.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．性別に合わせた話し方、服装、ふるまいを

したほうがよいとの発言や態度

イ．個人の価値観よりも世間体が大事との発言

や態度

ウ．結婚することや子どもを持つことは当然で

あるとの発言や態度

エ．家事・育児・介護は女性が行うものとの発

言や態度

オ．子どもが生まれたら、女性が仕事を控えめ

にしたほうがよいとの発言や態度

カ．家を継ぐのは男性がよいとの発言や態度

キ．男性が前面に立ち、女性が後ろで支えるべ

きとの発言や態度

ク．正社員は男性、女性は非正規社員との発言

や態度

ケ．職場でのお茶出しや事務補助などのサポー

ト業務は女性が行うものとの発言や態度

コ．自治会長など地域での主要な役職は男性が

担うものとの発言や態度

サ．地域や親戚の集まりでの食事の準備やお茶

出しは女性が行うものとの発言や態度

シ．学校で先生からの、女子だから・男子だか

らという状況・言動等

ス．進学・就職時の家族等からの、性別による

差別的な状況・言動等

セ．その他

ソ．特になし

よくあった 時々あった
あまりな

かった
全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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【全 体】 

「よくあった」「時々あった」を合計した回答割合が最も高かったのは、「家事・育児・介護は女

性が行うものとの発言や態度」（55.3％）で、次いで「結婚することや子どもを持つことは当然で

あるとの発言や態度」（55.1％）、「地域や親戚の集まりでの食事の準備やお茶出しは女性が行う

ものとの発言や態度」（54.7％）の順であった。 

 

一方で、「正社員は男性、女性は非正規社員との発言や態度」や「進学・就職時の家庭等からの性

別による差別的な状況・言動等」では、「あまりなかった」「全くなかった」とする回答割合が高

くなっている。 
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ア 性別に合わせた話し方、服装、ふるまいをしたほうがよいとの発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「あまりなかった」という回答割合（35.8％）が最も高く、以下「時々あった」(28.8％)、「全く

なかった」(15.2％)の順に回答割合が高くなっている。 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は 38.0％ と、４割弱となっている。 

 

【性  別】 

男女ともに「あまりなかった」(女性 33.3％、男性 39.1％)という回答割合が最も高かった。 

「よくあった」と「時々あった」を合計した割合は、女性では 41.2％を占めた一方、男性では 33.9％

と、女性の方が 7.3ポイント高かった。 

 

【年齢別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、10代が 66.7％ と最も高く、70歳以上が 32.9％

と最も低かった。 

 

【地域別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、佐渡地域が 42.4％と最も高く、魚沼地域が

34.6％と最も低かった。  
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よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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ア 性別に合わせた話し方、服装、ふるまいをしたほうがよいとの発言や態度 

ア 性別に合わせた話し方、服装、ふるまいをしたほうがよいとの発言や態度 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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イ 個人の価値観よりも世間体が大事との発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「時々あった」という回答割合（38.9％）が最も高く、以下「あまりなかった」(26.7％)、「よく

あった」(14.5％)の順に回答割合が高くなっている。 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は 53.4％ と、５割半ばとなっている。 

 

【性  別】 

男女ともに「時々あった」(女性 39.4％、男性 38.2％)の回答割合が最も高かった。 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、女性が 57.1％、男性が 48.5％ で、女性の

方が 8.6ポイント高かった。 

 

【年齢別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、30代が 67.3％と最も高く、次いで 60代（57.5％）

であった。 

 

【地域別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、魚沼地域が 61.5％と最も高く、次いで下越

地域 55.0％であった。 

一方、佐渡地域は 45.5％と最も低かった。  
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よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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イ 個人の価値観よりも世間体が大事との発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.5

17.7

10.3

11.1

11.3

16.3

17.6

18.4

16.3

10.4

0.0

3.3

18.4

10.2

14.7

10.4

6.8

16.7

18.8

14.5

23.4

21.2

20.4

12.9

18.9

12.9

14.6

10.3

18.6

15.2

38.9

39.4

38.2

33.3

32.3

51.0

38.2

34.5

41.2

37.6

0.0

30.0

49.0

33.9

29.3

45.8

38.4

50.0

34.4

52.7

41.6

38.4

38.0

37.1

36.0

39.7

37.9

51.3

35.6

30.3

26.7

24.5

29.7

22.2

30.6

18.3

25.0

28.7

27.0

28.1

33.3

40.0

10.2

28.8

37.3

27.1

32.2

21.9

25.5

22.1

22.2

27.0

25.2

30.6

25.6

28.6

24.4

22.9

30.3

10.5

9.9

11.4

22.2

19.4

11.5

11.8

9.2

6.4

11.2

33.3

16.7

18.4

16.9

8.0

8.3

8.9

16.7

21.9

5.5

7.8

10.1

5.1

12.9

7.2

10.2

11.3

11.5

12.7

9.1

7.6

6.7

9.0

11.1

6.5

1.9

7.4

7.5

8.2

9.3

33.3

10.0

4.1

10.2

8.0

8.3

10.3

0.0

3.1

0.0
5.2

7.1

8.0

8.6

7.2

9.5

6.0

2.6

8.5

9.1

1.7

1.8

1.5

0.0

0.0

1.0

0.0

1.7

0.9

3.4

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

0.0

3.4

0.0

1.8

0.0

1.0

1.5

3.3

0.0

2.1

1.7

0.0

1.7

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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ウ 結婚することや子どもを持つことは当然であるとの発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「時々あった」という回答割合が 33.5％ と最も高く、次いで「あまりなかった」（26.4％）、

「よくあった」（21.6％）の順であった。 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は 55.1％ と、５割半ばとなっている。 

 

【性  別】 

男女ともに「時々あった」の回答割合が最も高かった。 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、女性が 59.6％、男性が 49.1％ で、女性の

方が 10.5％高くなっている。 

 

【年齢別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、30 代が 64.4％ と最も高く、次いで 50 代

（57.5％）であった。 

 

【地域別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、下越地域が 58.6％ と最も高く、次いで上越

地域（56.8％）であった。一方、佐渡地域は 45.5％ と最も低くなっている。  
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よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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ウ 結婚することや子どもを持つことは当然であるとの発言や態度 
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全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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エ 家事・育児・介護は女性が行うものとの発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「時々あった」という回答割合が 33.1％ と最も高く、次いで「あまりなかった」（25.9％）、

「よくあった」（22.3％）の順であった。 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は 55.3％ と、５割半ばとなっている。 

 

【性  別】 

女性の「時々あった」の回答割合が最も高かった一方、男性は「あまりなかった」の回答が最も高

かった。 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、女性が 65.4％、男性が 41.7％ で、女性の

方が 23.7ポイント高かった。 

 

【年齢別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、70歳以上が 58.4％ と最も高く、次いで 40

代（58.1％）であった。一方、10代は 33.3％ と最も低かった。 

 

【地域別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、下越地域が 66.7％ と最も高く、次いで魚沼

地域（59.0％）であった。一方、佐渡地域は 51.5％ と最も低かった。  
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よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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エ 家事・育児・介護は女性が行うものとの発言や態度 
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全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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オ 子どもが生まれたら、女性が仕事を控えめにしたほうがよいとの発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「あまりなかった」という回答割合が 35.5％ と最も高く、次いで「時々あった」（27.4％）、

「全くなかった」（16.6％）の順であった。 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は 38.6％ であった。 

 

【性  別】 

男女ともに「あまりなかった」の回答割合が最も高かった。 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、女性が 45.3％、男性が 29.7％ と、女性

の方が 15.6ポイント高かった。 

 

【年齢別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、40代が 45.6％ と最も高かった。一方、10

代は 22.2％ と最も低くなっている。 

 

【地域別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、新潟地域が 41.6％ と最も高く、次いで魚

沼地域（41.0％）であった。一方、佐渡地域は 18.2％ と最も低かった。  
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男性（n=458）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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オ 子どもが生まれたら、女性が仕事を控えめにしたほうがよいとの発言や態度 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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カ 家を継ぐのは男性がよいとの発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「時々あった」の割合が 28.6％ と最も高く、次いで「あまりなかった」（27.2％）、「よくあっ

た」（20.6％）の順に回答割合が高くなっている。 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は 49.2％ であり、約５割となっている。 

 

【性  別】 

女性の「時々あった」(28.4％)の回答割合が最も高かった一方、男性は「あまりなかった」(29.0％)

の回答が最も高かった。「よくあった」「時々あった」を合計した割合は、女性が 51.3％、男性

が 46.3％ と、女性の方が 5.0ポイント高かった。 

 

【年齢別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、30 代（53.8％）が最も高くなっており、40

代（50.7％）と続いている。一方、10代（33.3％）及び 20代（35.5％）の回答割合は低くなって

いる。 

 

【地域別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した回答割合は、下越地域（54.1％）が最も高くなってお

り、佐渡地域（51.5％）と続いている。 
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よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：



 

50 

 

カ 家を継ぐのは男性がよいとの発言や態度 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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キ 男性が前面に立ち、女性が後ろで支えるべきとの発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「あまりなかった」が 32.2％ と最も高く、次いで「時々あった」（29.1％）、「全くなかった」

（17.0％）の順であった。 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は 41.6％ で、他の設問と比べると回答割合はや

や低くなっている。 

 

【性  別】 

「よくあった」「時々あった」を合計した割合は、女性が 47.2％、男性が 34.1％ と、女性の方

が 13.1ポイント高かった。 

一方、「全くなかった」の割合は男性（21.8％）が女性（13.5％）を大きく上回っていた。 

 

【年齢別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、70歳以上（44.7％）、60代（44.6％）、50

代（44.3％）の順に高くなっている。 

一方、10代（33.3％）、20代（25.8％）の若年層は低くなっている。 

 

【地域別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、下越地域が 50.5％ と最も高かった。 

一方、魚沼地域では 34.6％ と低くなっている。  
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よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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キ 男性が前面に立ち、女性が後ろで支えるべきとの発言や態度 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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ク 正社員は男性、女性は非正規社員との発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「あまりなかった」が 38.7％ と最も高く、次いで「全くなかった」（26.5％）となっており、

「あまりなかった」と「全くなかった」を合計した割合は６割半ば（65.3％） を占めている。 

一方、「よくあった」「時々あった」を合計した割合は 22.8％ と低くなっている。 

 

【性  別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、女性が 28.7％、男性が 14.8％ と、女性の

方が 13.9％高くなっている。 

一方、「全くなかった」の割合は男性（32.3％）が女性（22.2％）を大きく上回っている。 

 

【年齢別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、40代、70歳以上（25.0％）が他の年齢より

高くなっている。 

一方、10代（11.1％）や 20代（16.1％）と若年層ほど低くなっている。 

 

【地域別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、新潟地域が 24.5％ と最も高かった。 

一方、魚沼地域では 16.7％と低くなっている。  
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よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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ク 正社員は男性、女性は非正規社員との発言や態度 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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ケ 職場でのお茶出しや事務補助などのサポート業務は女性が行うものとの発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は 43.1％ と、４割強となっている。 

一方、「あまりなかった」、「全くなかった」の合計は 46.2％ で、「よくあった」、「時々あっ

た」の合計と大きな差はなかった。 

 

【性  別】 

「よくあった」、「時々あった」の合計は、女性が 50.0％、男性が 33.8％と、女性の方が 16.2

ポイント高かった。 

男性では「全くなかった」（25.1％）の割合が女性（15.3％）より高く、男女差がみられた。 

 

【年齢別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、70歳以上が 49.2％ と最も高かった。 

10代が 22.2％と最も低く、20代～60代は 4割前後となっている。 

 

【地域別】 

「よくあった」「時々あった」の合計は、上越地域が 46.6％ と最も高かった。 

一方、新潟地域では 41.3％と低くなっている。  
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全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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ケ 職場でのお茶出しや事務補助などのサポート業務は女性が行うものとの発言や態度 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=09）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=03）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=06）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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コ 自治会長など地域での主要な役職は男性が担うものとの発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は 40.1％ であった。 

一方、「あまりなかった」、「全くなかった」の合計した割合は 43.9％となっており、「よくあ

った」、「時々あった」の合計より高くなっている。 

 

【性  別】 

「よくあった」、「時々あった」の合計は、女性が 43.3％、男性が 35.8％ と、女性の方が 7.5

ポイント高かった。 

男性では「全くなかった」（24.0％）が女性（12.3％）より高くなっている。 

 

【年齢別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、60 代（44.6％）および 70 歳以上（44.4％）

で高くなっている。一方、10代（22.2％）や 20代（27.4％）の若年層で低くなっている。 

 

【地域別】 

「よくあった」、「時々あった」の合計は、魚沼地域が 48.7％と最も高かった。 

一方、新潟地域は 33.7％ で最も低くなっている。  
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よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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コ 自治会長など地域での主要な役職は男性が担うものとの発言や態度 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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サ 地域や親戚の集まりでの食事の準備やお茶出しは女性が行うものとの発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は 54.7％ と５割半ばを占めている。 

一方、「あまりなかった」、「全くなかった」は 36.2％ と３割半ばの結果となっている。 

 

【性  別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、女性が 63.3％、男性が 43.2％ と、女性が 

20.1ポイント高い結果となっている。 

一方、「あまりなかった」、「全くなかった」を合計した回答割合は男性（46.9％）が女性（28.2％）

を上回り、男性の方が高くなっている。 

 

【年齢別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、60代（60.5％）が最も高く、以下 40代（55.9％）、

50代（54.0％）と続いている。 

一方、10代（33.3％）や 20代（45.2％）の合計割合は５割を下回っている結果となっている。 

 

【地域別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、上越地域が 58.5％と最も高かった。 

一方、佐渡地域では 42.4％と最も低くなっている。  
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よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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サ 地域や親戚の集まりでの食事の準備やお茶出しは女性が行うものとの発言や態度 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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シ 学校で先生からの、女子だから・男子だからという状況・言動等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「よくあった」、「時々あった」を合わせた回答割合は 39.0％であった。一方、「あまりなかっ

た」、「全くなかった」の回答割合は 43.0％と、「よくあった」「時々あった」を合計した割合

より高くなっている。 

 

【性  別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した回答割合は女性が 41.6％、男性が 35.6％と、女性の

方が高くなっている。 

一方、「あまりなかった」、「全くなかった」の合計した回答割合は男性（45.4％）が女性（41.2％）

を上回り、男性の方が高くなっている。 

 

【年齢別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した回答割合は、10代（66.7％）で最も高くなっている。

他の年代では、30代（45.2％）や 40代（44.1％）、60代（42.9％）の順番で続いている。一方、

20代（35.5％）と 70歳以上（34.0％）は他の年齢より回答割合が低くなっている。 

 

【地域別】 

「よくあった」、「時々あった」を合計した割合は、魚沼地域が 43.6％と最も高かった。 

一方、上越地域では 34.7％と最も低くなっている。 
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よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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シ 学校で先生からの、女子だから・男子だからという状況・言動等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.3

11.7

8.5

33.3

6.5

11.5

11.8

11.5

12.4

7.6

33.3

10.0

12.2

10.2

12.0

8.3

4.1

33.3

3.1

10.9

13.0

11.1

15.3

10.0

8.1

10.6

13.0

6.4

6.8

12.1

28.7

29.9

27.1

33.3

29.0

33.7

32.4

24.7

30.5

26.4

0.0

23.3

34.7

32.2

21.3

29.2

25.3

50.0

34.4

32.7

32.5

27.3

31.4

27.1

34.2

25.9

29.2

37.2

28.0

24.2

30.1

30.0

30.1

0.0

32.3

30.8

30.9

29.3

27.9

31.7

0.0

26.7

24.5

28.8

30.7

28.1

34.9

37.5

36.4

32.5

28.3

27.7

29.5

36.9

29.8

29.9

26.9

30.5

18.2

12.9

11.2

15.3

22.2

22.6

17.3

14.0

14.9

10.7

9.8

33.3

26.7

22.4

16.9

14.7

11.5

12.3

16.7

18.8

12.7

11.7

15.2

10.2

8.1

9.0

13.9

14.0

9.0

13.6

12.1

15.9

15.4

16.6

11.1

9.7

6.7

11.0

17.2

17.6

19.9

33.3

13.3

6.1

11.9

17.3

22.9

17.8

0.0

6.3

7.3

10.4

17.2

13.9

21.4

11.7

17.1

12.6

17.9

19.5

27.3

2.0

1.8

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

0.9

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

0.0

5.5

0.0

0.0

0.0

1.0

1.5

3.8

0.0

2.8

1.3

2.6

1.7

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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ス 進学・就職時の家族等からの、性別による差別的な状況・言動等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「よくあった」、「時々あった」を合わせた回答は 21.8％ にとどまり、「あまりなかった」、

「全くなかった」の回答は 63.9％ と大きな差となっている。 

 

【性  別】 

「よくあった」、「時々あった」を合わせた回答は、女性（24.2％）が男性（18.6％）を上回った。 

一方、「あまりなかった」「全くなかった」の回答は男性（66.8％）が女性（61.7％）より高くな

っている。 

 

【年齢別】 

「よくあった」、「時々あった」を合わせた回答はどの年代も低くなっており、特に 10代（11.1％）

や 20 代（11.3％）の割合は約１割となっている。60 代（25.8％）や 50代（25.3％）の年齢は２

割半ばとなっている。 

 

【地域別】 

「よくあった」、「時々あった」を合わせた回答は新潟地域（24.0％）が最も高くなっている。 

いずれの地域でも「あまりなかった」、「全くなかった」の合計した回答割合は６割以上となって

いる。

6.5

8.8

3.5

15.3

15.4

15.1

35.6

35.7

35.4

28.3

26.0

31.4

12.1

12.0

12.2

2.2

2.1

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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ス 進学・就職時の家族等からの、性別による差別的な状況・言動等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.5

8.8

3.5

0.0

1.6

5.8

5.1

6.3

9.0

6.7

0.0

3.3

4.1

1.7

1.3

5.2

4.1

0.0

0.0

7.3

7.8

10.1

11.7

8.6

7.2

6.0

8.0

5.1

4.2

9.1

15.3

15.4

15.1

11.1

9.7

12.5

14.0

19.0

16.7

14.9

0.0

6.7

16.3

6.8

24.0

18.8

13.0

16.7

12.5

9.1

19.5

15.2

15.3

16.2

15.3

18.0

13.6

12.8

11.9

12.1

35.6

35.7

35.4

22.2

35.5

31.7

34.6

35.1

38.6

35.7

0.0

23.3

24.5

39.0

32.0

36.5

41.8

46.9

38.2

31.2

37.4

40.1

31.4

36.0

32.8

37.5

43.6

35.6

33.3

28.3

26.0

31.4

55.6

37.1

38.5

33.8

27.6

24.9

23.6

66.7

50.0

42.9

40.7

25.3

27.1

25.3

50.0

25.0

34.5

28.6

29.3

23.4

22.4

26.1

28.9

28.2

23.1

31.4

30.3

12.1

12.0

12.2

11.1

16.1

11.5

12.5

9.2

9.9

14.3

33.3

16.7

12.2

11.9

12.0

12.5

11.0

0.0

15.6

10.9

13.0

7.1

8.0

16.7

14.4

11.3

11.0

14.1

15.3

9.1

2.2

2.1

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

2.9

0.9

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

5.3

0.0

4.8

0.0

0.0

0.0

1.0

1.5

4.8

0.9

3.0

1.7

1.3

1.7

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

よくあった 時々あった あまりなかった 全くなかった わからない 無回答凡 例 ：
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■結婚、家庭、人生観などについて 

問４ 家庭や育児などに関する考え方 

家庭や育児などに関する考え方について、次のア、イごとに、あなたのお考えに一番近いもの

をお選びください。（それぞれ１つずつ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「夫も平等に家事を負担すべきである」について、「賛成」と「どちらかといえば賛成」を合

わせた割合が 88.8％となった。 

一方で「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」については、「賛成」と「どちらかとい

えば賛成」を合わせた割合が 34.4％と３割半ばとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8

42.9

31.6

45.9

37.6

8.0

25.7

1.6

2.3

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．夫は外で働き、妻は

家庭を守るべきである

イ．夫と妻が平等に家事・

育児等を負担すべきである

賛成
どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対
反対 無回答凡 例 ：
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ア 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全 体】 

「どちらかといえば反対」（37.6％）が最も高く、次いで「どちらかといえば賛成」（31.6％）、

「反対」（25.7％）となっている。「賛成」と「どちらかといえば賛成」を合わせた割合は34.4％

であるのに対し、「どちらかといえば反対」と「反対」を合わせた割合は63.3％と大きく上回って

いる。 

 

【性 別】 

女性では「どちらかといえば反対」（39.0％）、「反対」（28.1％）が高く、合計した割合が67.0％

を占めている。一方、男性では「どちらかといえば反対」（35.8％）が最も高く、次いで「どちら

かといえば賛成」（35.6%）となっている。 

 

【年齢別】 

10代では「反対」（77.8％）が突出して高くなっている。20～60代では「どちらかといえば反対」

と「反対」を合わせた割合が高く、特に40～60代では７割前後を占めている。 

 

【地域別】 

いずれの地域でも「どちらかといえば反対」と「反対」を合計した割合が「賛成」と「どちらかと

いえば賛成」を合計した割合を上回っている。 

 

 

 

 

2.8

1.9

3.9

31.6

28.6

35.6

37.6

39.0

35.8

25.7

28.1

22.5

2.3

2.4

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

賛成
どちらかとい

えば賛成

どちらかとい

えば反対
反対 無回答凡 例 ：
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ア 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.8

1.9

3.9

0.0

3.2

5.8

0.7

1.7

2.1

3.7

3.3

12.2

0.0

2.7

3.1

4.1

0.0

3.1

0.0

1.3

1.0

1.5

3.3

1.8

3.9

2.7

1.3

1.7

0.0

31.6

28.6

35.6

0.0

27.4

27.9

27.2

26.4

27.5

41.0

33.3

24.5

32.2

30.7

30.2

47.9

0.0

21.9

30.9

23.4

23.2

25.5

36.2

35.1

29.3

34.2

37.2

28.0

24.2

37.6

39.0

35.8

22.2

37.1

29.8

41.9

46.0

38.2

34.3

33.3

33.3

32.7

40.7

41.3

38.5

30.8

16.7

40.6

27.3

42.9

49.5

38.0

36.7

36.0

38.1

36.2

38.5

39.8

39.4

25.7

28.1

22.5

77.8

32.3

35.6

29.4

24.7

30.9

16.0

66.7

30.0

30.6

27.1

22.7

26.0

13.0

83.3

34.4

40.0

31.2

26.3

34.3

18.1

24.3

25.4

25.6

23.1

28.8

30.3

2.3

2.4

2.2

1.0

0.7

1.1

1.3

5.1

0.0

0.0

0.0

2.7

2.1

4.1

1.8

1.3

0.0

0.7

5.7

2.7

3.2

1.3

0.0

1.7

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

賛成
どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対
反対 無回答凡 例 ：
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ア 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである 

〈参考〉 

① 令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 内閣府｢R6 男女共同参画社会に関する世論調査(「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきで 

ある｣) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.8

4.7

31.6

37.5

37.6

34.9

25.7

20.8

2.3

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

4.5 28.6 37.7 27.1 2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=2673)

賛成
どちらかとい

えば賛成

どちらかとい

えば反対
反対 無回答凡 例 ：

賛成
どちらかとい

えば賛成

どちらかとい

えば反対
反対 無回答凡 例 ：
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ア 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8

1.9

3.9

0.0

3.2

5.8

0.7

1.7

2.1

3.7

3.3

12.2

0.0

2.7

3.1

4.1

0.0

3.1

0.0

1.3

1.0

1.5

3.3

1.8

3.9

2.7

1.3

1.7

0.0

31.6

28.6

35.6

0.0

27.4

27.9

27.2

26.4

27.5

41.0

33.3

24.5

32.2

30.7

30.2

47.9

0.0

21.9

30.9

23.4

23.2

25.5

36.2

35.1

29.3

34.2

37.2

28.0

24.2

37.6

39.0

35.8

22.2

37.1

29.8

41.9

46.0

38.2

34.3

33.3

33.3

32.7

40.7

41.3

38.5

30.8

16.7

40.6

27.3

42.9

49.5

38.0

36.7

36.0

38.1

36.2

38.5

39.8

39.4

25.7

28.1

22.5

77.8

32.3

35.6

29.4

24.7

30.9

16.0

66.7

30.0

30.6

27.1

22.7

26.0

13.0

83.3

34.4

40.0

31.2

26.3

34.3

18.1

24.3

25.4

25.6

23.1

28.8

30.3

2.3

2.4

2.2

1.0

0.7

1.1

1.3

5.1

0.0

0.0

0.0

2.7

2.1

4.1

1.8

1.3

0.0

0.7

5.7

2.7

3.2

1.3

0.0

1.7

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

賛成
どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対
反対 無回答凡 例 ：
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 イ 夫と妻が平等に家事・育児等を負担すべきである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全 体】 

「賛成」、「どちらかといえば賛成」を合わせた割合は88.8％と高く、「どちらかといえば反対」

「反対」は9.6％となっている。 

 

【性 別】 

男女ともに「賛成」と「どちらかといえば賛成」を合わせた割合が高かった。 

また、「賛成」の割合は女性（51.3％）が男性（31.7％）を上回った一方、「どちらかといえば反

対」「反対」を合わせた割合は男性（12.4％）が女性（4.7％）より高くなっている。 

 

【年齢別】 

「賛成」、「どちらかといえば賛成」を合わせた割合は、40代（94.9％）が最も高くなっている。

一方、70歳以上（83.1％）と最も低くなっている。 

 

【地域別】 

「賛成」、「どちらかといえば賛成」を合わせた割合は地域間に大きな差はなかった。 

いずれの地域でも賛成の意見が８割半ば以上を占めている。 

 

 

 

 

 

42.9

51.3

31.7

45.9

41.6

51.7

8.0

4.7

12.4

1.6

0.6

2.8

1.6

1.8

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

賛成
どちらかとい

えば賛成

どちらかとい

えば反対
反対 無回答凡 例 ：
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イ 夫と妻が平等に家事・育児等を負担すべきである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.9

51.3

31.7

55.6

61.3

51.9

55.1

42.5

45.9

30.3

50.0

46.9

37.3

30.7

35.4

19.2

83.3

71.9

56.4

68.8

51.5

53.3

38.1

43.2

43.9

40.9

39.7

46.6

42.4

45.9

41.6

51.7

22.2

32.3

38.5

39.7

45.4

47.2

52.8

33.3

36.7

42.9

52.5

52.0

54.2

56.2

16.7

28.1

34.5

29.9

40.4

42.3

50.5

44.1

44.8

48.5

46.2

44.9

45.5

8.0

4.7

12.4

11.1

3.2

5.8

4.4

8.6

6.4

11.5

33.3

6.7

8.2

8.5

12.0

10.4

17.8

0.0

0.0

3.6

1.3

6.1

3.6

7.1

10.8

8.1

7.0

11.5

5.9

6.1

1.6

0.6

2.8

11.1

1.6

2.9

0.7

1.7

2.2

33.3

3.3

2.0

1.7

2.7

4.8

0.0

0.0

3.6

0.0

1.0
0.0

0.5

0.9

1.2

2.3

2.6

0.8

3.0

1.6

1.8

1.3

1.6

1.0

1.7

0.4

3.1

3.3

0.0

0.0

2.7

0.0

2.1

0.0

0.0

1.8

0.0

1.0

3.8

0.9

2.1

1.3

0.0

1.7

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

賛成
どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対
反対 無回答凡 例 ：
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イ 夫と妻が平等に家事・育児等を負担すべきである 

〈参考〉 

令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

※ 令和２年度調査は「夫も平等に家事・育児等を負担すべきである」  

 

 

 

  

42.9

44.0

45.9

46.6

8.0

6.8

1.6

1.1

1.6

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

賛成
どちらかとい

えば賛成

どちらかと

いえば反対
反対 無回答凡 例 ：
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問５ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」に賛成の理由 

【問４のアで、「賛成」または「どちらかといえば賛成」を選択した方（369人）】 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」に賛成の理由をお選びください。  

（当てはまるもの全てに○） 

 

 

58.0

43.4

26.0

24.7

20.9

9.8

1.9

0.8

0.3

64.9

40.4

27.1

21.3

20.7

8.5

2.1

0.5

0.0

50.8

46.4

24.9

28.2

21.0

11.0

1.7

1.1

0.6

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

妻が家事・育児・介護と両立しながら

働くことは大変だと思うから

妻が家庭を守った方が、子どもの成長

などにとって良いと思うから

夫が外で働いていると、妻が外で働きた

くても家庭に専念せざるを得ないから

自分の両親も父は仕事、母は家庭、

という役割分担をしていたから

日本の伝統的な家族の在り方だと思うから

その他

特にない

わからない

無回答

全体（n=369）

女性（n=188）

男性（n=181）



 

74 

 

【全 体】 

最も回答割合が高かったのは「妻が家事・育児・介護と両立しながら働くことは大変だと思うか

ら」（58.0％）で、次いで「妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良いと思うから」

（43.4％）が続いた。 

一方、「日本の伝統的な家族の在り方だと思うから」（20.9％）の回答割合は低くなっている。 

 

【性 別】 

男女ともに「妻が家事・育児・介護と両立しながら働くことは大変だと思うから」が最も多かっ

た。女性では同項目が 64.9％ と高く、男性の 50.8％を上回った。一方、「妻が家庭を守った方

が、子どもの成長などにとって良いと思うから」は男性（46.4％）が女性（40.4％）より高くなっ

ている。 

 

【年齢別】 

すべての年代で「自分の両親も父は仕事、母は家庭、という役割分担をしていたから」が最も多か

った。特に 30代（77.9％）や 50代（75.6％）で高くなっている。 

70歳以上では、「妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良いと思うから」（54.7％）

の割合も高く５割を超える結果となっている。 

 

【地域別】 

いずれの地域でも「妻が家事・育児・介護と両立しながら働くことは大変だと思うから」が最も多

く、特に佐渡地域（75.0％）や魚沼地域（70.0％）で高くなっている。 
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問５「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」に賛成の理由 

 

  

合計

妻
が
家
事
・
育
児
・
介
護
と
両
立
し
な
が
ら
働

く
こ
と
は
大
変
だ
と
思
う
か
ら

妻
が
家
庭
を
守
っ

た
方
が
、

子
ど
も
の
成
長
な

ど
に
と
っ

て
良
い
と
思
う
か
ら

夫
が
外
で
働
い
て
い
る
と
、

妻
が
外
で
働
き
た

く
て
も
家
庭
に
専
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら

自
分
の
両
親
も
父
は
仕
事
、

母
は
家
庭
、

と
い

う
役
割
分
担
を
し
て
い
た
か
ら

日
本
の
伝
統
的
な
家
族
の
在
り
方
だ
と
思
う
か

ら そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

369 58.0 43.4 26.0 24.7 20.9 9.8 1.9 0.8 0.3

女性 188 64.9 40.4 27.1 21.3 20.7 8.5 2.1 0.5 0.0

男性 181 50.8 46.4 24.9 28.2 21.0 11.0 1.7 1.1 0.6

18～19歳 0 - - - - - - - - -

20～29歳 19 57.9 26.3 0.0 21.1 10.5 10.5 10.5 10.5 0.0

30～39歳 35 60.0 34.3 17.1 17.1 11.4 28.6 0.0 0.0 0.0

40～49歳 38 63.2 21.1 26.3 18.4 7.9 23.7 0.0 0.0 0.0

50～59歳 49 51.0 42.9 12.2 10.2 18.4 14.3 4.1 0.0 0.0

60～69歳 69 53.6 39.1 21.7 24.6 13.0 4.3 2.9 0.0 0.0

70歳以上 159 60.4 54.7 37.1 32.7 31.4 3.1 0.6 0.6 0.6

18～19歳 0 - - - - - - - - -

20～29歳 8 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0 12.5 0.0 12.5 0.0

30～39歳 17 64.7 29.4 23.5 5.9 5.9 29.4 0.0 0.0 0.0

40～49歳 19 73.7 15.8 42.1 10.5 0.0 15.8 0.0 0.0 0.0

50～59歳 24 62.5 33.3 12.5 8.3 16.7 20.8 8.3 0.0 0.0

60～69歳 37 54.1 35.1 24.3 24.3 13.5 2.7 2.7 0.0 0.0

70歳以上 83 67.5 54.2 32.5 31.3 34.9 1.2 1.2 0.0 0.0

18～19歳 0 - - - - - - - - -

20～29歳 11 45.5 27.3 0.0 36.4 18.2 9.1 18.2 9.1 0.0

30～39歳 18 55.6 38.9 11.1 27.8 16.7 27.8 0.0 0.0 0.0

40～49歳 19 52.6 26.3 10.5 26.3 15.8 31.6 0.0 0.0 0.0

50～59歳 25 40.0 52.0 12.0 12.0 20.0 8.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 32 53.1 43.8 18.8 25.0 12.5 6.3 3.1 0.0 0.0

70歳以上 76 52.6 55.3 42.1 34.2 27.6 5.3 0.0 1.3 1.3

下越地域 41 68.3 43.9 34.1 26.8 9.8 0.0 4.9 2.4 2.4

新潟地域 144 61.8 41.7 22.2 26.4 17.4 12.5 0.7 0.0 0.0

中越地域 111 53.2 45.0 26.1 22.5 23.4 8.1 1.8 0.0 0.0

魚沼地域 30 70.0 46.7 23.3 16.7 23.3 6.7 3.3 0.0 0.0

上越地域 35 31.4 48.6 28.6 25.7 34.3 14.3 2.9 5.7 0.0

佐渡地域 8 75.0 12.5 50.0 37.5 37.5 25.0 0.0 0.0 0.0

地
域
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性

女
性

性
別
・
年
齢
別
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問５「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」に賛成の理由 

〈参考〉 

① 令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

(注１)Ｒ７年度に選択肢追加 

(注２)Ｒ７年度は選択肢なし 

 

 

 

 

58.0

43.4

26.0

24.7

20.9

9.8

1.9

0.8

0.3

59.7

59.7

42.4

12.9

14.1

7.4

1.0

0.5

2.6

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

妻が家事・育児・介護と両立しながら

働くことは大変だと思うから

妻が家庭を守った方が、子どもの

成長などにとって良いと思うから

夫が外で働いていると、妻が外で働きたく

ても家庭に専念せざるを得ないから(注１)

夫が外で働いた方が、多くの

収入を得られると思うから(注２)

自分の両親も父は仕事、母は家庭、

という役割分担をしていたから

日本の伝統的な家族の在り方だと思うから

その他

特にない

わからない

無回答

Ｒ７年度

（n=369）

Ｒ２年度

（n=417）
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② 内閣府「Ｒ６ 男女共同参画社会に関する世論調査」（「夫は外で働き、妻は家庭を守るべ

きであるに賛成の理由」） 

 

 

 

 

 

 

  

61.3

56.0

39.3

17.9

13.0

0.6

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

育児・介護・家事と両立しながら、

妻が働き続けることは大変だと思うから

妻が家庭を守った方が、こどもの

成長などにとって良いと思うから

夫が外で働いた方が、多くの

収入を得られると思うから

日本の伝統的な家族の在り方だと思うから

自分の両親も役割分担をしていたから

無回答
令和６年９月調査(n=884人)
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問６ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」に反対の理由 

【問４のアで、「反対」または「どちらかといえば反対」を選択した方（680人）】 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」に反対の理由をお選びください。 

（当てはまるもの全てに○） 

 

  

70.0

47.2

35.3

27.5

22.1

5.7

1.3

0.7

4.6

73.1

45.8

40.2

24.7

19.6

7.3

0.7

0.2

5.6

65.2

49.4

27.7

31.8

25.8

3.4

2.2

1.5

3.0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

固定的な夫と妻の役割分担の意識を

押しつけるべきではないから

夫も妻も働いた方が、多くの

収入が得られると思うから

男女平等に反すると思うから

妻が働いて能力を発揮した方が、

個人や社会にとって良いと思うから

自分の両親も外で働いていたから

その他

特にない

わからない

無回答

全体（n=680）

女性（n=413）

男性（n=267）
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【全 体】 

最も多かった理由は「固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」（70.0％）

で、7割を占めた。次いで「夫も妻も働いた方が、多くの収入が得られると思うから」（47.2％）、

「男女平等に反すると思うから」（35.3％）が続いている。 

 

【性 別】 

男女ともに「固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」が最も多かった。

女性は「男女平等に反すると思うから」（40.2％）の割合が男性（27.7％）より高くなっている。 

 

【年齢別】 

すべての年代で「固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」が最も多く、

特に 30代（77.9％）や 50代（75.6％）で高くなっている。 

10 代では「夫も妻も働いた方が、多くの収入が得られると思うから」や「自分の両親も外で働い

ていたから」(各 55.6％)が高くなっている。 

 

【地域別】 

すべての地域で「固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」が最も多か

った。 
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問６ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」に反対の理由 

 

 

  

合計

固
定
的
な
夫
と
妻
の
役
割
分
担
の
意
識
を
押
し

つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら

夫
も
妻
も
働
い
た
方
が
、

多
く
の
収
入
が
得
ら

れ
る
と
思
う
か
ら

男
女
平
等
に
反
す
る
と
思
う
か
ら

妻
が
働
い
て
能
力
を
発
揮
し
た
方
が
、

個
人
や

社
会
に
と
っ

て
良
い
と
思
う
か
ら

自
分
の
両
親
も
外
で
働
い
て
い
た
か
ら

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

680 70.0 47.2 35.3 27.5 22.1 5.7 1.3 0.7 4.6

女性 413 73.1 45.8 40.2 24.7 19.6 7.3 0.7 0.2 5.6

男性 267 65.2 49.4 27.7 31.8 25.8 3.4 2.2 1.5 3.0

18～19歳 9 66.7 55.6 44.4 33.3 55.6 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 43 60.5 48.8 25.6 18.6 27.9 7.0 2.3 0.0 2.3

30～39歳 68 77.9 38.2 26.5 22.1 22.1 11.8 2.9 0.0 4.4

40～49歳 97 64.9 44.3 32.0 33.0 28.9 11.3 3.1 0.0 3.1

50～59歳 123 75.6 48.0 36.6 22.8 28.5 3.3 0.8 0.0 3.3

60～69歳 161 73.3 51.6 40.4 24.2 21.7 5.6 0.6 0.6 4.3

70歳以上 179 65.4 46.9 36.9 34.6 11.2 2.2 0.6 2.2 7.3

18～19歳 6 66.7 33.3 50.0 16.7 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 24 62.5 54.2 33.3 33.3 16.7 8.3 4.2 0.0 0.0

30～39歳 37 83.8 37.8 29.7 24.3 18.9 16.2 2.7 0.0 5.4

40～49歳 57 77.2 38.6 38.6 28.1 28.1 14.0 1.8 0.0 3.5

50～59歳 75 77.3 46.7 45.3 20.0 28.0 4.0 0.0 0.0 2.7

60～69歳 99 74.7 53.5 39.4 20.2 19.2 7.1 0.0 0.0 6.1

70歳以上 115 66.1 43.5 42.6 28.7 9.6 3.5 0.0 0.9 9.6

18～19歳 3 66.7 100.0 33.3 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 19 57.9 42.1 15.8 0.0 42.1 5.3 0.0 0.0 5.3

30～39歳 31 71.0 38.7 22.6 19.4 25.8 6.5 3.2 0.0 3.2

40～49歳 40 47.5 52.5 22.5 40.0 30.0 7.5 5.0 0.0 2.5

50～59歳 48 72.9 50.0 22.9 27.1 29.2 2.1 2.1 0.0 4.2

60～69歳 62 71.0 48.4 41.9 30.6 25.8 3.2 1.6 1.6 1.6

70歳以上 64 64.1 53.1 26.6 45.3 14.1 0.0 1.6 4.7 3.1

下越地域 67 73.1 41.8 29.9 32.8 20.9 6.0 0.0 1.5 6.0

新潟地域 275 71.3 49.8 33.1 28.7 22.2 6.9 1.1 0.7 3.3

中越地域 186 67.2 47.8 43.0 28.0 24.7 6.5 1.1 0.5 3.8

魚沼地域 48 77.1 37.5 31.3 27.1 14.6 0.0 0.0 0.0 10.4

上越地域 81 66.7 46.9 37.0 16.0 21.0 3.7 4.9 0.0 6.2

佐渡地域 23 65.2 47.8 17.4 34.8 21.7 4.3 0.0 4.3 4.3

地
域
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性

女
性

性
別
・
年
齢
別
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問６ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」に反対の理由 

〈参考〉 

① 令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

（注１）Ｒ７年度は選択肢なし 

  

70.0

47.2

35.3

27.5

22.1

5.7

1.3

0.7

4.6

67.9

36.8

41.2

27.6

15.2

20.1

8.5

0.0

0.7

0.0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

固定的な夫と妻の役割分担の意識を

押しつけるべきではないから

夫も妻も働いた方が、多くの

収入が得られると思うから

男女平等に反すると思うから

妻が働いて能力を発揮した方が、

個人や社会にとって良いと思うから

自分の両親も外で働いていたから

家事･育児･介護と両立しながら、妻が

働き続けることは可能だと思うから

(注１)

その他

特にない

わからない

無回答

Ｒ７年度

（n=680）

Ｒ２年度

（n=551）
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② 内閣府「Ｒ６ 男女共同参画社会に関する世論調査」（「夫は外で働き、妻は家庭を守るべ

きであるに賛成の理由」） 

  

77.2

43.2

40.8

28.6

16.4

14.7

1.0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

固定的な夫と妻の役割分担の

意識を押しつけるべきでないから

夫も妻も働いた方が、多くの

収入が得られると思うから

男女平等に反すると思うから

妻が働いて能力を発揮した方が、

個人や社会にとって良いと思うから

自分の両親も外で働いていたから

育児・介護・家事と両立しながら、

妻が働き続けることは可能だと思うから

無回答 令和６年９月調査(n=1732人)
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問７ 家庭における家事等の分担 

単身世帯以外にお聞きします。あなたの家庭では、次のア～ウの家事等を主にどなたが担当し

ていますか。（それぞれ１つずつ○） 

 

ア 家事(食事のしたく、掃除、洗濯等) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 育児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 介護 

 

 

 

 

 

 

 

  

自分

25.9％

共に担っているが、自分の方が多い

15.0％

配偶者

14.7％

共に担っているが、配偶者の方が多い

12.3％

自分と配偶者が同程度

7.3％

夫婦以外の家族

5.3％

ホームヘルパーな

どの外部サービス

0.0％

家族全員

4.8％

該当なし・その他

4.6％

無回答

10.1％

自分

12.7％

共に担っているが、自分の方が多い

11.2％

配偶者

9.7％

共に担っているが、配偶者の方が多い

11.5％

自分と配偶者が同程度

4.9％
夫婦以外の家族

1.3％

ホームヘルパーな

どの外部サービス

0.0％
家族全員

3.3％

該当なし・その他

32.0％

無回答

13.4％

自分

11.8％ 共に担っているが、自分の方が多い

4.6％

配偶者

4.7％

共に担っているが、配偶者の方が多い

4.4％

自分と配偶者が同程度

6.3％
夫婦以外の家族

2.0％

ホームヘルパーな

どの外部サービス

3.0％

家族全員

3.5％

該当なし・その他

46.5％

無回答

13.4％

全体(n=919) 
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【全  体】 

家事（食事のしたく、掃除、洗濯等）では、「自分」が 25.9％、「共に担っているが、自分の方

が多い」が 15.0％となっており、これらを合わせた割合は 40.9％となっている。一方で、「配偶

者」(14.7％)、「共に担っているが、配偶者の方が多い」を合計した割合は 27.0％となり「自分」

で担っている割合の方が高くなっている。 

 

育児については、「自分」(12.7％)、「配偶者」は(9.7％)、「共に担っているが、自分の方が多

い」(11.2％)、「共に担っているが、配偶者の方が多い」(11.5％)の割合となっており大きな差は

見られなかった。 

 

介護については「自分」(11.8％)、「配偶者」は(4.7％)、「共に担っているが、自分の方が多い」

(4.6％)、「共に担っているが、配偶者の方が多い」(4.4％)の割合となっており大きな差は見られ

なかった。 
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問７ 家庭における家事等の分担 

ア 家事(食事のしたく、掃除、洗濯等) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性  別】 

女性では「自分」という回答割合が最も高く、４割強（42.9％）を占めている。 

一方、男性では「配偶者」という回答割合が最も高く、約３割（31.1％）を占めている。 

 

【年齢別】 

「自分」という回答割合は 50 代が 32.3％と最も高かった。また、「配偶者」という回答割合は

70歳以上が 24.8％で高くなっている。 

女性では年齢が高くなるにつれて「自分」という回答割合が高くなる傾向がみられた。 

一方、男性では年齢が高くなるにつれて「配偶者」という回答割合が高くなる傾向がみられた。 

 

【地域別】 

「自分と配偶者が同程度」という回答割合は佐渡地域が 10.7％ と最も高く、上越地域が 6.4％ 

と最も低かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.9

3.3

22.1

5.6

2.3

31.1

2.1

25.8

6.7

8.1

5.3

5.3

0.0

0.0

5.0

4.6

4.0

5.3

9.5

10.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（n=524）

男性（n=395）

自分 配偶者

共に担っ

ている

が、自分

の方が多

い

共に担って

いるが、配

偶者の方が

多い

自分と配

偶者が同

程度

夫婦以外

の家族

ホームヘ

ルパーな

どの外部

サービス

家族全員
該当な

し・その

他
無回答凡 例 ：
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ア 家事(食事のしたく、掃除、洗濯等)  

ア 性別に合わせた話し方、服装、ふるまいをしたほうがよいとの発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.9

42.9

3.3

14.3

2.3

9.5

19.0

32.3

29.7

31.9

0.0

0.0

2.2

3.6

4.4

3.9

3.1

20.0

4.2

16.3

31.0

53.3

46.6

53.8

24.5

26.2

25.0

27.5

25.5

32.1

15.0

22.1

5.6

14.0

23.2

15.9

16.5

18.8

9.4

0.0

5.3

15.2

1.8

5.9

7.9

2.3

20.8

30.6

26.8

24.4

25.9

14.8

16.7

14.4

16.3

10.1

17.0

10.7

14.7

2.3

31.1

0.0

4.7

4.2

7.1

12.7

13.5

24.8

10.5

8.7

16.4

29.4

31.6

49.6

1.7

5.9

16.7

15.7

16.3

11.6

8.5

7.1

12.3

2.1

25.8

2.3

12.6

11.9

11.4

14.1

13.4

0.0

5.3

26.1

23.6

26.5

30.3

27.1

2.8

3.4

3.0

9.8

14.4

11.4

10.1

12.8

7.1

7.3

6.7

8.1

2.3

8.4

12.7

8.2

7.3

5.0

10.9

10.9

7.4

10.5

6.2

4.2

6.1

14.1

8.9

5.2

4.1

7.8

8.3

5.7

7.2

6.4

10.7

5.3

5.3

5.3

14.3

9.3

7.4

11.9

4.4

3.1

3.0

50.0

10.5

4.3

12.7

5.9

3.9

1.6

8.3

10.2

11.3

3.3

2.6

4.1

4.9

3.3

6.8

7.2

7.4

7.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.8

5.0

4.6

16.3

8.4

5.6

1.9
4.7

3.4

15.8

6.5

7.3

2.9

3.9

2.3

16.7

10.2

4.2

1.1
5.2

4.1

5.9

4.1

4.9

2.9

5.3

10.7

4.6

4.0

5.3

42.9

18.6

11.6

6.3

3.8

1.0

1.3

50.0

10.5

10.9

9.1

5.9

2.6

1.6

40.0

25.0

12.2

4.2

2.2

1.2

2.9

4.4

4.9

7.2

5.3

10.1

9.5

10.9

28.6

30.2

14.7

9.5

8.9

7.8

7.7

42.1

15.2

14.5

11.8

5.3

6.2

40.0

20.8

14.3

5.6

6.7

9.5

8.9

10.8

9.1

8.7

15.9

11.7

14.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=919）

【性別】

女性（n=524）

男性（n=395）

【年齢別】

18～19歳（n=7）

20～29歳（n=43）

30～39歳（n=95）

40～49歳（n=126）

50～59歳（n=158）

60～69歳（n=192）

70歳以上（n=298）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=2）

20～29歳（n=19）

30～39歳（n=46）

40～49歳（n=55）

50～59歳（n=68）

60～69歳（n=76）

70歳以上（n=129）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=5）

20～29歳（n=24）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=71）

50～59歳（n=90）

60～69歳（n=116）

70歳以上（n=169）

【地域別】

下越地域（n=102）

新潟地域（n=362）

中越地域（n=264）

魚沼地域（n=69）

上越地域（n=94）

佐渡地域（n=28）

自分 配偶者

共に担っ

ている

が、自分

の方が多

い

共に担って

いるが、配

偶者の方が

多い

自分と配

偶者が同

程度

夫婦以外

の家族

ホームヘ

ルパーな

どの外部

サービス

家族全員
該当な

し・その

他
無回答凡 例 ：
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ア 家事(食事のしたく、掃除、洗濯等)  

〈参考〉令和２年度の調査との比較 

【女  性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男  性】 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

※Ｒ７年度調査は「共に担っているが、自分(配偶者)の方が多い」を選択肢に追加 

 

  

42.9

68.6

22.1

2.3

2.3

2.1

6.7

9.9

5.3

5.1

0.0

0.0

5.0

6.8

4.0

5.3

9.5

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=524）

Ｒ２年度

（n=513）

3.3

8.3

5.6 31.1

51.8

25.8 8.1

18.2

5.3

5.8

0.0

0.0

4.6

10.5

5.3

3.4

10.9

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=395）

Ｒ２年度

（n=446）

自分 配偶者

共に担っ

ている

が、自分

の方が多

い

共に担って

いるが、配

偶者の方が

多い

自分と配

偶者が同

程度

夫婦以外

の家族

ホームヘ

ルパーな

どの外部

サービス

家族全員
該当な

し・その

他
無回答凡 例 ：



 

88 

 

イ 育児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈該当者のみによる再集計〉  ※「全体」から「該当なし」及び「無回答」を除いた 

【性  別】 

女性は「自分」（22.3％）や「共に担っているが、自分の方が多い」（18.5％）が高く、自分の関

与が大きいとする回答が多かった。一方、男性は「配偶者」（20.8％）や「共に担っているが、配

偶者の方が多い」（25.3％）が高く、配偶者の関与が大きいとする回答が多かった。 

「該当者」においては、女性は「自分」と「共に担っているが、自分の方が多い」の合計が７割を

超える一方、男性は「配偶者」と「共に担っているが、配偶者の方が多い」の合計が８割を超えた。 

 

【年齢別】 

30 代･40 代では「共に担っているが、自分の方が多い」、「共に担っているが、配偶者の方が多

い」がいずれも１割台となっている。 

50 歳以上では「自分」や「配偶者」が１割台となり、年代が上がるにつれて「共に担う」割合が

減少する傾向にある。 

 

【地域別】 

「共に担っているが、自分の方が多い」は佐渡地域(21.4％)で最も高くなっている。 

22.3

0.0

18.5

1.5

1.3

20.8

1.1

25.3

5.7

3.8

2.3

0.0

0.0

0.0

3.8

2.5

31.7

32.4

13.2

13.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（n=524）

男性（n=395）

40.5 33.6

2.8

2.4

38.5

2.1

46.9

10.4

7.0

4.2 6.9

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（n=289）

男性（n=213）

自分 配偶者

共に担っ

ている

が、自分

の方が多

い

共に担ってい

るが、配偶者

の方が多い

自分と配

偶者が同

程度

夫婦以外

の家族

ホームヘ

ルパーな

どの外部

サービス

家族全員凡 例 ：

自分 配偶者

共に担っ

ている

が、自分

の方が多

い

共に担ってい

るが、配偶者

の方が多い

自分と配

偶者が同

程度

夫婦以外

の家族

ホームヘ

ルパーな

どの外部

サービス

家族全員
該当な

し・その

他
無回答凡 例 ：



 

89 

 

イ 育児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.7

22.3

0.0

0.0

5.3

16.7

14.6

13.0

14.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

10.2

29.6

25.6

21.6

25.4

10.8

14.9

13.3

7.2

10.6

7.1

11.2

18.5

1.5

14.3

2.3

15.8

17.5

15.8

12.0

5.4

0.0

4.3

3.6

1.5

1.3

0.0

20.0

4.2

26.5

28.2

26.7

19.0

9.5

11.8

10.8

10.6

8.7

12.8

21.4

9.7

1.3
20.8

0.0

2.3

3.2

6.3

10.8

7.3

15.4

5.3

6.5

14.5

23.5

17.1

31.8

1.1

0.9

3.0

11.8

11.3

10.6

7.2

3.2

11.5

1.1
25.3

7.0

13.7

13.5

10.1

14.1

10.1

0.0

15.8

28.3

30.9

22.1

32.9

20.9

1.1

1.7

1.8

10.8

12.4

12.5

8.7

8.5

10.7

4.9

5.7

3.8

6.3

7.1

5.7

5.7

3.4

4.3

1.8

7.4

5.3

2.3

8.2

11.3

4.4

6.0

4.1

5.9

5.0

4.5

2.9

5.3

7.1

1.3

2.3

0.0

2.3

1.3

0.5

2.7

0.0

4.2

0.0

2.2

0.9

4.7

2.0

0.3

1.5
4.3

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.3

3.8

2.5

4.7

2.1

0.8

2.5

5.2

3.7

5.3

2.2

2.9

2.6

3.1

4.2

2.0

1.4

2.2

6.9

4.1

4.9

1.4

4.2

4.3

4.3

7.1

32.0

31.7

32.4

57.1

51.2

38.9

28.6

28.5

32.3

29.5

100.0

31.6

39.1

34.5

27.9

34.2

29.5

40.0

66.7

38.8

23.9

28.9

31.0

29.6

25.5

30.7

33.0

40.6

36.2

28.6

13.4

13.2

13.7

28.6

30.2

14.7

9.5

10.8

9.9

15.4

42.1

15.2

14.5

14.7

6.6

12.4

40.0

20.8

14.3

5.6

7.8

12.1

17.8

16.7

13.3

9.8

15.9

17.0

17.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=919）

【性別】

女性（n=524）

男性（n=395）

【年齢別】

18～19歳（n=7）

20～29歳（n=43）

30～39歳（n=95）

40～49歳（n=126）

50～59歳（n=158）

60～69歳（n=192）

70歳以上（n=298）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=2）

20～29歳（n=19）

30～39歳（n=46）

40～49歳（n=55）

50～59歳（n=68）

60～69歳（n=76）

70歳以上（n=129）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=5）

20～29歳（n=24）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=71）

50～59歳（n=90）

60～69歳（n=116）

70歳以上（n=169）

【地域別】

下越地域（n=102）

新潟地域（n=362）

中越地域（n=264）

魚沼地域（n=69）

上越地域（n=94）

佐渡地域（n=28）

自分 配偶者

共に担っ

ている

が、自分

の方が多

い

共に担って

いるが、配

偶者の方が

多い

自分と配

偶者が同

程度

夫婦以外

の家族

ホームヘ

ルパーな

どの外部

サービス

家族全員
該当な

し・その

他
無回答凡 例 ：
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イ 育児 

〈参考〉令和２年度の調査との比較（該当者のみ） 

 

 

 

 

【女  性】 

 

 

 

 

 

 

 

【男  性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【留意事項】 

※Ｒ７年度調査は「共に担っているが、自分(配偶者)の方が多い」を選択肢に追加 
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Ｒ７年度
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46.9 7.0
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4.7
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=213）

Ｒ２年度

（n=249）

自分 配偶者

共に担っ

ている

が、自分

の方が多

い

共に担ってい

るが、配偶者

の方が多い

自分と配

偶者が同

程度

夫婦以外

の家族

ホームヘ

ルパーな

どの外部

サービス

家族全員凡 例 ：
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ウ 介護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈該当者のみによる再集計〉  ※「全体」から「該当なし」及び「無回答」を除いた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性  別】 

女性は「自分」（17.4％）や「共に担っているが、自分の方が多い」（6.5％）が男性より高くな

っている。一方、男性は「配偶者」（9.6％）や「共に担っているが、配偶者の方が多い」（7.3％）

が女性より高くなっている。 

「該当者」においては、女性は「自分」と「共に担っているが、自分の方が多い」の合計が６割程

度であった一方、男性は「配偶者」と「共に担っているが、配偶者の方が多い」の合計が４割程度

となっている。 

 

【年齢別】 

50代・60代では「自分」、「自分と配偶者が同程度」が１割前後となっている。 

 

【地域別】 

「自分」の回答割合が最も高いのは魚沼地域で 17.4％となっている。 
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男性（n=395）
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10.9

16.0

5.1

2.3

24.4

5.2

18.6

14.1

17.9

5.2

4.5

7.5

7.7

7.0
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（n=213）

男性（n=156）

自分 配偶者

共に担っ

ている

が、自分

の方が多

い

共に担ってい

るが、配偶者

の方が多い

自分と配

偶者が同

程度

夫婦以外

の家族

ホームヘ

ルパーな

どの外部

サービス

家族全員
該当な

し・その

他
無回答凡 例 ：

自分 配偶者

共に担っ

ている

が、自分

の方が多

い

共に担ってい

るが、配偶者

の方が多い

自分と配

偶者が同

程度

夫婦以外

の家族

ホームヘ

ルパーな

どの外部

サービス

家族全員凡 例 ：
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ウ 介護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.8

17.4

4.3

0.0

1.1

6.3

15.8

16.7

14.1

0.0

1.8

8.8

6.6

3.9

0.0

0.0

2.0

9.9

21.1

23.3

21.9

13.7

11.9

9.5

17.4

11.7

10.7

4.6

6.5

2.0

3.8

7.8

6.7

0.0

1.8

2.9

3.9

1.6

0.0

4.4

10.3

10.7

7.8

2.8

6.1

4.3

2.1

10.7

4.7

1.0

9.6

0.0

2.1

0.8

3.2

3.6

9.4

4.3

1.8
5.9

9.2

18.6

1.1

2.4

7.8

5.2

4.2

4.3

2.1

4.4

2.1

7.3

14.3

2.3

0.8

2.5
8.9

5.4

0.0

5.3

2.9

17.1

10.1

20.0

1.4

2.2
3.4

1.8

2.9

3.6

6.4

5.8

3.2

6.3

5.7

7.1

2.3

1.1

3.2

8.2

12.0

5.4

5.3

1.8
11.8

15.8

4.7

0.0

2.0
4.2

5.6

9.5

5.9

7.8

6.9

6.1

1.4

6.4

7.1

2.0

2.1

1.8

14.3

4.7

2.4

1.9

1.6

1.7

50.0

3.6

1.5

1.3

1.6

8.3

2.0

2.2

1.7

1.8

2.0

1.1

2.3

1.4
4.3

3.6

3.0

3.1

3.0

3.2

3.2

3.6

3.4

2.2

3.6

5.3

3.9

4.1

1.4

5.6

2.6

3.0

2.0
2.5

3.8

4.3

4.3

3.5

2.9
4.3

2.3

4.2

4.0

3.2

2.6
4.0

6.5

1.8
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1.7

3.0

4.9

1.9

4.5

1.4

7.4

46.5

46.2

46.8

42.9

58.1

72.6

69.8

46.8

33.9

34.6

50.0

47.4

71.7

69.1

47.1

31.6

37.2

40.0

66.7

73.5

70.4

46.7

35.3

32.5

37.3

50.3

46.6

43.5

42.6

50.0

13.4

13.2

13.7

28.6

30.2

14.7

9.5

11.4

9.4

15.4

42.1

15.2

14.5

14.7

5.3

13.2

40.0

20.8

14.3

5.6

8.9

12.1

17.2

13.7

13.8

10.6

15.9

16.0

17.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=919）

【性別】

女性（n=524）

男性（n=395）

【年齢別】

18～19歳（n=7）

20～29歳（n=43）

30～39歳（n=95）

40～49歳（n=126）

50～59歳（n=158）

60～69歳（n=192）

70歳以上（n=298）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=2）

20～29歳（n=19）

30～39歳（n=46）

40～49歳（n=55）

50～59歳（n=68）

60～69歳（n=76）

70歳以上（n=129）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=5）

20～29歳（n=24）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=71）

50～59歳（n=90）

60～69歳（n=116）

70歳以上（n=169）

【地域別】

下越地域（n=102）

新潟地域（n=362）

中越地域（n=264）

魚沼地域（n=69）

上越地域（n=94）

佐渡地域（n=28）

自分 配偶者

共に担っ

ている

が、自分

の方が多

い

共に担って

いるが、配

偶者の方が

多い

自分と配

偶者が同

程度

夫婦以外

の家族

ホームヘ

ルパーな

どの外部

サービス

家族全員
該当な

し・その

他
無回答凡 例 ：



 

93 

 

ウ 介護 

〈参考〉令和２年度の調査との比較（該当者のみ） 

 

 

 

 

【女  性】 

 

 

 

 

 

 

【男  性】 

 

 

 

 

 

 

 

   【留意事項】 

※Ｒ７年度調査は「共に担っているが、自分(配偶者)の方が多い」を選択肢に追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.7

54.8

16.0

2.3

3.7
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17.0

5.2
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（n=188）

10.9

9.8

5.1 24.4

29.3
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4.5
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7.9
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14.0
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Ｒ７年度

（n=156）

Ｒ２年度

（n=164）

自分 配偶者

共に担っ

ている

が、自分

の方が多

い

共に担ってい

るが、配偶者

の方が多い

自分と配

偶者が同

程度

夫婦以外

の家族

ホームヘ

ルパーな

どの外部

サービス

家族全員凡 例 ：
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問８  仕事と家庭生活のバランス 

ア 仕事と家庭生活のバランスについて、あなたの「理想」に一番近いものはどれですか。（それ

ぞれ１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「家庭生活と仕事を両立させる」という回答割合が最も高く、約６割（58.5％）を占めた。 

次いで「仕事にも携わるが、家庭生活を優先させる」（20.5％）が続いている。 

 

【性  別】 

男女ともに「家庭生活と仕事を両立させる」という回答割合が最も高くなっている。 

一方、「家庭生活よりも仕事に専念する」及び「家庭生活にも携わるが、仕事を優先させる」の合

計（以下「仕事を優先（計）」）は、男性（14.2％）が女性（4.4％）を上回っている。 

また、「仕事よりも家庭生活に専念する」及び「仕事にも携わるが、家庭生活を優先させる」の合

計（以下「家庭生活を優先（計）」）は、女性（28.1％）が男性（19.7％）より高くなっている。 

 

【年齢別】 

全ての年代で「家庭生活と仕事を両立させる」という回答割合が最も高かった。 

「仕事を優先（計）」は 70歳以上（11.8％）や 30代（10.6％）が高くなっている。 

一方、「家庭生活を優先（計）」は 20代（33.9％）、40代（33.1％）、30代（29.8％）であり、

約３割となっている。 

 

【地域別】 

全ての地域で「家庭生活と仕事を両立させる」という回答割合が最も高かった。 

「仕事を優先（計）」は魚沼地域（12.8％）でやや高かった。 

一方、「家庭生活を優先（計）」はすべての地域で２割以上となっている。 
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家庭生活よ

りも仕事に

専念する

家庭生活にも

携わるが、仕

事を優先させ

る

家庭生活

と仕事を

両立させ

る

仕事にも携わ

るが、家庭生

活を優先させ

る

仕事よりも

家庭生活に

専念する

わからな

い
無回答凡 例 ：
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ア 理想 

ア 性別に合わせた話し方、服装、ふるまいをしたほうがよいとの発言や態度 
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全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）
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わからな

い
無回答凡 例 ：
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ア 理想 

 

〈参考〉令和２年度の調査との比較 

 

 

 

【女  性】 

 

 

 

 

 

 

 

【男  性】 

 

 

 

 

 

 

 

    【留意事項】 

※Ｒ２年度調査の設問は「仕事と家庭生活や地域活動のバランス」 
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い
無回答凡 例 ：
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イ 現実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

全体では、「家庭生活にも携わるが、仕事を優先させる」が 35.9％ と最も高く、次いで「家庭生

活と仕事を両立させる」（20.5％）、「仕事にも携わるが、家庭生活を優先させる」（16.4％）と

なっている。「家庭生活よりも仕事に専念する」は 8.0％となっている。 

 

【性  別】 

男女ともに「家庭生活にも携わるが、仕事を優先させる」が最も高い割合を占めているが、男性で

は 49.1％と半数近くに達している。一方、女性は「仕事にも携わるが、家庭生活を優先させる」

（24.5％）や「家庭生活と仕事を両立させる」（21.9％）の割合が高くなっている。 

 

【年齢別】 

10 代を除くすべての年代で「家庭生活にも携わるが、仕事を優先させる」という回答割合が最も

高かった。 

「仕事を優先（計）」は、40代（54.4％）、30代（51.9％）で５割以上となっている。 

一方、「家庭生活を優先（計）」は 60代（24.9％）や 50代（21.8％）など、中高年層で高くなっ

ている。 

 

【地域別】 

全ての地域で「家庭生活にも携わるが、仕事を優先させる」という回答割合が最も高かった。 

「仕事を優先（計）」は魚沼地域（60.3％）で最も高く、次いで下越地域（45.9％）となっている。  

8.0

5.0

12.0

35.9

26.1

49.1

20.5

21.9

18.6

16.4

24.5

5.5

4.5

6.7

1.5

11.5

12.8

9.6

3.3

2.9

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

家庭生活よ

りも仕事に

専念する

家庭生活にも

携わるが、仕

事を優先させ

る

家庭生活

と仕事を

両立させ

る

仕事にも携わ

るが、家庭生

活を優先させ

る

仕事よりも

家庭生活に

専念する

わからな

い
無回答凡 例 ：
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イ 現実 

 

 

 

 

  
8.0

5.0

12.0

11.1

8.1

11.5

9.6

9.2

5.2

7.6

33.3

6.7

16.3

18.6

16.0

7.3

9.6

0.0

9.4

7.3

2.6

4.0

3.6

6.2

10.8

8.5

6.6

11.5

5.9

3.0

35.9

26.1

49.1

29.0

40.4

44.9

31.6

39.5

33.1

26.7

49.0

55.9

45.3

58.3

47.9

0.0

31.3

32.7

36.4

21.2

26.3

22.9

35.1

31.6

38.5

48.7

36.4

39.4

20.5

21.9

18.6

22.2

24.2

20.2

17.6

23.0

23.2

18.0

26.7

18.4

10.2

22.7

20.8

17.1

33.3

21.9

21.8

23.4

23.2

24.8

18.6

17.1

21.5

20.6

12.8

22.0

30.3

16.4

24.5

5.5

11.3

11.5

18.4

17.2

19.3

16.0

6.7

4.1

10.2

5.3

5.2

4.1

15.6

18.2

24.7

26.3

29.2

24.3

18.0

18.7

14.0

12.8

14.4

18.2

4.5

6.7

1.5

1.6

3.8

2.9

4.6

5.6

5.1

2.0

2.7

1.0

2.1

3.1

5.5

5.2

6.1

8.8

7.1

3.6

4.8

5.3

6.4

1.7

11.5

12.8

9.6

66.7

25.8

11.5

5.9

12.6

4.3

13.8

66.7

33.3

10.2

5.1

5.3

3.1

11.6

66.7

18.8

12.7

6.5

18.2

5.1

15.2

12.6

10.9

13.6

6.4

11.9

6.1

3.3

2.9

3.7

0.0

1.0

0.7

1.7

3.0

6.5

0.0

0.0

2.7

4.2

7.5

0.0

0.0

1.8

1.3

1.0

2.2

5.7

2.7

3.9

1.3

1.3

7.6

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

家庭生活よ

りも仕事に

専念する

家庭生活にも

携わるが、仕

事を優先させ

る

家庭生活

と仕事を

両立させ

る

仕事にも携わ

るが、家庭生

活を優先させ

る

仕事よりも

家庭生活に

専念する

わからな

い
無回答凡 例 ：
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イ 現実 

 

〈参考〉令和２年度の調査との比較 

 

 

 

【女  性】 

 

 

 

 

 

 

 

【男  性】 

 

 

 

 

 

 

 

     【留意事項】 

※Ｒ２年度調査の設問は「仕事と家庭生活や地域活動のバランス」 

  

5.0

12.1

26.1

37.4

21.9

10.9

24.5

10.5

6.7

6.4

12.8

16.8

2.9

5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=616）

Ｒ２年度

（n=513）

12.0

16.4

49.1

54.9

18.6

9.2

5.5

3.4

1.5

0.4

9.6

9.2

3.7

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=458）

Ｒ２年度

（n=446）

家庭生活より

も仕事に専念

する

家庭生活にも

携わるが、仕

事を優先させ

る

家庭生活

と仕事を

両立させ

る

仕事にも携わ

るが、家庭生

活を優先させ

る

仕事よりも

家庭生活に

専念する

わからな

い
無回答凡 例 ：



 

100 

 

問９  男性が家事や育児等に積極的に参加するために必要なこと 

あなたは、男性が家事、育児、介護に積極的に参加していくためにはどのようなことが必要だと

思いますか。（当てはまるもの全てに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.8

55.7

53.7

46.9

41.0

35.8

23.3

18.7

2.6

3.0

1.4

70.8

62.7

59.9

47.4

49.2

36.4

25.3

21.1

2.6

1.5

1.6

63.8

46.3

45.4

46.3

29.9

34.9

20.5

15.5

2.6

5.0

1.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

夫婦や家族間での

コミュニケーションをよくはかること

男性が家事・育児等を行うことについて、

職場における上司や周囲の理解を進めること

男性が家事・育児等を行うことに

対する男性自身の抵抗感をなくすこと

長時間労働の改善や休暇制度、テレワークなどを

利用した多様な働き方を普及させることで、

仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担などに

ついての当事者の考え方を尊重すること

男性が家事・育児等を行うことについて、

社会における評価を高めること

男性が家事・育児等を行うことについて、

啓発や情報提供などを行うこと

男性が家事・育児等を行うことに対する

女性の抵抗感をなくすこと

その他

特にない必要なことはない

無回答

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）
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【全 体】 

全体では、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」（67.8％）が最も高く、次

いで「男性が家事・育児等を行うことについて、職場における上司や周囲の理解を進めること」

（55.7％）、「男性自身の抵抗感をなくすこと」（53.7％）となっている。 

 

【性 別】 

男女ともに「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が最も高い割合を占めて

いる。 

女性は「職場における理解を進めること」（62.7％）、「男性自身の抵抗感をなくすこと」（59.9％）、

「年配者やまわりの人が当事者の考え方を尊重すること」（49.2％）の割合がく、男性は「職場に

おける理解を進めること」（46.3％）や「多様な働き方を普及させることで、仕事以外の時間をよ

り多く持てるようにすること」（46.3％）が高い。 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、40 代を除くすべての年代で「夫婦や家族間でのコミュニケーション」が６割以

上の高い割合となっている。 

40 代では「男性が家事・育児等を行うことについて、職場における上司や周囲の理解を進めるこ

と」の割合が最も高い。 

 

【地域別】 

地域別にみると、いずれの地域でも「夫婦や家族間でのコミュニケーション」が最も高い割合と

なっている。 

上越地域では「男性が家事・育児等を行うことについて、職場における上司や周囲の理解を進め

ること」(61.9％)が高く、佐渡地域では「長時間労働の改善や休暇制度、テレワークなどを利用し

た多様な働き方を普及させることで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」(60.6％)

を挙げる割合が他地域より高くなっている。  
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問９ 男性が家事や育児等に積極的に参加するために必要なこと 

 

 

 

  

合計

夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
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を

よ
く
は
か
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こ
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司
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や
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暇
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、
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ど
を
利
用
し
た
多
様
な
働
き
方
を
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せ
る
こ
と
で
、

仕
事
以
外
の
時
間
を
よ
り
多
く

持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と

年
配
者
や
ま
わ
り
の
人
が
、

夫
婦
の
役
割
分
担

な
ど
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
考
え
方
を
尊
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す

る
こ
と

男
性
が
家
事
・
育
児
等
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
、

社
会
に
お
け
る
評
価
を
高
め
る
こ
と

男
性
が
家
事
・
育
児
等
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
、

啓
発
や
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と

男
性
が
家
事
・
育
児
等
を
行
う
こ
と
に
対
す
る

女
性
の
抵
抗
感
を
な
く
す
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い
必
要
な
こ
と
は
な
い

無
回
答

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

1,074 67.8 55.7 53.7 46.9 41.0 35.8 23.3 18.7 2.6 3.0 1.4

女性 616 70.8 62.7 59.9 47.4 49.2 36.4 25.3 21.1 2.6 1.5 1.6

男性 458 63.8 46.3 45.4 46.3 29.9 34.9 20.5 15.5 2.6 5.0 1.1

18～19歳 9 77.8 55.6 55.6 55.6 33.3 33.3 33.3 22.2 0.0 11.1 0.0

20～29歳 62 74.2 58.1 45.2 54.8 35.5 32.3 22.6 24.2 0.0 1.6 0.0

30～39歳 104 63.5 61.5 47.1 61.5 41.3 37.5 29.8 20.2 7.7 1.9 1.0

40～49歳 136 59.6 63.2 52.2 52.2 41.9 43.4 25.0 18.4 3.7 1.5 0.0

50～59歳 174 65.5 49.4 50.6 40.2 38.5 36.2 17.8 14.9 3.4 2.3 1.1

60～69歳 233 73.0 61.4 57.1 46.4 43.3 34.8 27.0 16.7 1.3 2.1 0.9

70歳以上 356 68.5 50.0 57.0 42.7 41.3 33.4 20.8 20.5 1.7 4.8 2.8

18～19歳 6 83.3 66.7 66.7 50.0 50.0 33.3 50.0 33.3 0.0 0.0 0.0

20～29歳 32 81.3 68.8 43.8 56.3 43.8 34.4 25.0 21.9 0.0 0.0 0.0

30～39歳 55 67.3 70.9 54.5 61.8 49.1 38.2 34.5 18.2 9.1 0.0 0.0

40～49歳 77 61.0 72.7 59.7 54.5 53.2 44.2 27.3 20.8 5.2 0.0 0.0

50～59歳 99 71.7 53.5 59.6 39.4 47.5 37.4 18.2 16.2 2.0 3.0 0.0

60～69歳 137 78.8 70.8 65.7 48.9 52.6 37.2 30.7 19.0 1.5 0.7 0.7

70歳以上 210 67.6 54.8 60.0 42.4 47.1 32.4 21.4 25.2 1.4 2.4 4.3

18～19歳 3 66.7 33.3 33.3 66.7 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

20～29歳 30 66.7 46.7 46.7 53.3 26.7 30.0 20.0 26.7 0.0 3.3 0.0

30～39歳 49 59.2 51.0 38.8 61.2 32.7 36.7 24.5 22.4 6.1 4.1 2.0

40～49歳 59 57.6 50.8 42.4 49.2 27.1 42.4 22.0 15.3 1.7 3.4 0.0

50～59歳 75 57.3 44.0 38.7 41.3 26.7 34.7 17.3 13.3 5.3 1.3 2.7

60～69歳 96 64.6 47.9 44.8 42.7 30.2 31.3 21.9 13.5 1.0 4.2 1.0

70歳以上 146 69.9 43.2 52.7 43.2 32.9 34.9 19.9 13.7 2.1 8.2 0.7

下越地域 111 73.9 46.8 50.5 42.3 44.1 38.7 21.6 19.8 3.6 6.3 0.9

新潟地域 433 66.5 55.4 57.0 47.3 38.8 33.0 22.9 20.6 3.0 1.8 0.9

中越地域 301 66.1 58.5 52.2 47.8 41.9 38.9 21.9 17.9 3.3 3.3 1.0

魚沼地域 78 64.1 55.1 52.6 34.6 42.3 32.1 20.5 15.4 0.0 5.1 2.6

上越地域 118 75.4 61.9 53.4 51.7 43.2 34.7 28.8 16.9 0.8 1.7 3.4

佐渡地域 33 60.6 42.4 39.4 60.6 39.4 45.5 33.3 12.1 0.0 3.0 3.0

地
域
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性

女
性

性
別
・
年
齢
別



 

103 

 

問９ 男性が家事や育児等に積極的に参加するために必要なこと 

〈参考〉 

① 令和２年度調査との比較（注１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

（注１）Ｒ２年度調査の設問は「男性が家事、育児、介護、地域活動に積極的に参加していくためにはどの

ようなことが必要だと思いますか。」 

(注２) Ｒ２年度調査の選択肢は「労働時間短縮や休暇制度、テレワークなどのＩＣＴを利用した多様な働

き方を普及させることで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」 

（注３）Ｒ２年度調査の選択肢は「男性の家事・育児などについて、啓発や情報提供、相談窓口の設置、技

能の研修を行うこと」 

(注４) Ｒ７年度調査では「男性の家事・育児などを行うための、仲間(ネットワーク) 作りを進めること」

は選択肢なし 

67.8

55.7

53.7

46.9

41.0

35.8

23.3

18.7

2.6

3.0

1.4

66.7

60.5

54.1

38.5

40.4

39.6

19.1

18.9

17.5

3.5

3.1

1.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

夫婦や家族間での

コミュニケーションをよくはかること

男性が家事・育児等を行うことについて、

職場における上司や周囲の理解を進めること

男性が家事・育児等を行うことに

対する男性自身の抵抗感をなくすこと

長時間労働の改善や休暇制度、テレワークなどを利

用した多様な働き方を普及させることで、仕事以外

の時間をより多く持てるようにすること(注２)

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担などに

ついての当事者の考え方を尊重すること

男性が家事・育児等を行うことについて、

社会における評価を高めること

男性が家事・育児等を行うことについて、

啓発や情報提供などを行うこと(注３)

男性が家事・育児等を行うことに

対する女性の抵抗感をなくすこと

男性が家事・育児などを行うための、

仲間（ネットワーク）作りを進めること(注４)

その他

特にない必要なことはない

無回答

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）
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② 内閣府「Ｒ６ 男女共同参画社会に関する世論調査」（男性が家事、子育て、介護、地域活動

に積極的に参加するために必要なこと） 

 

 

  
67.8

63.1

60.9

47.8

47.5

42.3

26.3

25.0

22.7

1.8

71.5

69.0

64.3

50.4

48.5

50.9

27.4

27.0

24.6

1.0

63.4

56.1

56.9

44.7

46.2

32.2

25.1

22.7

20.5

2.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

男性による育児・介護・家事などについて、

職場における上司や周囲の理解を進めること

男性が育児・介護・家事などに参加することに

対する男性自身の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションを

よく図ること

労働時間の短縮や休暇制度、テレワークなどの

ＩＣＴを利用した多様な働き方を普及することで、

仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

社会の中で、男性による育児・介護・家事などに

ついても、その評価を高めること

年配者や周りの人が、夫婦の役割分担などについて

当事者の考え方を尊重すること

男性の育児・介護・家事などについて、啓発や

情報提供、相談窓口の設置、技能の研修を行うこと

男性が育児・介護・家事などを行うための、

ーク作りを進めること

男性が育児・介護・家事などに参加することに

対する女性の抵抗感をなくすこと

無回答

全体（n=2673）

女性（n=1440）

男性（n=1233）
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■政策・方針決定過程への女性の参画について 

問 10 女性が増えるとよいと思う職業や役職 

次にあげる職業や役職のうち、今後女性がもっと増える方がよいと思うのはどれですか。（あて

はまるもの全てに○） 

 

  

51.8

46.9

43.4

42.6

35.3

31.2

31.1

30.3

28.5

24.6

24.0

23.5

18.4

16.2

2.0

14.8

1.7

52.6

45.0

49.4

42.0

36.0

26.0

35.1

31.0

30.0

25.6

28.4

23.4

18.8

16.7

1.9

13.3

2.4

50.7

49.6

35.4

43.2

34.3

38.2

25.8

29.3

26.4

23.1

18.1

23.6

17.9

15.5

2.2

16.8

0.7

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

国、都道府県、市区町村の議員

都道府県、市区町村の首長

医師

企業の管理職

国家公務員、地方公務員の管理職

（教員を除く）

自治会長、町内会長等

裁判官、検察官、弁護士

起業家・経営者

学長、校長

企業等の技術者・研究者

国連などの国際機関の管理職

スポーツの指導者・監督

大学教授

新聞・放送の記者

その他

特にない

無回答

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）
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【全 体】 

「国、都道府県、市区町村の議員」（51.8％）が最も高く、次いで「都道府県・市区町村の首長」

（46.9％）、「医師」（43.4％）、「企業の管理職」（42.6％）が高い割合を占めている。 

 

【性 別】 

男女ともに「国、都道府県、市区町村の議員」が最も高い割合となっている。 

女性は「医師」（49.4％）、「裁判官、検察官、弁護士」（35.1％）、「国際機関の管理職」（28.4％）

など、専門性の高い職種を挙げる割合が男性より高くなっている。一方、男性は「都道府県・市区

町村の首長」（49.6％）や「自治会長、町内会長等」（38.2％）が高くなっている。 

 

【年齢別】 

10代では、「国家公務員、地方公務員の管理職（教員を除く）」（55.6％）が、30代では、「都

道府県・市区町村の首長」（58.7％）が、他の年代では「国、都道府県、市区町村の議員」が最も

高くなっている。 

 

【地域別】 

地域別にみると、いずれの地域でも「議員」や「首長」が上位を占めている。 
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問10 女性が増えるとよいと思う職業や役職 

 

 

 

 

  合計

国
、

都
道
府
県
、

市
区
町
村
の
議
員

都
道
府
県
、

市
区
町
村
の
首
長

医
師

企
業
の
管
理
職

国
家
公
務
員
、

地
方
公
務
員
の
管
理
職
（

教
員
を
除
く
）

自
治
会
長
、

町
内
会
長
等

裁
判
官
、

検
察
官
、

弁
護
士

起
業
家
・
経
営
者

学
長
、

校
長

企
業
等
の
技
術
者
・
研
究
者

国
連
な
ど
の
国
際
機
関
の
管
理
職

ス
ポ
ー

ツ
の
指
導
者
・
監
督

大
学
教
授

新
聞
・
放
送
の
記
者

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

1,074 51.8 46.9 43.4 42.6 35.3 31.2 31.1 30.3 28.5 24.6 24.0 23.5 18.4 16.2 2.0 14.8 1.7

女性 616 52.6 45.0 49.4 42.0 36.0 26.0 35.1 31.0 30.0 25.6 28.4 23.4 18.8 16.7 1.9 13.3 2.4

男性 458 50.7 49.6 35.4 43.2 34.3 38.2 25.8 29.3 26.4 23.1 18.1 23.6 17.9 15.5 2.2 16.8 0.7

18～19歳 9 44.4 44.4 33.3 44.4 55.6 22.2 22.2 33.3 44.4 33.3 33.3 22.2 44.4 33.3 11.1 22.2 0.0

20～29歳 62 53.2 46.8 43.5 37.1 41.9 25.8 30.6 25.8 27.4 19.4 29.0 25.8 25.8 16.1 3.2 22.6 0.0

30～39歳 104 50.0 58.7 42.3 37.5 36.5 26.0 35.6 30.8 33.7 22.1 21.2 18.3 18.3 17.3 3.8 15.4 1.0

40～49歳 136 56.6 55.9 44.1 46.3 43.4 32.4 34.6 35.3 39.0 28.7 33.1 33.1 26.5 23.5 2.2 15.4 0.0

50～59歳 174 48.3 44.3 41.4 39.1 32.8 23.6 26.4 30.5 27.6 23.6 21.8 19.5 13.8 10.9 1.1 19.0 1.1

60～69歳 233 54.9 50.6 48.1 48.9 36.9 33.5 33.9 30.9 30.9 20.6 24.0 23.6 18.5 16.7 1.3 10.3 0.4

70歳以上 356 50.0 39.0 41.6 41.0 30.3 35.7 29.2 28.4 21.6 27.5 21.3 22.8 15.7 14.9 2.0 13.8 3.9

18～19歳 6 66.7 66.7 50.0 50.0 66.7 33.3 33.3 50.0 66.7 33.3 50.0 33.3 50.0 50.0 16.7 0.0 0.0

20～29歳 32 56.3 53.1 59.4 50.0 43.8 28.1 34.4 31.3 31.3 21.9 37.5 25.0 25.0 21.9 3.1 12.5 0.0

30～39歳 55 60.0 65.5 54.5 43.6 41.8 30.9 47.3 40.0 40.0 27.3 30.9 21.8 23.6 18.2 1.8 9.1 0.0

40～49歳 77 62.3 57.1 48.1 49.4 48.1 27.3 37.7 36.4 39.0 32.5 37.7 32.5 33.8 26.0 3.9 13.0 0.0

50～59歳 99 48.5 39.4 47.5 39.4 31.3 16.2 31.3 32.3 30.3 26.3 26.3 20.2 14.1 10.1 0.0 22.2 1.0

60～69歳 137 55.5 47.4 56.2 48.9 38.0 29.2 35.0 29.2 32.8 18.2 29.9 23.4 16.8 16.8 1.5 8.8 0.7

70歳以上 210 46.2 34.3 43.3 34.3 29.0 26.2 32.9 26.7 21.0 27.6 22.4 21.4 13.8 14.3 1.9 13.8 6.2

18～19歳 3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 66.7 0.0

20～29歳 30 50.0 40.0 26.7 23.3 40.0 23.3 26.7 20.0 23.3 16.7 20.0 26.7 26.7 10.0 3.3 33.3 0.0

30～39歳 49 38.8 51.0 28.6 30.6 30.6 20.4 22.4 20.4 26.5 16.3 10.2 14.3 12.2 16.3 6.1 22.4 2.0

40～49歳 59 49.2 54.2 39.0 42.4 37.3 39.0 30.5 33.9 39.0 23.7 27.1 33.9 16.9 20.3 0.0 18.6 0.0

50～59歳 75 48.0 50.7 33.3 38.7 34.7 33.3 20.0 28.0 24.0 20.0 16.0 18.7 13.3 12.0 2.7 14.7 1.3

60～69歳 96 54.2 55.2 36.5 49.0 35.4 39.6 32.3 33.3 28.1 24.0 15.6 24.0 20.8 16.7 1.0 12.5 0.0

70歳以上 146 55.5 45.9 39.0 50.7 32.2 49.3 24.0 30.8 22.6 27.4 19.9 24.7 18.5 15.8 2.1 13.7 0.7

下越地域 111 51.4 47.7 47.7 37.8 36.9 31.5 36.9 36.0 33.3 28.8 26.1 25.2 22.5 18.0 1.8 18.9 0.9

新潟地域 433 53.6 49.7 44.6 45.0 37.6 32.6 34.9 31.2 28.4 24.0 25.6 26.3 19.4 17.6 2.8 12.7 1.8

中越地域 301 52.2 46.2 42.2 43.2 32.6 28.6 28.2 27.9 29.9 23.6 23.3 21.6 18.6 16.3 1.7 15.0 1.7

魚沼地域 78 47.4 46.2 43.6 35.9 35.9 29.5 23.1 26.9 23.1 17.9 17.9 17.9 12.8 14.1 0.0 16.7 2.6

上越地域 118 50.0 41.5 40.7 43.2 32.2 34.7 26.3 31.4 23.7 33.9 22.9 24.6 16.9 13.6 2.5 14.4 1.7

佐渡地域 33 42.4 36.4 33.3 33.3 33.3 27.3 24.2 24.2 30.3 9.1 21.2 6.1 9.1 6.1 0.0 24.2 0.0

地
域
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性

女
性

性
別
・
年
齢
別
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問10 女性が増えるとよいと思う職業や役職 

 

〈参考〉令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.8

46.9

43.4

42.6

35.3

31.2

31.1

30.3

28.5

24.6

24.0

23.5

18.4

16.2

2.0

14.8

1.7

48.9

43.2

42.1

35.9

31.9

26.1

26.9

27.8

21.1

21.7

19.4

16.4

14.6

13.9

2.4

14.4

1.9

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

国、都道府県、市区町村の議員

都道府県、市区町村の首長

医師

企業の管理職

国家公務員、地方公務員の管理職

（教員を除く）

自治会長、町内会長等

裁判官、検察官、弁護士

起業家・経営者

学長、校長

企業等の技術者・研究者※

国連などの国際機関の管理職

スポーツの指導者・監督※

大学教授

新聞・放送の記者

その他

特にない

無回答

Ｒ７年度

Ｒ２年度
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問 11  企業等で女性のリーダーを増やすうえで障害となること 

企業等において女性のリーダー（経営者や管理職）を増やすうえで障害となることは何だと思いま

すか。（当てはまるもの全てに○） 

 

  

77.9

49.4

38.2

36.7

31.8

29.0

25.0

2.0

2.0

4.6

0.8

80.8

54.1

38.3

39.1

36.2

25.8

25.5

1.3

0.8

4.1

1.1

74.0

43.2

38.0

33.4

25.8

33.2

24.5

2.8

3.5

5.2

0.4

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

家事・育児・介護などにおける

女性の負担が大きいこと

育児・介護の支援などの

公的サービスが十分ではないこと

長時間労働の改善が

十分ではないこと

管理職になると

広域異動が増えること

上司・同僚・部下となる男性や顧客が

女性リーダーを希望しないこと

女性自身がリーダーに

なることを希望しないこと

必要な知識や経験などを

持つ女性が少ないこと

その他

特にない

わからない

無回答

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）
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【全 体】 

「家事・育児・介護などにおける女性の負担が大きいこと」が 77.9％と最も高く、次いで「育児・

介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと」（49.4％）、「長時間労働の改善が十分では

ないこと」（38.2％）、「管理職になると広域異動が増えること」（36.7％）が続いている。また、

「上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと」（31.8％）や「女性自身

がリーダーになることを希望しないこと」（29.0％）も一定の割合を占めている。 

 

【性 別】 

男女ともに「家事・育児・介護などにおける女性の負担が大きいこと」が最も高い。 

女性は「育児・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと」（54.1％）、「管理職になる

と広域異動が増えること」（39.1％）や「上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希

望しないこと」（36.2％）が男性より高くなっている。一方、男性は「女性自身がリーダーになる

ことを希望しないこと」の割合が 33.2％と、女性（25.8％）より高い。 

 

【年齢別】 

10 代では、「家事・育児・介護などにおける女性の負担が大きいこと」に加え、「育児・介護の

支援などの公的サービスが十分ではないこと」を挙げる割合が高くなっている。 

60代では、「管理職になると広域異動が増えること」の割合が他の年代と比べて高くなっており、

４割強を占めている。 

 

【地域別】 

いずれの地域においても、「家事・育児・介護などにおける女性の負担が大きいこと」が最も高

い。 

佐渡地域以外のすべての地域では、「育児・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと」

の割合が高く、佐渡地域では「長時間労働の改善が十分ではないこと」を挙げる割合が高くなっ

ている。  



 

111 

 

問11  企業等で女性のリーダーを増やすうえで障害となること 

 

  

合計

家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
に
お
け
る
女
性
の
負

担
が
大
き
い
こ
と

育
児
・
介
護
の
支
援
な
ど
の
公
的
サ
ー

ビ
ス
が

十
分
で
は
な
い
こ
と

長
時
間
労
働
の
改
善
が
十
分
で
は
な
い
こ
と

管
理
職
に
な
る
と
広
域
異
動
が
増
え
る
こ
と

上
司
・
同
僚
・
部
下
と
な
る
男
性
や
顧
客
が
女

性
リ
ー

ダ
ー

を
希
望
し
な
い
こ
と

女
性
自
身
が
リ
ー

ダ
ー

に
な
る
こ
と
を
希
望
し

な
い
こ
と

必
要
な
知
識
や
経
験
な
ど
を
持
つ
女
性
が
少
な

い
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

1,074 77.9 49.4 38.2 36.7 31.8 29.0 25.0 2.0 2.0 4.6 0.8

女性 616 80.8 54.1 38.3 39.1 36.2 25.8 25.5 1.3 0.8 4.1 1.1

男性 458 74.0 43.2 38.0 33.4 25.8 33.2 24.5 2.8 3.5 5.2 0.4

18～19歳 9 66.7 55.6 44.4 33.3 33.3 44.4 33.3 0.0 11.1 11.1 0.0

20～29歳 62 71.0 32.3 32.3 29.0 35.5 16.1 22.6 0.0 1.6 6.5 0.0

30～39歳 104 78.8 42.3 40.4 36.5 27.9 32.7 19.2 1.9 6.7 1.0 1.0

40～49歳 136 72.8 55.1 39.7 31.6 25.0 35.3 20.6 6.6 1.5 3.7 0.0

50～59歳 174 78.2 43.1 39.1 29.3 25.3 31.6 19.5 2.3 0.6 6.9 0.0

60～69歳 233 78.5 56.7 36.1 42.9 37.8 33.5 23.2 0.4 2.1 3.0 0.0

70歳以上 356 80.6 50.6 38.8 39.6 34.0 23.0 32.6 1.4 1.1 5.3 2.2

18～19歳 6 66.7 50.0 50.0 33.3 33.3 50.0 33.3 0.0 16.7 0.0 0.0

20～29歳 32 78.1 37.5 34.4 40.6 40.6 15.6 12.5 0.0 0.0 3.1 0.0

30～39歳 55 81.8 43.6 40.0 36.4 29.1 32.7 16.4 0.0 5.5 0.0 0.0

40～49歳 77 80.5 63.6 37.7 35.1 33.8 35.1 14.3 9.1 0.0 0.0 0.0

50～59歳 99 83.8 49.5 38.4 32.3 32.3 32.3 20.2 0.0 0.0 4.0 0.0

60～69歳 137 81.8 62.8 39.4 50.4 46.7 28.5 23.4 0.0 0.0 2.9 0.0

70歳以上 210 79.5 52.4 37.6 37.1 33.3 16.7 37.6 0.5 0.5 7.6 3.3

18～19歳 3 66.7 66.7 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0

20～29歳 30 63.3 26.7 30.0 16.7 30.0 16.7 33.3 0.0 3.3 10.0 0.0

30～39歳 49 75.5 40.8 40.8 36.7 26.5 32.7 22.4 4.1 8.2 2.0 2.0

40～49歳 59 62.7 44.1 42.4 27.1 13.6 35.6 28.8 3.4 3.4 8.5 0.0

50～59歳 75 70.7 34.7 40.0 25.3 16.0 30.7 18.7 5.3 1.3 10.7 0.0

60～69歳 96 74.0 47.9 31.3 32.3 25.0 40.6 22.9 1.0 5.2 3.1 0.0

70歳以上 146 82.2 47.9 40.4 43.2 34.9 32.2 25.3 2.7 2.1 2.1 0.7

下越地域 111 76.6 55.0 39.6 40.5 26.1 30.6 21.6 1.8 1.8 7.2 0.0

新潟地域 433 78.3 51.3 40.0 34.6 32.8 26.8 22.2 2.5 2.8 2.5 0.7

中越地域 301 78.1 47.2 37.9 39.2 33.2 31.2 27.9 2.3 2.0 4.7 0.7

魚沼地域 78 76.9 46.2 26.9 30.8 17.9 35.9 30.8 0.0 0.0 5.1 2.6

上越地域 118 78.0 47.5 35.6 39.8 38.1 26.3 27.1 0.0 0.8 6.8 1.7

佐渡地域 33 78.8 42.4 48.5 30.3 33.3 24.2 27.3 3.0 0.0 12.1 0.0

地
域
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性

女
性

性
別
・
年
齢
別
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問11  企業等で女性のリーダーを増やすうえで障害となること 

〈参考〉令和２年度調査との比較(注１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

(注１)Ｒ２年度調査の設問は「経済分野で女性リーダー（経営者や管理職）を増やすうえで障害となる 

ことは何だと思いますか」 

(注２)Ｒ２年度調査の選択肢は「育児・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分ではないこ 

と」 

77.9

49.4

38.2

36.7

31.8

29.0

25.0

2.0

2.0

4.6

0.8

51.9

43.3

48.8

36.5

41.2

24.6

26.8

1.7

1.6

7.1

2.8

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

家事・育児・介護などにおける

女性の負担が大きいこと(注２)

育児・介護の支援などの

公的サービスが十分ではないこと

長時間労働の改善が

十分ではないこと

管理職になると

広域異動が増えること

上司・同僚・部下となる男性や顧客が

女性リーダーを希望しないこと

女性自身がリーダーに

なることを希望しないこと

必要な知識や経験などを

持つ女性が少ないこと

その他

特にない

わからない

無回答

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度（n=989）
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問 12  企業等で管理職への女性登用に必要なこと 

企業等において管理職への女性登用を促進するために必要なことは何だと思いますか。（当てはま

るもの全てに○） 

 

  

68.2

64.2

46.3

46.3

36.3

25.1

22.0

1.1

2.5

69.2

67.5

45.5

49.0

34.9

28.9

24.5

0.8

3.1

67.0

59.6

47.4

42.6

38.2

20.1

18.6

1.5

1.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

性別に関係なく能力を

評価する人事制度の整備

男女が共に仕事と家庭生活を

両立できる働き方の推進

（長時間労働の改善や

育休制度の充実など）

経営層の意識改革

男性の意識改革

（家事・育児の促進など）

女性の意識改革

（キャリア意識の向上など）

女性管理職育成のための

研修や勉強会の推進

女性管理職のロールモデル（行動や考え方

の模範となる人物）情報の発信

その他

無回答

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）



 

114 

 

【全 体】 

全体では、「性別に関係なく能力を評価する人事制度の整備」（68.2％）と「男女が共に仕事と家

庭生活を両立できる働き方の推進」（64.2％）が特に高くなっている。 

次いで、「経営層の意識改革」（46.3％）や「男性の意識改革」（46.3％）が同程度で続き、「女

性の意識改革」（36.3％）も一定の割合を占めている。 

 

【性 別】 

男女ともに「性別に関係なく能力を評価する人事制度の整備」と「男女が共に仕事と家庭生活を

両立できる働き方の推進」が上位を占めている。 

女性は「男女が共に仕事と家庭生活を両立できる働き方の推進」（67.5％）や「男性の意識改革」

（49.0％）、「女性管理職育成のための研修や勉強会の推進」（28.9％）、「女性管理職のロール

モデル情報の発信」（24.5％）が男性より高くなっている。一方、男性は「経営層の意識改革」

（47.4％）や「女性の意識改革」（38.2％）を挙げる割合が女性より高い。 

 

【年齢別】 

10代では、「経営層の意識改革」や「男性の意識改革」を挙げる割合が高くなっている。 

順位に違いがあるものの、20代～70歳以上では、「性別に関係なく能力を評価する人事制度の整

備」と「男女が共に仕事と家庭生活を両立できる働き方の推進」が上位となっている。 

 

【地域別】 

いずれの地域においても、「性別に関係なく能力を評価する人事制度の整備」と「男女が共に仕事

と家庭生活を両立できる働き方の推進」が高い割合を占めている。 

上越地域では「女性管理職育成のための研修や勉強会の推進」や「女性管理職のロールモデル情

報の発信」が高く、魚沼地域ではこれらの割合が低くなっている。 

佐渡地域では「性別に関係なく能力を評価する人事制度の整備」を挙げる割合が高くなっている。  
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問12  企業等で管理職への女性登用に必要なこと 

 

  

合計

性
別
に
関
係
な
く
能
力
を
評
価
す
る
人
事
制
度

の
整
備

男
女
が
共
に
仕
事
と
家
庭
生
活
を
両
立
で
き
る

働
き
方
の
推
進

（

長
時
間
労
働
の
改
善
や
育
休
制
度
の
充
実
な

ど
）

経
営
層
の
意
識
改
革

男
性
の
意
識
改
革
（

家
事
・
育
児
の
促
進
な

ど
）

女
性
の
意
識
改
革
（

キ
ャ

リ
ア
意
識
の
向
上
な

ど
）

女
性
管
理
職
育
成
の
た
め
の
研
修
や
勉
強
会
の

推
進

女
性
管
理
職
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
（

行
動
や
考
え

方
の
模
範
と
な
る
人
物
）

情
報
の
発
信

そ
の
他

無
回
答

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

1,074 68.2 64.2 46.3 46.3 36.3 25.1 22.0 1.1 2.5

女性 616 69.2 67.5 45.5 49.0 34.9 28.9 24.5 0.8 3.1

男性 458 67.0 59.6 47.4 42.6 38.2 20.1 18.6 1.5 1.7

18～19歳 9 44.4 44.4 66.7 55.6 33.3 11.1 33.3 0.0 0.0

20～29歳 62 61.3 56.5 46.8 48.4 37.1 24.2 29.0 1.6 0.0

30～39歳 104 56.7 68.3 43.3 53.8 42.3 27.9 30.8 1.9 1.0

40～49歳 136 70.6 72.8 46.3 43.4 36.8 23.5 25.0 2.9 0.0

50～59歳 174 64.9 58.6 38.5 43.7 35.6 16.1 20.7 1.7 2.3

60～69歳 233 76.8 70.8 49.8 48.9 39.9 23.6 21.5 0.4 1.3

70歳以上 356 68.5 59.8 48.0 44.1 32.3 30.9 17.7 0.3 5.3

18～19歳 6 50.0 33.3 66.7 66.7 33.3 16.7 33.3 0.0 0.0

20～29歳 32 56.3 53.1 53.1 56.3 31.3 21.9 31.3 3.1 0.0

30～39歳 55 60.0 72.7 45.5 61.8 47.3 32.7 32.7 0.0 0.0

40～49歳 77 70.1 76.6 45.5 48.1 35.1 26.0 27.3 1.3 0.0

50～59歳 99 67.7 63.6 39.4 45.5 36.4 19.2 22.2 2.0 2.0

60～69歳 137 79.6 73.0 52.6 52.6 37.2 29.2 24.8 0.0 0.7

70歳以上 210 67.6 64.3 41.9 43.8 30.0 34.8 21.0 0.5 7.6

18～19歳 3 33.3 66.7 66.7 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0

20～29歳 30 66.7 60.0 40.0 40.0 43.3 26.7 26.7 0.0 0.0

30～39歳 49 53.1 63.3 40.8 44.9 36.7 22.4 28.6 4.1 2.0

40～49歳 59 71.2 67.8 47.5 37.3 39.0 20.3 22.0 5.1 0.0

50～59歳 75 61.3 52.0 37.3 41.3 34.7 12.0 18.7 1.3 2.7

60～69歳 96 72.9 67.7 45.8 43.8 43.8 15.6 16.7 1.0 2.1

70歳以上 146 69.9 53.4 56.8 44.5 35.6 25.3 13.0 0.0 2.1

下越地域 111 65.8 68.5 38.7 45.9 31.5 27.0 22.5 0.9 4.5

新潟地域 433 70.0 65.4 48.3 49.0 36.7 24.9 23.8 1.4 2.1

中越地域 301 66.4 62.1 46.8 45.2 37.2 24.9 19.3 1.3 1.7

魚沼地域 78 67.9 62.8 43.6 39.7 37.2 12.8 14.1 0.0 2.6

上越地域 118 67.8 63.6 47.5 44.9 35.6 34.7 27.1 0.0 3.4

佐渡地域 33 72.7 57.6 42.4 42.4 39.4 18.2 21.2 3.0 6.1

地
域
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性

女
性

性
別
・
年
齢
別
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■男女の職業生活について 

問13 働きやすい環境にあるか 

ア あなたは、現在の社会は「女性」にとって働きやすい環境にあると思いますか。 

（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

全体では、「働きやすい」と感じている人は 18.8％にとどまり、「働きにくい」は 44.1％と高い

割合を占めている。また、「わからない」も 35.5％と 3 割を超えており、評価が定まっていない

層も多い。 

 

【性  別】 

男女ともに「働きにくい」と感じている割合が最も高い。 

女性は「働きにくい」が 49.4％と約半数を占め、男性（37.1％）を大きく上回っている。 

男性は「働きやすい」（21.0％）が女性（17.2％）より高い一方、「わからない」も 39.1％と女

性（32.8％）より高くなっている。 

 

【年齢別】 

10代および 20代では「わからない」の割合が４割以上となっている。 

40代では「働きにくい」55.1％と５割半ばとなっている。 

 

【地域別】 

いずれの地域においても、「働きにくい」が最も高い割合を占めている。 

上越地域では「働きにくい」が 49.2％と高い一方で、佐渡地域では「働きやすい」が 21.2％と他

の地域より高くなっている。 

 

18.8

17.2

21.0

44.1

49.4

37.1

35.5

32.8

39.1

1.6

0.6

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

働きやすい 働きにくい わからない 無回答凡 例 ：
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ア 女性にとって 

ア 性別に合わせた話し方、服装、ふるまいをしたほうがよいとの発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.8

17.2

21.0

22.2

27.4

22.1

22.1

20.7

17.6

14.9

0.0

33.3

30.6

22.0

22.7

19.8

15.1

33.3

21.9

14.5

22.1

19.2

16.1

14.8

17.1

19.4

18.9

15.4

19.5

21.2

44.1

49.4

37.1

33.3

27.4

49.0

55.1

44.8

49.8

37.6

33.3

16.7

36.7

42.4

40.0

44.8

32.9

33.3

37.5

60.0

64.9

48.5

53.3

41.0

41.4

44.1

44.5

41.0

49.2

39.4

35.5

32.8

39.1

44.4

45.2

27.9

22.8

33.3

31.3

44.4

66.7

50.0

30.6

35.6

36.0

32.3

46.6

33.3

40.6

25.5

13.0

31.3

30.7

42.9

40.5

35.6

35.5

39.7

27.1

36.4

1.6

0.6

2.8

0.0

0.0

1.0

0.0

1.1

1.3

3.1

0.0

0.0

2.0

0.0

1.3

3.1

5.5

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

0.0

1.4

0.9

0.9

1.0

3.8

4.2

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

働きやすい 働きにくい わからない 無回答凡 例 ：
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ア 女性にとって 

〈参考〉令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.8

11.7

44.1

52.1

35.5

32.6

1.6

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

働きやすい 働きにくい わからない 無回答凡 例 ：
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問13 働きやすい環境にあるか 

イ あなたは、現在の社会は「男性」にとって働きやすい環境にあると思いますか 

（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

全体では、「働きやすい」と感じている人が 38.9％と最も高く、「働きにくい」は 21.4％にとど

まっている。一方で、「わからない」も 36.9％と 4 割近くを占めており、評価が定まっていない

層も多い状況がみられる。 

 

【性  別】 

男女ともに「働きやすい」が最も高い割合となっているが、女性は 36.9％、男性は 41.7％と男性

の方が高くなっている。 

「働きにくい」は女性 17.9％、男性 26.2％で、男性の方が高い。一方、「わからない」は女性が

40.9％と男性（31.4％）を上回っている。 

 

【年齢別】 

20代では「働きやすい」が 51.6％と５割強で、他の年代と比べて高くなっている。 

 

【地域別】 

すべての地域で「働きやすい」が３割以上となって最も高い割合を占めている。 

新潟地域、下越地域、魚沼地域では「働きやすい」が 4割前後となっている一方、中越地域や佐渡

地域では「わからない」が 4割を超えている。 

佐渡地域では「働きにくい」が 27.3％と他地域と比べて高くなっている。 

 

38.9

36.9

41.7

21.4

17.9

26.2

36.9

40.9

31.4

2.8

4.4

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

働きやすい 働きにくい わからない 無回答凡 例 ：
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イ 男性にとって 

ア 性別に合わせた話し方、服装、ふるまいをしたほうがよいとの発言や態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.9

36.9

41.7

44.4

51.6

41.3

41.2

34.5

41.6

35.4

33.3

60.0

42.9

42.4

29.3

44.8

41.8

50.0

43.8

40.0

40.3

38.4

39.4

31.0

41.4

40.9

34.9

41.0

40.7

30.3

21.4

17.9

26.2

0.0

11.3

19.2

27.9

25.3

24.9

17.7

10.0

22.4

35.6

36.0

30.2

19.9

0.0

12.5

16.4

22.1

17.2

21.2

16.2

22.5

19.6

21.9

20.5

24.6

27.3

36.9

40.9

31.4

55.6

37.1

39.4

29.4

37.9

32.2

41.0

66.7

30.0

34.7

22.0

32.0

25.0

37.7

50.0

43.8

43.6

35.1

42.4

37.2

43.3

35.1

35.1

41.2

37.2

32.2

42.4

2.8

4.4

0.7

0.0

0.0

0.0

1.5

2.3

1.3

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

2.6

2.0

2.2

9.5

0.9

4.4

2.0

1.3

2.5

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

0.0

働きやすい 働きにくい わからない 無回答凡 例 ：
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イ 男性にとって 

 

〈参考〉令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

  

38.9

40.5

21.4

23.2

36.9

31.2

2.8

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

働きやすい 働きにくい わからない 無回答凡 例 ：
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問 14  女性にとって働きにくい理由 

【問 13 のアで、「働きにくい」を選択した人のみにお聞きします。】 

現在の社会は｢女性にとって働きにくい｣と思う理由をお選びください。 

（当てはまるもの全てに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

86.1

52.5

47.5

42.8

38.6

37.6

36.5

32.7

2.1

0.4

0.2

0.6

91.1

57.9

47.4

43.4

37.2

32.6

32.9

31.9

1.6

0.3

0.3

0.7

77.1

42.9

47.6

41.8

41.2

46.5

42.9

34.1

2.9

0.6

0.0

0.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

家事・育児・介護などの負担が大きい

職場や家庭において男性は仕事、

女性は家庭を優先といった性別による

固定的な役割分担意識がある

育児・介護休業が取得しにくい

昇進・給与等に男女の差別的取扱がある

介護施設が足りない

保育施設が足りない

（超過勤務、休日出勤などの）

長時間労働が改善されない

テレワークやフレックスタイムなどの

柔軟な働き方ができない

その他

特にない

わからない

無回答

全体（n=474）

女性（n=304）

男性（n=170）
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【全 体】 

全体では、「家事・育児・介護などの負担が大きい」が 86.1％と最も高く、次いで「職場や家庭

において、男性は仕事、女性は家庭を優先といった性別による固定的な役割分担意識がある」

（52.5％）、「育児・介護休業が取得しにくい」（47.5％）、「昇進・給与等に男女の差別的取扱

がある」（42.8％）が続いている。 

 

【性 別】 

男女ともに「家事・育児・介護などの負担が大きい」が最も高いが、女性は 91.1％、男性は 77.1％

と女性の方が高くなっている。また、「性別による固定的な役割分担意識がある」は女性 57.9％、

男性 42.9％で、女性の方が高い割合となっている。 

一方、「長時間労働が改善されない」「保育施設が足りない」「介護施設が足りない」は男性の方

が女性より高くなっている。 

 

【年齢別】 

すべての年代で「家事・育児・介護などの負担が大きい」が最も高くなっている。20代から 60代

では、「職場や家庭において、男性は仕事、女性は家庭を優先といった性別による固定的な役割分

担意識がある」が、70歳以上では「育児・介護休業が取得しにくい」が 2番目に高くなっている。 

 

【地域別】 

どの地域でも「家事・育児・介護などの負担が大きい」が 8割以上の割合となっている。 

佐渡地域では「長時間労働が改善されない」が 61.5％と高く６割以上となっている。下越地域や

上越地域では「性別による固定的な役割分担意識がある」が他の地域と比較して高くなっている。 
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問14  女性にとって働きにくい理由 

 

   

合計

家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
の
負
担
が
大
き
い

職
場
や
家
庭
に
お
い
て
男
性
は
仕
事
、

女
性
は

家
庭
を
優
先
と
い
っ

た
性
別
に
よ
る
固
定
的
な

役
割
分
担
意
識
が
あ
る

育
児
・
介
護
休
業
が
取
得
し
に
く
い

昇
進
・
給
与
等
に
男
女
の
差
別
的
取
扱
が
あ
る

介
護
施
設
が
足
り
な
い

保
育
施
設
が
足
り
な
い

（

超
過
勤
務
、

休
日
出
勤
な
ど
の
）

長
時
間
労

働
が
改
善
さ
れ
な
い

テ
レ
ワ
ー

ク
や
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
の
柔

軟
な
働
き
方
が
で
き
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

474 86.1 52.5 47.5 42.8 38.6 37.6 36.5 32.7 2.1 0.4

女性 304 91.1 57.9 47.4 43.4 37.2 32.6 32.9 31.9 1.6 0.3

男性 170 77.1 42.9 47.6 41.8 41.2 46.5 42.9 34.1 2.9 0.6

18～19歳 3 100.0 33.3 66.7 33.3 66.7 66.7 33.3 66.7 0.0 0.0

20～29歳 17 76.5 29.4 29.4 35.3 23.5 41.2 29.4 23.5 11.8 5.9

30～39歳 51 90.2 47.1 37.3 43.1 29.4 41.2 37.3 49.0 7.8 0.0

40～49歳 75 80.0 50.7 36.0 36.0 34.7 37.3 44.0 41.3 4.0 0.0

50～59歳 78 76.9 44.9 37.2 37.2 38.5 30.8 30.8 19.2 0.0 1.3

60～69歳 116 87.1 57.8 48.3 43.1 37.9 37.9 31.0 31.9 0.9 0.0

70歳以上 134 93.3 59.0 64.9 50.7 46.3 38.8 41.0 30.6 0.0 0.0

18～19歳 2 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0

20～29歳 12 43.8 25.0 43.8 34.4 56.3 68.8 21.9 81.3 0.0 0.0

30～39歳 33 90.9 48.5 30.3 42.4 21.2 33.3 30.3 48.5 3.0 0.0

40～49歳 50 90.0 56.0 38.0 42.0 30.0 28.0 44.0 40.0 4.0 0.0

50～59歳 48 79.2 54.2 35.4 41.7 41.7 27.1 22.9 22.9 0.0 2.1

60～69歳 73 91.8 63.0 53.4 42.5 42.5 38.4 27.4 34.2 1.4 0.0

70歳以上 86 97.7 62.8 62.8 45.3 41.9 30.2 38.4 25.6 0.0 0.0

18～19歳 1 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0

20～29歳 5 40.0 0.0 20.0 0.0 20.0 20.0 40.0 40.0 20.0 20.0

30～39歳 18 88.9 44.4 50.0 44.4 44.4 55.6 50.0 50.0 16.7 0.0

40～49歳 25 60.0 40.0 32.0 24.0 44.0 56.0 44.0 44.0 4.0 0.0

50～59歳 30 73.3 30.0 40.0 30.0 33.3 36.7 43.3 13.3 0.0 0.0

60～69歳 43 79.1 48.8 39.5 44.2 30.2 37.2 37.2 27.9 0.0 0.0

70歳以上 48 85.4 52.1 68.8 60.4 54.2 54.2 45.8 39.6 0.0 0.0

下越地域 46 93.5 56.5 50.0 30.4 37.0 28.3 45.7 34.8 2.2 0.0

新潟地域 191 85.9 51.3 49.2 41.9 34.6 39.8 33.5 32.5 3.7 0.5

中越地域 134 83.6 52.2 42.5 50.7 38.8 38.1 38.8 32.1 0.0 0.7

魚沼地域 32 84.4 46.9 46.9 37.5 46.9 43.8 34.4 28.1 0.0 0.0

上越地域 58 86.2 58.6 51.7 39.7 51.7 32.8 29.3 32.8 3.4 0.0

佐渡地域 13 92.3 46.2 46.2 46.2 23.1 38.5 61.5 46.2 0.0 0.0

地
域
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性

女
性

性
別
・
年
齢
別
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問 15  男性にとって働きにくい理由 

【問 13 のイで、「働きにくい」を選択した人のみにお聞きします。】 

現在の社会は｢男性にとって働きにくい｣と思う理由をお選びください。 

（当てはまるもの全てに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.5

47.4

43.0

34.8

26.1

19.6

17.4

17.4

7.4

0.4

4.3

1.7

64.5

60.9

54.5

34.5

26.4

21.8

18.2

14.5

5.5

0.9

1.8

1.8

62.5

35.0

32.5

35.0

25.8

17.5

16.7

20.0

9.2

0.0

6.7

1.7

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

（超過勤務、休日出勤などの）

長時間労働が改善されない

育児・介護休業が取得しにくい

職場や家庭において男性は仕事、

女性は家庭を優先といった性別による

固定的な役割分担意識がある

テレワークやフレックスタイム

などの柔軟な働き方ができない

介護施設が足りない

保育施設が足りない

家事・育児・介護などの負担が大きい

昇進・給与等に男女の

差別的取扱がある

その他

特にない

わからない

無回答

全体（n=230）

女性（n=110）

男性（n=120）
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【全 体】 

全体では、「長時間労働が改善されない」が 63.5％と最も高く、次いで「育児・介護休業が取得

しにくい」（47.4％）、「職場や家庭において男性は仕事、女性は家庭を優先といった性別による

固定的な役割分担意識がある」（43.0％）が続いている。また、「テレワークやフレックスタイム

などの柔軟な働き方ができない」（34.8％）や「介護施設が足りない」（26.1％）など、働き方や

生活環境に関する項目も一定の割合を占めている。 

 

【性 別】 

男女ともに「長時間労働が改善されない」と感じている割合が高く、６割を超えている。 

女性では「育児・介護休業が取得しにくい」（60.9％）や「性別による固定的な役割分担意識があ

る」（54.5％）の割合が高い。一方、男性では「育児・介護休業が取得しにくい」（35.0％）、「テ

レワークやフレックスタイムなどの柔軟な働き方ができない」（35.0％）、「性別による固定的な

役割分担意識がある」（32.5％）が続いている。 

 

【年齢別】 

年代別にみると、いずれの年代においても「長時間労働が改善されない」は高い割合で挙げられ

ている。 

20代・30代・40代では「テレワークやフレックスタイムなどの柔軟な働き方ができない」や「育

児・介護休業が取得しにくい」といった働き方・制度に関する項目が高い。 

 

【地域別】 

地域別にみると、すべての地域で「長時間労働が改善されない」が最も多く挙げられている。 
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問15 男性にとって働きにくい理由 

 

   

合計
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な
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き
方
が
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き
な
い

介
護
施
設
が
足
り
な
い

保
育
施
設
が
足
り
な
い

家
事
・
育
児
・
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護
な
ど
の
負
担
が
大
き
い

昇
進
・
給
与
等
に
男
女
の
差
別
的
取
扱
が
あ
る

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

230 63.5 47.4 43.0 34.8 26.1 19.6 17.4 17.4 7.4 0.4 4.3 1.7

女性 110 64.5 60.9 54.5 34.5 26.4 21.8 18.2 14.5 5.5 0.9 1.8 1.8

男性 120 62.5 35.0 32.5 35.0 25.8 17.5 16.7 20.0 9.2 0.0 6.7 1.7

18～19歳 0 - - - - - - - - - - - -

20～29歳 7 100.0 57.1 42.9 42.9 0.0 14.3 28.6 28.6 14.3 0.0 0.0 0.0

30～39歳 20 55.0 45.0 40.0 50.0 30.0 25.0 20.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 38 65.8 50.0 44.7 52.6 26.3 26.3 15.8 18.4 10.5 0.0 2.6 0.0

50～59歳 44 52.3 20.5 31.8 27.3 25.0 11.4 20.5 11.4 11.4 2.3 6.8 0.0

60～69歳 58 63.8 50.0 43.1 29.3 19.0 15.5 8.6 17.2 5.2 0.0 1.7 6.9

70歳以上 63 68.3 61.9 50.8 28.6 34.9 23.8 22.2 25.4 3.2 0.0 7.9 0.0

18～19歳 0 - - - - - - - - - - - -

20～29歳 4 100.0 75.0 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 9 44.4 55.6 55.6 55.6 33.3 22.2 22.2 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0

40～49歳 17 82.4 64.7 70.6 52.9 23.5 29.4 17.6 5.9 11.8 0.0 0.0 0.0

50～59歳 17 41.2 29.4 41.2 29.4 23.5 11.8 5.9 11.8 11.8 5.9 5.9 0.0

60～69歳 29 62.1 72.4 48.3 24.1 17.2 17.2 13.8 10.3 0.0 0.0 0.0 6.9

70歳以上 34 70.6 64.7 58.8 32.4 38.2 26.5 29.4 29.4 0.0 0.0 2.9 0.0

18～19歳 0 - - - - - - - - - - - -

20～29歳 3 100.0 33.3 33.3 66.7 0.0 0.0 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 11 63.6 36.4 27.3 45.5 27.3 27.3 18.2 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0

40～49歳 21 52.4 38.1 23.8 52.4 28.6 23.8 14.3 28.6 9.5 0.0 4.8 0.0

50～59歳 27 59.3 14.8 25.9 25.9 25.9 11.1 29.6 11.1 11.1 0.0 7.4 0.0

60～69歳 29 65.5 27.6 37.9 34.5 20.7 13.8 3.4 24.1 10.3 0.0 3.4 6.9

70歳以上 29 65.5 58.6 41.4 24.1 31.0 20.7 13.8 20.7 6.9 0.0 13.8 0.0

下越地域 25 76.0 52.0 56.0 36.0 28.0 12.0 28.0 20.0 0.0 0.0 12.0 0.0

新潟地域 85 60.0 47.1 38.8 42.4 23.5 22.4 15.3 16.5 8.2 0.0 4.7 1.2

中越地域 66 63.6 40.9 42.4 33.3 31.8 18.2 13.6 24.2 7.6 1.5 3.0 1.5

魚沼地域 16 68.8 43.8 31.3 25.0 18.8 18.8 12.5 0.0 12.5 0.0 6.3 6.3

上越地域 29 62.1 65.5 51.7 24.1 27.6 24.1 24.1 17.2 6.9 0.0 0.0 3.4

佐渡地域 9 55.6 33.3 44.4 22.2 11.1 11.1 22.2 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0

地
域
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性

女
性

性
別
・
年
齢
別
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問 16 女性にとって働きやすい環境づくりに必要なこと 

「女性」が働きやすい環境をつくるには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（当てはまるもの全てに○） 

 

  
72.8

57.8

56.1

54.4

52.1

52.0

50.7

45.9

42.6

42.5

41.0

40.1

38.6

76.8

56.8

60.1

54.4

57.5

54.5

53.1

46.6

47.4

43.2

43.0

41.4

39.0

67.5

59.2

50.9

54.4

45.0

48.7

47.6

45.0

36.2

41.5

38.2

38.4

38.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

家事・育児・介護などにおける

女性の負担を軽減させること

育児休業を取得しやすい

職場環境を整えること

結婚、出産、育児、介護のために

退職した人の再雇用制度を充実させること

妊娠や出産によって

不利益をうけることをなくすこと

介護休業を取得しやすい

職場環境を整えること

育児・介護休業中の

経済的支援を充実させること

育児・介護休業取得によって

不利益をうけることをなくすこと

長時間労働を改善すること

男性は仕事、女性は家庭を優先といった性別による

固定的な役割分担意識を持つ人を減らすこと

保育施設を充実させること

介護施設を充実させること

テレワークやフレックスタイムなど

柔軟な働き方を普及させること

昇進・給与等に性別による

差別的取扱いをなくすこと

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）
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37.1

34.7

28.5

25.1

24.0

16.9

14.9

1.5

0.9

2.4

0.6

39.8

36.2

30.2

28.1

23.5

19.5

17.0

1.1

0.3

1.9

0.6

33.4

32.8

26.2

21.2

24.7

13.3

12.0

2.0

1.7

3.1

0.4

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

働く場を増やすこと

セクシュアルハラスメントや

パワーハラスメントなどへの対策を講じること

職場や家庭における

男女共同参画意識を高めること

再就職をめざす人の

研修の場を増やすこと

能力発揮の機会を増やすこと

就職情報や職業紹介などの

相談機関を充実させること

技能習得のための

訓練施設を充実させること

その他

特にない

わからない

無回答

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）
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【全 体】 

全体では、「家事・育児・介護などにおける女性の負担を軽減させること」が 72.8％と最も高く、

次いで「育児休業を取得しやすい職場環境を整えること」（57.8％）、「結婚、出産、育児、介護

のために退職した人の再雇用制度を充実させること」（56.1％）、「妊娠や出産によって不利益を

うけることをなくすこと」（54.4％）、「介護休業を取得しやすい職場環境を整えること」（52.1％）、

「育児・介護休業中の経済的支援を充実させること」（52.0％）、「育児・介護休業取得によって

不利益をうけることをなくすこと」（50.7％）、「長時間労働を改善すること」（45.9％）が続い

ている。 

 

【性 別】 

男女ともに「家事・育児・介護などにおける女性の負担を軽減させること」が最も高い割合となっ

ている。 

女性では、「結婚、出産、育児、介護のために退職した人の再雇用制度を充実させること」(60.1％)、

「介護休業を取得しやすい職場環境を整えること」（57.5％）、「育児休業を取得しやすい職場環

境を整えること」(56.8％)、「育児・介護休業中の経済的支援を充実させること」（54.5％）、「妊

娠や出産によって不利益をうけることをなくすこと」(54.4％)、「育児・介護休業取得によって不

利益をうけることをなくすこと」(53.1％)「性別による固定的な役割分担意識を持つ人を減らす

こと」（47.4％）の割合が高くなっている。 

男性では、「育児休業を取得しやすい職場環境を整えること」（59.2％）や「妊娠や出産によって

不利益をうけることをなくすこと」（54.4％）が高くなっている。 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、すべての年齢層において「家事・育児・介護などにおける女性の負担を軽減させ

ること」が高い割合を示している。 

20 代、40 代、50 代、60代では、「育児休業を取得しやすい職場環境を整えること」が、30 代、

70 歳以上では「結婚、出産、育児、介護のために退職した人の再雇用制度を充実させること」が

2番目に高くなっている。 

 

【地域別】 

地域別にみると、すべての地域で「家事・育児・介護などにおける女性の負担を軽減させること」

が高い割合を占めている。 

あわせて、「育児休業を取得しやすい職場環境を整えること」や「育児・介護休業中の経済的支援

を充実させること」、「再雇用制度を充実させること」は多くの地域で共通して高い割合となって

いる。  
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問16  女性にとって働きやすい環境づくりに必要なこと（1/2） 

 

  

合計

家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
に
お
け
る
女
性
の
負

担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境
を
整
え

る
こ
と

結
婚
、

出
産
、

育
児
、

介
護
の
た
め
に
退
職
し

た
人
の
再
雇
用
制
度
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

妊
娠
や
出
産
に
よ
っ

て
不
利
益
を
う
け
る
こ
と

を
な
く
す
こ
と

介
護
休
業
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境
を
整
え

る
こ
と

育
児
・
介
護
休
業
中
の
経
済
的
支
援
を
充
実
さ

せ
る
こ
と

育
児
・
介
護
休
業
取
得
に
よ
っ

て
不
利
益
を
う

け
る
こ
と
を
な
く
す
こ
と

長
時
間
労
働
を
改
善
す
る
こ
と

男
性
は
仕
事
、

女
性
は
家
庭
を
優
先
と
い
っ

た

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
持
つ

人
を
減
ら
す
こ
と

保
育
施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

介
護
施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

テ
レ
ワ
ー

ク
や
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
柔
軟

な
働
き
方
を
普
及
さ
せ
る
こ
と

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

1,074 72.8 57.8 56.1 54.4 52.1 52.0 50.7 45.9 42.6 42.5 41.0 40.1

女性 616 76.8 56.8 60.1 54.4 57.5 54.5 53.1 46.6 47.4 43.2 43.0 41.4

男性 458 67.5 59.2 50.9 54.4 45.0 48.7 47.6 45.0 36.2 41.5 38.2 38.4

18～19歳 9 77.8 66.7 33.3 66.7 55.6 55.6 55.6 44.4 55.6 66.7 55.6 55.6

20～29歳 62 69.4 54.8 50.0 53.2 53.2 53.2 53.2 50.0 32.3 48.4 46.8 53.2

30～39歳 104 76.0 56.7 57.7 56.7 41.3 53.8 54.8 50.0 48.1 43.3 31.7 52.9

40～49歳 136 69.9 57.4 52.9 57.4 53.7 52.9 50.0 50.0 49.3 42.6 31.6 48.5

50～59歳 174 70.1 48.9 47.7 43.1 46.0 45.4 44.8 35.1 40.2 37.9 36.2 31.6

60～69歳 233 72.1 66.1 61.8 57.9 59.2 56.7 54.1 43.3 40.3 44.2 43.3 38.6

70歳以上 356 75.3 57.6 59.0 55.6 52.8 51.1 50.0 49.4 42.7 41.6 46.6 35.7

18～19歳 6 83.3 66.7 50.0 66.7 50.0 66.7 66.7 50.0 66.7 66.7 50.0 50.0

20～29歳 32 84.4 56.3 59.4 62.5 62.5 62.5 65.6 50.0 40.6 65.6 62.5 59.4

30～39歳 55 80.0 52.7 72.7 61.8 41.8 56.4 58.2 45.5 60.0 41.8 27.3 56.4

40～49歳 77 79.2 55.8 55.8 55.8 58.4 55.8 51.9 48.1 54.5 42.9 31.2 53.2

50～59歳 99 72.7 47.5 53.5 37.4 53.5 48.5 45.5 38.4 48.5 36.4 40.4 32.3

60～69歳 137 77.4 69.3 67.2 61.3 68.6 62.0 59.9 45.3 42.3 49.6 48.9 41.6

70歳以上 210 75.2 54.3 57.1 53.8 55.2 50.0 49.0 50.5 44.8 38.6 45.7 34.3

18～19歳 3 66.7 66.7 0.0 66.7 66.7 33.3 33.3 33.3 33.3 66.7 66.7 66.7

20～29歳 30 53.3 53.3 40.0 43.3 43.3 43.3 40.0 50.0 23.3 30.0 30.0 46.7

30～39歳 49 71.4 61.2 40.8 51.0 40.8 51.0 51.0 55.1 34.7 44.9 36.7 49.0

40～49歳 59 57.6 59.3 49.2 59.3 47.5 49.2 47.5 52.5 42.4 42.4 32.2 42.4

50～59歳 75 66.7 50.7 40.0 50.7 36.0 41.3 44.0 30.7 29.3 40.0 30.7 30.7

60～69歳 96 64.6 61.5 54.2 53.1 45.8 49.0 45.8 40.6 37.5 36.5 35.4 34.4

70歳以上 146 75.3 62.3 61.6 58.2 49.3 52.7 51.4 47.9 39.7 45.9 47.9 37.7

下越地域 111 74.8 59.5 58.6 54.1 53.2 55.0 49.5 55.0 42.3 42.3 41.4 35.1

新潟地域 433 73.9 57.0 55.0 56.8 51.7 49.9 51.7 47.6 44.1 43.6 39.5 42.0

中越地域 301 70.1 59.5 56.5 52.8 50.2 53.5 50.5 42.5 39.5 41.2 40.2 41.5

魚沼地域 78 74.4 59.0 56.4 52.6 57.7 48.7 47.4 37.2 41.0 39.7 48.7 33.3

上越地域 118 74.6 59.3 56.8 50.8 57.6 53.4 53.4 44.9 45.8 40.7 43.2 35.6

佐渡地域 33 66.7 39.4 57.6 54.5 39.4 60.6 42.4 48.5 45.5 51.5 39.4 51.5

地
域
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性

女
性

性
別
・
年
齢
別



 

132 

 

問16  女性にとって働きやすい環境づくりに必要なこと（2/2） 

 

 

  

合計

昇
進
・
給
与
等
に
性
別
に
よ
る
差
別
的
取
扱
い

を
な
く
す
こ
と

働
く
場
を
増
や
す
こ
と

セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
パ
ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
な
ど
へ
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

職
場
や
家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
意
識
を

高
め
る
こ
と

再
就
職
を
め
ざ
す
人
の
研
修
の
場
を
増
や
す
こ

と 能
力
発
揮
の
機
会
を
増
や
す
こ
と

就
職
情
報
や
職
業
紹
介
な
ど
の
相
談
機
関
を
充

実
さ
せ
る
こ
と

技
能
習
得
の
た
め
の
訓
練
施
設
を
充
実
さ
せ
る

こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

1,074 38.6 37.1 34.7 28.5 25.1 24.0 16.9 14.9 1.5 0.9 2.4 0.6

女性 616 39.0 39.8 36.2 30.2 28.1 23.5 19.5 17.0 1.1 0.3 1.9 0.6

男性 458 38.2 33.4 32.8 26.2 21.2 24.7 13.3 12.0 2.0 1.7 3.1 0.4

18～19歳 9 33.3 22.2 33.3 33.3 44.4 33.3 22.2 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0

20～29歳 62 40.3 25.8 38.7 22.6 25.8 19.4 19.4 16.1 0.0 0.0 1.6 0.0

30～39歳 104 37.5 35.6 37.5 33.7 25.0 26.0 18.3 13.5 5.8 0.0 1.9 0.0

40～49歳 136 37.5 36.0 40.4 31.6 24.3 28.7 18.4 15.4 3.7 0.7 0.7 0.0

50～59歳 174 37.4 33.3 31.6 17.8 14.9 15.5 11.5 9.2 0.6 1.7 1.1 0.6

60～69歳 233 36.9 38.2 34.8 30.0 22.7 20.6 15.0 10.7 0.9 0.9 2.1 0.0

70歳以上 356 41.0 41.3 32.6 30.9 31.5 28.7 19.1 20.5 0.3 1.1 3.9 1.4

18～19歳 6 50.0 33.3 50.0 50.0 50.0 50.0 33.3 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0

20～29歳 32 50.0 31.3 43.8 21.9 28.1 18.8 31.3 21.9 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 55 40.0 36.4 34.5 36.4 27.3 25.5 16.4 14.5 3.6 0.0 0.0 0.0

40～49歳 77 37.7 39.0 41.6 32.5 26.0 27.3 23.4 19.5 5.2 0.0 1.3 0.0

50～59歳 99 42.4 38.4 33.3 22.2 22.2 12.1 11.1 9.1 0.0 1.0 1.0 1.0

60～69歳 137 38.0 40.9 38.7 34.3 25.5 19.7 20.4 14.6 0.0 0.0 0.7 0.0

70歳以上 210 36.2 42.4 32.9 29.5 32.9 29.5 20.0 21.4 0.0 0.5 4.3 1.4

18～19歳 3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

20～29歳 30 30.0 20.0 33.3 23.3 23.3 20.0 6.7 10.0 0.0 0.0 3.3 0.0

30～39歳 49 34.7 34.7 40.8 30.6 22.4 26.5 20.4 12.2 8.2 0.0 4.1 0.0

40～49歳 59 37.3 32.2 39.0 30.5 22.0 30.5 11.9 10.2 1.7 1.7 0.0 0.0

50～59歳 75 30.7 26.7 29.3 12.0 5.3 20.0 12.0 9.3 1.3 2.7 1.3 0.0

60～69歳 96 35.4 34.4 29.2 24.0 18.8 21.9 7.3 5.2 2.1 2.1 4.2 0.0

70歳以上 146 47.9 39.7 32.2 32.9 29.5 27.4 17.8 19.2 0.7 2.1 3.4 1.4

下越地域 111 34.2 39.6 36.0 25.2 26.1 25.2 16.2 14.4 0.9 0.0 2.7 0.9

新潟地域 433 41.3 37.2 36.3 27.0 24.7 23.6 17.3 15.5 2.3 1.4 1.8 0.7

中越地域 301 37.2 34.2 36.2 30.9 25.2 24.6 15.0 15.6 0.7 1.3 3.0 0.0

魚沼地域 78 30.8 30.8 26.9 28.2 21.8 17.9 14.1 7.7 1.3 0.0 3.8 0.0

上越地域 118 40.7 41.5 30.5 31.4 26.3 25.4 22.0 16.9 1.7 0.0 1.7 1.7

佐渡地域 33 42.4 51.5 30.3 27.3 30.3 30.3 18.2 12.1 0.0 0.0 3.0 0.0

地
域
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性

女
性

性
別
・
年
齢
別
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問 16  女性にとって働きやすい環境づくりに必要なこと 

〈参考〉令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

(注１)Ｒ２年度調査では「1 日の労働時間を減らすこと」 

(注２)Ｒ２年度調査では「フレックスタイム制や在宅勤務などの柔軟な働き方を普及させること」 

72.8

57.8

56.1

54.4

52.1

52.0

50.7

45.9

42.6

42.5

41.0

40.1

38.6

60.3

57.5

71.4

50.2

41.7

62.5

26.4

46.3

52.7

41.4

38.2

52.0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

家事・育児・介護などにおける

女性の負担を軽減させること

育児休業を取得しやすい

職場環境を整えること

結婚、出産、育児、介護のために退職

した人の再雇用制度を充実させること

妊娠や出産によって

不利益をうけることをなくすこと

介護休業を取得しやすい

職場環境を整えること

育児・介護休業中の

経済的支援を充実させること

育児・介護休業取得によって

不利益をうけることをなくすこと

長時間労働を改善すること(注１)

男性は仕事、女性は家庭を優先といっ

た性別による固定的な役割分担意識を

持つ人を減らすこと

保育施設を充実させること

介護施設を充実させること

テレワークやフレックスタイムなど

柔軟な働き方を普及させること(注２)

昇進・給与等に性別による

差別的取扱いをなくすこと

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）
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【留意事項】 

(注３)Ｒ２年度調査は上記以外に次の選択肢あり 

｢女性が働くことに対する家族や周囲の理解と協力が深まること｣ 

｢男性が家事・育児をすることに対する家族や周囲の理解と協力が深まること｣ 

｢経営者・管理職の男女共同参画意識を高めること｣ 

｢女性の自覚・意欲を高めること｣ 

｢男性の男女共同参画意識を高めること｣ 

37.1

34.7

28.5

25.1

24.0

16.9

14.9

1.5

0.9

2.4

0.6

42.1

41.1

24.5

32.4

17.2

18.2

2.0

1.3

1.6

1.7

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

働く場を増やすこと

セクシュアルハラスメントやパワーハ

ラスメントなどへの対策を講じること

職場や家庭における

男女共同参画意識を高めること

再就職をめざす人の

研修の場を増やすこと

能力発揮の機会を増やすこと

就職情報や職業紹介などの

相談機関を充実させること

技能習得のための

訓練施設を充実させること

その他

特にない

わからない

無回答

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）
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問 17  男性にとって働きやすい環境づくりに必要なこと 

「男性」が働きやすい環境をつくるには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（当てはまるもの全てに○） 

 

  
63.6

57.5

51.4

47.8

46.1

44.3

37.4

31.5

30.4

29.6

27.4

27.1

63.1

59.3

55.8

50.8

48.7

46.9

41.9

31.7

28.9

29.2

27.4

29.5

64.2

55.2

45.4

43.7

42.6

40.8

31.4

31.2

32.5

30.1

27.3

23.8

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

長時間労働を改善すること

育児休業を取得しやすい

職場環境を整えること

介護休業を取得しやすい

職場環境を整えること

育児・介護休業取得によって

不利益をうけることをなくすこと

テレワークやフレックスタイムなど

柔軟な働き方を普及させること

育児・介護休業中の

経済的支援を充実させること

男性は仕事、女性は家庭を優先と

いった性別による固定的な

役割分担意識を持つ人を減らすこと

介護施設を充実させること

働く場を増やすこと

保育施設を充実させること

結婚、出産、育児、介護のために退職した人の再

雇用制度を充実させること

再就職をめざす人の

研修の場を増やすこと

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）
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26.9

26.9

26.5

24.0

20.9

19.7

18.7

1.6

2.5

3.9

1.6

26.1

28.9

27.1

26.3

19.3

21.1

20.0

1.0

1.9

4.9

2.8

27.9

24.2

25.8

21.0

22.9

17.9

17.0

2.4

3.3

2.6

0.0

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

能力発揮の機会を増やすこと

セクシュアルハラスメントや

パワーハラスメントなどへの対策を講じること

昇進・給与等に性別による

差別的取扱いをなくすこと

職場や家庭における

男女共同参画意識を高めること

家事・育児・介護などにおける

男性の負担を軽減させること

技能習得のための

訓練施設を充実させること

就職情報や職業紹介などの

相談機関を充実させること

その他

特にない

わからない

無回答

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）



 

137 

 

【全 体】 

全体では、「長時間労働を改善すること」（63.6％）が最も高く、次いで「育児休業を取得しやす

い職場環境を整えること」（57.5％）、「介護休業を取得しやすい職場環境を整えること」（51.4％）

が高い割合を示している。 

また、「育児・介護休業取得によって不利益を受けることをなくすこと」や「テレワークやフレッ

クスタイムなど柔軟な働き方を普及させること」、「育児・介護休業中の経済的支援を充実させる

こと」も４割以上となっている。 

 

【性 別】 

女性では「育児休業を取得しやすい職場環境を整えること」や「介護休業を取得しやすい職場環

境を整えること」、「育児・介護休業中の経済的支援を充実させること」など、育児・介護に関す

る支援策の割合が男性より高くなっている。 

一方、男性では「長時間労働を改善すること」や「働く場を増やすこと」など、労働環境や就業機

会に関する項目が高くなっている。 

 

【年齢別】 

順位に違いがあるものの、すべての年代で、「長時間労働を改善すること」と「育児休業を取得し

やすい職場環境を整えること」が上位となっている。20代、30代、40代では、他の年代と比較し

て「育児休業を取得しやすい職場環境を整えること」の割合が高く 6割以上となっている。 

 

【地域別】 

地域別にみると、いずれの地域においても「長時間労働を改善すること」や「育児・介護休業を取

得しやすい職場環境を整えること」が高くなっている。 
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問17  男性にとって働きやすい環境づくりに必要なこと（1/2） 

 

  

合計

長
時
間
労
働
を
改
善
す
る
こ
と

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境
を
整
え

る
こ
と

介
護
休
業
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境
を
整
え

る
こ
と

育
児
・
介
護
休
業
取
得
に
よ
っ

て
不
利
益
を
う

け
る
こ
と
を
な
く
す
こ
と

テ
レ
ワ
ー

ク
や
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
柔
軟

な
働
き
方
を
普
及
さ
せ
る
こ
と

育
児
・
介
護
休
業
中
の
経
済
的
支
援
を
充
実
さ

せ
る
こ
と

男
性
は
仕
事
、

女
性
は
家
庭
を
優
先
と
い
っ

た

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
持
つ

人
を
減
ら
す
こ
と

介
護
施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

働
く
場
を
増
や
す
こ
と

保
育
施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

結
婚
、

出
産
、

育
児
、

介
護
の
た
め
に
退
職
し

た
人
の
再
雇
用
制
度
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

再
就
職
を
め
ざ
す
人
の
研
修
の
場
を
増
や
す
こ

と

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

1,074 63.6 57.5 51.4 47.8 46.1 44.3 37.4 31.5 30.4 29.6 27.4 27.1

女性 616 63.1 59.3 55.8 50.8 48.7 46.9 41.9 31.7 28.9 29.2 27.4 29.5

男性 458 64.2 55.2 45.4 43.7 42.6 40.8 31.4 31.2 32.5 30.1 27.3 23.8

18～19歳 9 55.6 55.6 55.6 55.6 55.6 44.4 55.6 55.6 11.1 55.6 33.3 22.2

20～29歳 62 62.9 61.3 56.5 61.3 58.1 48.4 30.6 40.3 22.6 41.9 27.4 24.2

30～39歳 104 64.4 68.3 45.2 49.0 53.8 40.4 47.1 23.1 22.1 31.7 27.9 26.9

40～49歳 136 61.8 61.8 52.2 50.0 52.2 50.7 44.9 27.9 25.7 30.9 28.7 23.5

50～59歳 174 58.6 49.4 45.4 39.7 36.2 42.0 27.6 27.0 24.1 23.0 14.9 16.7

60～69歳 233 61.8 58.4 54.5 50.6 46.8 45.5 36.1 29.6 32.6 27.0 26.6 26.2

70歳以上 356 68.0 55.6 52.8 46.1 43.5 42.7 38.2 36.5 38.2 30.6 33.1 34.8

18～19歳 6 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 66.7 50.0 16.7 50.0 50.0 33.3

20～29歳 32 75.0 68.8 68.8 65.6 68.8 59.4 40.6 53.1 28.1 56.3 34.4 18.8

30～39歳 55 61.8 74.5 52.7 58.2 56.4 47.3 60.0 20.0 18.2 30.9 29.1 25.5

40～49歳 77 64.9 61.0 58.4 53.2 55.8 53.2 51.9 26.0 24.7 27.3 31.2 24.7

50～59歳 99 56.6 53.5 54.5 42.4 37.4 45.5 33.3 26.3 18.2 19.2 16.2 17.2

60～69歳 137 65.0 61.3 58.4 57.7 52.6 48.2 40.1 32.8 31.4 30.7 24.8 29.9

70歳以上 210 63.3 54.8 52.9 45.2 43.8 42.4 38.1 34.8 37.1 28.6 31.0 39.5

18～19歳 3 66.7 66.7 66.7 66.7 66.7 33.3 33.3 66.7 0.0 66.7 0.0 0.0

20～29歳 30 50.0 53.3 43.3 56.7 46.7 36.7 20.0 26.7 16.7 26.7 20.0 30.0

30～39歳 49 67.3 61.2 36.7 38.8 51.0 32.7 32.7 26.5 26.5 32.7 26.5 28.6

40～49歳 59 57.6 62.7 44.1 45.8 47.5 47.5 35.6 30.5 27.1 35.6 25.4 22.0

50～59歳 75 61.3 44.0 33.3 36.0 34.7 37.3 20.0 28.0 32.0 28.0 13.3 16.0

60～69歳 96 57.3 54.2 49.0 40.6 38.5 41.7 30.2 25.0 34.4 21.9 29.2 20.8

70歳以上 146 74.7 56.8 52.7 47.3 43.2 43.2 38.4 39.0 39.7 33.6 36.3 28.1

下越地域 111 66.7 58.6 53.2 45.0 38.7 44.1 42.3 30.6 39.6 28.8 27.9 34.2

新潟地域 433 63.0 57.5 51.3 47.3 50.8 42.5 37.9 28.9 28.2 30.9 26.8 26.6

中越地域 301 63.8 58.1 49.5 49.8 42.9 45.5 34.2 33.9 25.2 29.6 26.9 26.9

魚沼地域 78 65.4 56.4 56.4 43.6 41.0 41.0 28.2 32.1 32.1 26.9 25.6 20.5

上越地域 118 63.6 56.8 51.7 52.5 49.2 49.2 44.1 33.9 39.8 28.0 33.1 28.0

佐渡地域 33 54.5 54.5 51.5 36.4 39.4 48.5 42.4 36.4 39.4 27.3 21.2 24.2

地
域
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性

女
性

性
別
・
年
齢
別
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問17  男性にとって働きやすい環境づくりに必要なこと（2/2） 

 

 

  

合計

能
力
発
揮
の
機
会
を
増
や
す
こ
と

セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
パ
ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
な
ど
へ
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

昇
進
・
給
与
等
に
性
別
に
よ
る
差
別
的
取
扱
い

を
な
く
す
こ
と

職
場
や
家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
意
識
を

高
め
る
こ
と

家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
に
お
け
る
女
性
の
負

担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と

技
能
習
得
の
た
め
の
訓
練
施
設
を
充
実
さ
せ
る

こ
と

就
職
情
報
や
職
業
紹
介
な
ど
の
相
談
機
関
を
充

実
さ
せ
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

1,074 26.9 26.9 26.5 24.0 20.9 19.7 18.7 1.6 2.5 3.9 1.6

女性 616 26.1 28.9 27.1 26.3 19.3 21.1 20.0 1.0 1.9 4.9 2.8

男性 458 27.9 24.2 25.8 21.0 22.9 17.9 17.0 2.4 3.3 2.6 0.0

18～19歳 9 11.1 33.3 33.3 44.4 33.3 11.1 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0

20～29歳 62 25.8 24.2 32.3 24.2 35.5 19.4 16.1 0.0 1.6 3.2 0.0

30～39歳 104 28.8 26.9 19.2 26.9 24.0 19.2 17.3 7.7 1.0 1.9 0.0

40～49歳 136 28.7 30.1 25.0 33.1 24.3 18.4 19.1 2.2 3.7 2.9 0.7

50～59歳 174 21.3 19.0 21.3 14.4 13.2 10.3 10.9 1.7 4.6 6.3 1.1

60～69歳 233 21.9 28.8 21.9 21.5 15.9 15.9 19.3 0.4 2.1 3.4 1.3

70歳以上 356 32.3 28.7 33.7 25.6 22.8 27.8 23.0 0.3 2.0 3.9 3.1

18～19歳 6 16.7 50.0 50.0 66.7 50.0 16.7 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0

20～29歳 32 25.0 34.4 31.3 31.3 40.6 21.9 25.0 0.0 0.0 3.1 0.0

30～39歳 55 23.6 25.5 16.4 29.1 16.4 14.5 14.5 5.5 0.0 1.8 0.0

40～49歳 77 24.7 32.5 28.6 32.5 20.8 18.2 19.5 1.3 2.6 5.2 1.3

50～59歳 99 17.2 19.2 24.2 14.1 11.1 9.1 9.1 1.0 5.1 9.1 2.0

60～69歳 137 24.8 30.7 19.7 25.5 13.9 20.4 21.2 0.0 2.2 2.9 2.2

70歳以上 210 32.9 30.5 34.3 27.6 22.9 30.0 25.2 0.0 1.0 5.2 5.2

18～19歳 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

20～29歳 30 26.7 13.3 33.3 16.7 30.0 16.7 6.7 0.0 3.3 3.3 0.0

30～39歳 49 34.7 28.6 22.4 24.5 32.7 24.5 20.4 10.2 2.0 2.0 0.0

40～49歳 59 33.9 27.1 20.3 33.9 28.8 18.6 18.6 3.4 5.1 0.0 0.0

50～59歳 75 26.7 18.7 17.3 14.7 16.0 12.0 13.3 2.7 4.0 2.7 0.0

60～69歳 96 17.7 26.0 25.0 15.6 18.8 9.4 16.7 1.0 2.1 4.2 0.0

70歳以上 146 31.5 26.0 32.9 22.6 22.6 24.7 19.9 0.7 3.4 2.1 0.0

下越地域 111 28.8 31.5 24.3 22.5 21.6 22.5 23.4 0.9 0.9 2.7 0.0

新潟地域 433 25.4 25.9 28.6 24.2 21.5 19.2 17.1 1.8 2.5 3.0 2.5

中越地域 301 25.9 27.9 23.3 21.3 20.6 18.9 16.3 1.7 3.7 5.0 1.3

魚沼地域 78 28.2 23.1 20.5 24.4 21.8 16.7 19.2 1.3 3.8 6.4 0.0

上越地域 118 30.5 27.1 31.4 30.5 19.5 23.7 25.4 1.7 0.8 3.4 0.8

佐渡地域 33 33.3 24.2 33.3 27.3 15.2 18.2 21.2 0.0 0.0 6.1 3.0

地
域
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性

女
性

性
別
・
年
齢
別
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問 17  男性にとって働きやすい環境づくりに必要なこと 

〈参考〉令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意事項】 

(注１)Ｒ２年度調査では「1 日の労働時間を減らすこと」 

(注２)Ｒ２年度調査では「フレックスタイム制や在宅勤務などの柔軟な働き方を普及させること」 

63.6

57.5

51.4

47.8

46.1

44.3

37.4

31.5

30.4

29.6

27.4

27.1

27.1

44.5

44.1

41.1

36.4

33.8

32.6

32.8

42.3

29.8

24.5

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

長時間労働を改善すること(注１)

育児休業を取得しやすい

職場環境を整えること

介護休業を取得しやすい

職場環境を整えること

育児・介護休業取得によって

不利益をうけることをなくすこと

テレワークやフレックスタイムなど

柔軟な働き方を普及させること(注２)

育児・介護休業中の

経済的支援を充実させること

男性は仕事、女性は家庭を優先と

いった性別による固定的な

役割分担意識を持つ人を減らすこと

介護施設を充実させること

働く場を増やすこと

保育施設を充実させること

結婚、出産、育児、介護のために退職

した人の再雇用制度を充実させること

再就職をめざす人の

研修の場を増やすこと

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）
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【留意事項】 

(注３)Ｒ２年度調査は上記以外に次の選択肢あり 

｢女性が働くことに対する家族や周囲の理解と協力が深まること｣ 

｢男性が家事・育児をすることに対する家族や周囲の理解と協力が深まること｣ 

｢経営者・管理職の男女共同参画意識を高めること｣ 

｢女性の自覚・意欲を高めること｣ 

｢男性の男女共同参画意識を高めること｣ 

26.9

26.9

26.5

24.0

20.9

19.7

18.7

1.6

2.5

3.9

1.6

36.8

25.9

21.3

29.1

24.0

1.7

3.6

4.2

3.7

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％

能力発揮の機会を増やすこと

セクシュアルハラスメントやパワーハラス

メントなどへの対策を講じること

昇進・給与等に性別による差別的取扱いを

なくすこと

職場や家庭における男女共同参画意識を

高めること

家事・育児・介護などにおける男性の

負担を軽減させること

技能習得のための訓練施設を

充実させること

就職情報や職業紹介などの相談機関を

充実させること

その他

特にない

わからない

無回答

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）
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■法制度等の認知度について 

問 18 法律や用語などの認知度 

あなたは次のア～セの法律や用語などについて、ご存じですか。（それぞれ１つずつ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.0

6.1

1.5

0.9

2.0

7.2

3.6

21.4

0.9

1.7

2.8

10.9

13.6

5.3

30.3

54.5

34.2

21.1

28.8

48.9

23.6

48.0

12.3

6.3

7.8

36.1

46.3

42.6

65.4

37.2

61.6

75.1

66.9

41.2

69.7

28.5

83.9

89.6

86.8

50.0

37.8

49.4

2.3

2.1

2.7

2.8

2.4

2.7

3.0

2.1

2.9

2.4

2.6

3.0

2.3

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．女子差別撤廃条約

イ．男女共同参画社会基本法

ウ．女性活躍推進法

エ．新潟県男女平等社会の形成の

推進に関する条例

オ．新潟県男女共同参画計画

（男女平等推進プラン）

カ．男女共同参画社会

キ．固定的な性別役割分担意識

ク．ワーク・ライフ・バランス

ケ．新潟県多様で柔軟な働き方・

女性活躍実践企業（Ni-ful認定企業）

コ．えるぼし認定

サ．くるみん認定

シ．ダイバーシティ

ス．ジェンダーギャップ

セ．新潟県パートナーシップ制度

内容まで

知っている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：
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【全 体】 

「内容まで知っている」及び「見た・聞いたことがある」を合計した割合（以下「知っている（計）」

という。）でみると、「ワーク・ライフ・バランス」が 69.4％と最も高く、次いで「男女共同参

画社会基本法」（60.6％）、「ジェンダーギャップ」（59.9％）がいずれも６割前後となっている。

一方、「新潟県多様で柔軟な働き方・女性活躍実践企業（Ni＋ful認定企業）」（13.2％）、「く

るみん認定」（10.6％）や「えるぼし認定」（8.0％）は２割未満となっている。 
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ア 女子差別撤廃条約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全 体】 

「知っている（計）」は 32.3％であった。 

 

【性 別】 

「知っている（計）」は女性が 31.0％、男性が 34.1％と、男性の方がやや高いものの、性別によ

る大きな差はみられなかった。 

 

【年齢別】 

「知っている（計）」は 10代が 77.8％と最も高かった。次いで 30代（40.4％）、20代（35.5％）

となっている。一方、40代は 27.2％と最も低く、年齢層によって認知度に差がみられた。 

 

【地域別】 

「知っている（計）」は佐渡地域が 39.4％とやや高いものの、他地域はいずれも 3 割前後であり、

地域による大きな差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.0

2.3

1.7

30.3

28.7

32.3

65.4

66.6

63.8

2.3

2.4

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

内容まで知っ

ている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：
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ア 女子差別撤廃条約 

ア 性別に合わせた話し方、服装、ふるまいをしたほうがよいとの発言や態度 

 

 

 

  2.0

2.3

1.7

0.0

3.2

4.8

2.9

1.7

1.3

1.4

0.0

3.3

6.1

1.7

1.3

1.0

0.7

0.0

3.1

3.6

3.9

2.0

1.5

1.9

0.0

3.2

2.0

1.3

0.8

0.0

30.3

28.7

32.3

77.8

32.3

35.6

24.3

29.3

32.2

28.7

33.3

26.7

28.6

23.7

41.3

35.4

31.5

100.0

37.5

41.8

24.7

20.2

29.9

26.7

27.9

29.8

30.9

33.3

28.0

39.4

65.4

66.6

63.8

64.5

59.6

72.8

67.2

64.4

65.2

66.7

70.0

65.3

74.6

53.3

62.5

63.7

59.4

54.5

71.4

77.8

65.7

66.2

70.3

64.7

66.1

61.5

66.9

54.5

2.3

2.4

2.2

0.0

0.0

0.0

0.0

1.7

2.1

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

1.0

4.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.9

5.2

1.8

2.3

1.0

3.8

4.2

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

内容まで知っ

ている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：
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ア 女子差別撤廃条約 

 

〈参考〉令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.0

4.3

30.3

38.1

65.4

53.1

2.3

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：



 

147 

 

イ 男女共同参画社会基本法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全 体】 

「知っている（計）」は 60.6％であった。 

 

【性 別】 

「知っている（計）」は女性が 58.4％、男性が 63.5％と、男性の方がやや高かった。 

 

【年齢別】 

「知っている（計）」は 10代が 100.0％と最も高く、次いで 20代（79.0％）、30代（74.0％）で

あった。一方、70歳以上は 53.7％と最も低く、年齢が高くなるにつれて低くなっている。 

 

【地域別】 

「知っている（計）」は魚沼地域が 67.9％と最も高く、佐渡地域が 51.5％と最も低かったが、全体

としては大きな地域差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.1

6.8

5.2

54.5

51.6

58.3

37.2

39.3

34.5

2.1

2.3

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：



 

148 

 

イ 男女共同参画社会基本法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.1

6.8

5.2

22.2

16.1

10.6

7.4

6.3

5.6

2.5

0.0

13.3

6.1

5.1

5.3

6.3

2.7

33.3

18.8

14.5

9.1

7.1

5.1

2.4

2.7

8.1

5.6

5.1

5.1

3.0

54.5

51.6

58.3

77.8

62.9

63.5

52.2

54.0

54.1

51.1

100.0

63.3

63.3

45.8

66.7

60.4

54.1

66.7

62.5

63.6

57.1

44.4

49.6

49.0

53.2

54.3

54.5

62.8

52.5

48.5

37.2

39.3

34.5

21.0

25.0

39.7

37.9

39.5

41.9

0.0

23.3

30.6

47.5

24.0

32.3

40.4

18.8

20.0

33.8

48.5

44.5

42.9

42.3

35.1

38.2

30.8

39.8

45.5

2.1

2.3

2.0

0.0

0.0

1.0

0.7

1.7

0.9

4.5

0.0

0.0

0.0

1.7

4.0

1.0

2.7

0.0

0.0

1.8

0.0

0.0

0.7

5.7

1.8

2.5

1.7

1.3

2.5

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

内容まで知っ

ている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：



 

149 

 

イ 男女共同参画社会基本法 

 

〈参考〉令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.1

8.4

54.5

50.8

37.2

37.7

2.1

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：



 

150 

 

ウ 女性活躍推進法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全 体】 

「知っている（計）」は 35.7％であった。 

 

【性 別】 

「知っている（計）」は女性が 34.6％、男性が 37.1％と、男性の方が高くなっている。 

 

【年齢別】 

「知っている（計）」は 10代が 66.7％と最も高く、次いで 50代（43.7％）、20代（43.5％）で

あった。一方、70 歳以上は 29.2％と最も低く、年齢が高くなるにつれて割合も低くなっている。 

 

【地域別】 

「知っている（計）」は魚沼地域が 41.0％と最も高く、佐渡地域が 21.2％と最も低かった。全体

としては地域による差は大きくなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5

1.6

1.3

34.2

33.0

35.8

61.6

62.2

60.9

2.7

3.2

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：



 

151 

 

ウ 女性活躍推進法 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.5

1.6

1.3

0.0

3.2

2.9

2.2

2.3

0.9

0.6

0.0

3.3

2.0

0.0

2.7

1.0

0.7

0.0

3.1

3.6

3.9

2.0

0.7

0.5

1.8

1.8

1.3

1.3

0.8

0.0

34.2

33.0

35.8

66.7

40.3

35.6

32.4

41.4

34.8

28.7

33.3

26.7

26.5

32.2

57.3

40.6

28.1

83.3

53.1

43.6

32.5

29.3

30.7

29.0

31.5

34.4

37.2

39.7

28.0

21.2

61.6

62.2

60.9

56.5

60.6

65.4

54.0

62.7

65.2

66.7

70.0

71.4

67.8

36.0

57.3

67.8

43.8

50.9

63.6

67.7

66.4

63.3

64.9

60.7

59.1

57.7

67.8

72.7

2.7

3.2

2.0

0.0

0.0

1.0

0.0

2.3

1.7

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

1.0

3.4

0.0

0.0

1.8

0.0

1.0

2.2

7.1

1.8

3.0

2.3

1.3

3.4

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

内容まで

知っている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：



 

152 

 

ウ 女性活躍推進法 

 

〈参考〉令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.5

3.3

34.2

32.4

61.6

60.5

2.7

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：



 

153 

 

エ 新潟県男女平等社会の形成の推進に関する条例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「知らない」が 75.1％と 7割半ばとなっている。 

 

【性  別】 

男女ともに「知らない」が約 7割を占めている。 

 

【年齢別】 

「知っている（計）」は 30代が 21.2％、70歳以上が 22.5％、50代が 22.4％であった。一方、10

代は 11.1％と最も低く、全体として年齢による大きな差はみられなかった。 

 

【地域別】 

「知っている（計）」は中越地域が 24.6％、魚沼地域が 23.1％と高く、上越地域が 17.7％と最も

低くなっている。 

全体として地域差はなかった。 

 

 

 

 

 

 

0.9

1.0

0.9

21.1

18.8

24.2

75.1

77.3

72.3

2.8

2.9

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：



 

154 

 

エ 新潟県男女平等社会の形成の推進に関する条例 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.9

1.0

0.9

0.0

1.6

2.9

1.5

1.1

0.0

0.6

0.0

3.3

2.0

1.7

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

3.6

1.3

1.0

0.0

1.0

1.8

0.7

1.3

0.0

0.8

0.0

21.1

18.8

24.2

11.1

21.0

18.3

22.1

21.3

21.0

21.9

0.0

23.3

14.3

23.7

28.0

27.1

24.7

16.7

18.8

21.8

20.8

16.2

16.8

20.0

20.7

20.8

23.3

23.1

16.9

18.2

75.1

77.3

72.3

77.4

78.8

75.7

75.3

77.3

71.6

100.0

73.3

83.7

74.6

65.3

70.8

71.2

81.3

74.5

76.6

82.8

81.8

71.9

74.8

76.0

72.8

74.4

78.8

75.8

2.8

2.9

2.6

0.0

0.0

0.0

0.7

2.3

1.7

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

5.3

2.1

4.1

0.0

0.0

0.0

1.3

0.0

1.5

7.1

2.7

2.5

2.7

2.6

3.4

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

内容まで

知っている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：



 

155 

 

エ 新潟県男女平等社会の形成の推進に関する条例 

 

〈参考〉令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.9

1.3

21.1

17.0

75.1

78.2

2.8

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：



 

156 

 

オ 新潟県男女共同参画計画（男女平等推進プラン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「知らない」が 66.9％と最も高く、６割半ばを占めている。「見た・聞いたことがある」は 28.8％

で 3割弱となっている。 

 

【性  別】 

女性は「見た・聞いたことがある」および「内容まで知っている」の割合が男性より高い。一方、

男性は「知らない」の割合が 69.0％と女性より高くなっている。男女ともに「知らない」が最も

高い割合を占めており、性別による大きな差はみられない。 

 

【年齢別】 

「知っている（計）」は 20 代が 33.9％、40 代が 33.8％、60 代が 33.0％と高くなっている。一

方、10代は 22.2％と最も低かったが、全体として年齢による大きな差はみられなかった。 

 

【地域別】 

「知っている（計）」は上越地域が 33.9％と最も高く、次いで中越地域が 32.9％となっている。

一方、佐渡地域は 12.1％と低い割合であった。 

 

 

 

 

 

 

2.0

2.3

1.5

28.8

29.7

27.5

66.9

65.3

69.0

2.4

2.8

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：



 

157 

 

オ 新潟県男女共同参画計画（男女平等推進プラン） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.0

2.3

1.5

0.0

1.6

3.8

1.5

3.4

1.3

1.4

0.0

3.3

2.0

1.7

2.7

2.1

0.0

0.0

0.0

5.5

1.3

4.0

0.7

2.4

2.7

1.6

3.0

1.3

0.8

0.0

28.8

29.7

27.5

22.2

32.3

25.0

32.4

23.0

31.8

28.9

0.0

20.0

20.4

28.8

25.3

33.3

28.8

33.3

43.8

29.1

35.1

21.2

30.7

29.0

30.6

27.3

29.9

30.8

33.1

12.1

66.9

65.3

69.0

66.1

71.2

65.4

71.8

65.7

64.3

100.0

76.7

77.6

69.5

68.0

63.5

67.8

56.3

65.5

62.3

74.7

67.2

61.9

64.9

68.8

65.4

65.4

61.9

81.8

2.4

2.8

2.0

0.0

0.0

0.0

0.7

1.7

1.3

5.3

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

1.0

3.4

0.0

0.0

0.0

1.3

0.0

1.5

6.7

1.8

2.3

1.7

2.6

4.2

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

内容まで

知っている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：



 

158 

 

オ 新潟県男女共同参画計画（男女平等推進プラン） 

 

〈参考〉令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.0

1.9

28.8

25.6

66.9

69.0

2.4

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：



 

159 

 

カ 男女共同参画社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「知っている（計）」は 56.1％で５割半ばとなっている。 

 

【性  別】 

女性は「内容まで知っている」が 8.1％と男性（5.9％）より高い一方、男性は「見た・聞いたこ

とがある」が 53.1％と女性を上回っている。 

 

【年齢別】 

「知っている（計）」は 10 代が 88.9％と最も高く、次いで 20 代が 71.0％、30 代が 68.3％であ

った。一方、40代は 47.8％と最も低かったが、全体としては若年層で高く、年齢が上がるにつれ

て割合は低くなっている。 

 

【地域別】 

「知っている（計）」は中越地域が 59.1％、魚沼地域が 59.0％、上越地域が 58.5％と高くなって

いる。一方、佐渡地域は 27.3％と低くなっている。 

 

 

 

 

 

7.2

8.1

5.9

48.9

45.8

53.1

41.2

43.3

38.4

2.7

2.8

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：
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カ 男女共同参画社会 

 

 

 

 

  7.2

8.1

5.9

33.3

19.4

14.4

5.9

7.5

5.2

3.9

33.3

13.3

8.2

5.1

6.7

4.2

4.1

33.3

25.0

20.0

6.5

8.1

5.8

3.8

6.3

8.3

5.6

9.0

8.5

0.0

48.9

45.8

53.1

55.6

51.6

53.8

41.9

48.3

53.6

46.6

33.3

46.7

49.0

37.3

58.7

60.4

54.8

66.7

56.3

58.2

45.5

40.4

48.9

41.0

49.5

46.7

53.5

50.0

50.0

27.3

41.2

43.3

38.4

29.0

31.7

52.2

42.5

38.6

43.8

33.3

40.0

42.9

57.6

30.7

32.3

37.0

18.8

21.8

48.1

51.5

43.1

48.6

41.4

42.3

39.2

38.5

38.1

63.6

2.7

2.8

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

1.7

2.6

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

3.1

4.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.2

6.7

2.7

2.8

1.7

2.6

3.4

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

内容まで

知っている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：
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カ 男女共同参画社会 

 

〈参考〉令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.2

8.2

48.9

45.4

41.2

43.0

2.7

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：
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キ 固定的な性別役割分担意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「内容まで知っている」は 3.6％、「見た・聞いたことがある」は 23.6％にとどまり、「知らな

い」が 69.7％と約 7割を占めている。 

 

【性  別】 

女性では「内容まで知っている」が 4.1％と男性（3.1％）より高くなっている。一方、「知らな

い」の割合は男性が 71.6％と女性（68.3％）より高くなっている。 

 

【年齢別】 

「知っている（計）」は 10 代が 44.4％と最も高く、次いで 20 代が 37.1％、30 代が 36.5％であ

った。一方、40代は 22.1％と低く、全体としては若年層で高く、中高年層で低い割合となってい

る。 

 

【地域別】 

「知っている（計）」は新潟地域が 31.2％、中越地域が 28.9％と比較的高かった。一方、上越地

域は 16.9％、魚沼地域は 17.9％と低くなっている。  

3.6

4.1

3.1

23.6

24.7

22.3

69.7

68.3

71.6

3.0

2.9

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

内容まで知っ

ている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：
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キ 固定的な性別役割分担意識 

 

 

 

 

  3.6

4.1

3.1

0.0

6.5

5.8

5.1

3.4

4.3

1.7

0.0

3.3

4.1

3.4

5.3

3.1

1.4

0.0

9.4

7.3

6.5

2.0

5.1

1.9

2.7

3.7

5.0

2.6

2.5

0.0

23.6

24.7

22.3

44.4

30.6

30.8

16.9

27.0

21.9

21.9

33.3

30.0

22.4

15.3

25.3

19.8

23.3

50.0

31.3

38.2

18.2

28.3

23.4

21.0

24.3

27.5

23.9

15.4

14.4

21.2

69.7

68.3

71.6

62.9

63.5

77.9

67.2

70.8

70.5

66.7

66.7

73.5

81.4

65.3

72.9

70.5

59.4

54.5

75.3

68.7

69.3

70.5

70.3

66.1

69.4

75.6

78.8

72.7

3.0

2.9

3.1

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

3.0

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

4.2

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

2.2

6.7

2.7

2.8

1.7

6.4

4.2

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

内容まで知っ

ている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：
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ク ワーク・ライフ・バランス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「内容まで知っている」が 21.4％、「見た・聞いたことがある」が 48.0％となっており、合計割

合は 69.4％で約 7割となっている。一方で、「知らない」は 28.5％と 3割弱を占めている。 

 

【性  別】 

女性では「内容まで知っている」が 22.7％と男性（19.7％）を上回っている。一方、「知らない」

の割合は男性が 29.7％と女性（27.6％）より高くなっている。 

 

【年齢別】 

「知っている（計）」は 10代が 100.0％と最も高く、次いで 30代が 86.5％、20代が 79.0％であ

った。一方、70歳以上は 55.1％と最も低く、年齢が高くなるにつれて割合が低くなっていく。 

 

【地域別】 

「知っている（計）」は新潟地域が 71.6％、中越地域が 71.1％と高い。一方、上越地域は 61.0％

と最も低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.4

22.7

19.7

48.0

47.4

48.7

28.5

27.6

29.7

2.1

2.3

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：
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ク ワーク・ライフ・バランス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.4

22.7

19.7

66.7

46.8

42.3

25.7

23.6

18.0

9.3

66.7

40.0

28.6

23.7

22.7

20.8

7.5

66.7

53.1

54.5

27.3

24.2

16.1

10.5

14.4

25.4

21.6

15.4

18.6

15.2

48.0

47.4

48.7

33.3

32.3

44.2

52.9

49.4

53.6

45.8

33.3

33.3

53.1

47.5

57.3

51.0

45.2

33.3

31.3

36.4

57.1

43.4

55.5

46.2

53.2

46.2

49.5

51.3

42.4

51.5

28.5

27.6

29.7

21.0

13.5

21.3

24.7

27.0

40.4

0.0

26.7

18.4

28.8

16.0

27.1

43.8

15.6

9.1

15.6

31.3

27.0

38.1

29.7

26.3

27.6

32.1

34.7

30.3

2.1

2.3

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

1.3

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

1.0

3.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

1.5

5.2

2.7

2.1

1.3

1.3

4.2

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

内容まで知っ

ている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：
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ク ワーク・ライフ・バランス 

 

〈参考〉令和２年度調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.4

19.4

48.0

32.0

28.5

44.8

2.1

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：
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ケ 新潟県多様で柔軟な働き方・女性活躍実践企業（Ni-ful認定企業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「内容まで知っている」が 0.9％、「見た・聞いたことがある」が 12.3％となっている。一方、

「知らない」は 83.9％と８割を超えている。 

 

【性  別】 

「知っている（計）」は女性が 14.6％、男性が 11.4％と、女性の方が高くなっている。 

 

【年齢別】 

「知っている（計）」は 40代が 16.2％、20代が 16.1％と高い。一方、50代は 7.5％と最も低く、

年齢層によってばらつきがみられたが、全体としてはいずれの年代も低水準である。 

 

【地域別】 

「知っている（計）」は新潟地域が 14.8％、中越地域が 14.3％と高い。一方、上越地域（9.3％）

や魚沼地域（9.0％）は低くなっている。  

0.9

1.1

0.7

12.3

13.5

10.7

83.9

82.3

86.0

2.9

3.1

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：
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ケ 新潟県多様で柔軟な働き方・女性活躍実践企業（Ni-ful 認定企業） 

 

 

 

 

  
0.9

1.1

0.7

0.0

1.6

2.9

2.2

1.1

0.0

0.3

0.0

0.0

2.0

1.7

1.3

0.0

0.0

0.0

3.1

3.6

2.6

1.0

0.0

0.5

0.9

0.7

1.3

1.3

0.8

0.0

12.3

13.5

10.7

11.1

14.5

10.6

14.0

6.3

14.6

13.2

0.0

16.7

2.0

8.5

8.0

17.7

10.3

16.7

12.5

18.2

18.2

5.1

12.4

15.2

10.8

14.1

13.0

7.7

8.5

12.1

83.9

82.3

86.0

83.9

86.5

83.1

88.5

83.7

81.2

100.0

83.3

95.9

89.8

85.3

80.2

85.6

84.4

78.2

77.9

90.9

86.1

78.1

83.8

82.7

84.4

87.2

85.6

81.8

2.9

3.1

2.6

0.0

0.0

0.0

0.7

4.0

1.7

5.3

0.0

0.0

0.0

0.0

5.3

2.1

4.1

0.0

0.0

0.0

1.3

3.0

1.5

6.2

4.5

2.5

1.3

3.8

5.1

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

内容まで知っ

ている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：
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コ えるぼし認定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「内容まで知っている」は 1.7％、「見た・聞いたことがある」は 6.3％となっている。一方、「知

らない」の割合は 89.6％と約９割を占めている。 

 

【性  別】 

女性では「内容まで知っている」が 2.3％と男性（0.9％）を上回っているが、いずれも低水準で

ある。「見た・聞いたことがある」については男女差はほとんどみられず、男女ともに「知らない」

が約９割を占めている。 

 

【年齢別】 

20 代では「内容まで知っている」が 8.1％、「見た・聞いたことがある」が 16.1％と、他の年齢

層に比べ高くなっている。 

 

【地域別】 

上越地域では「見た・聞いたことがある」が 8.5％と高いものの、全体として地域差は見られない。

いずれの地域でも「知らない」が 85％以上を占めている。 

  

1.7

2.3

0.9

6.3

6.5

6.1

89.6

88.5

91.0

2.4

2.8

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：
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コ えるぼし認定 

 

 

 

 

  
1.7

2.3

0.9

0.0

8.1

3.8

2.9

1.1

0.0

0.8

0.0

0.0

2.0

1.7

2.7

0.0

0.0

0.0

15.6

5.5

3.9

0.0

0.0

1.4

0.9

2.1

1.7

0.0

2.5

0.0

6.3

6.5

6.1

11.1

16.1

6.7

10.3

4.6

6.0

3.9

0.0

20.0

4.1

6.8

5.3

7.3

3.4

16.7

12.5

9.1

13.0

4.0

5.1

4.3

1.8

6.9

6.6

6.4

8.5

3.0

89.6

88.5

91.0

75.8

89.4

86.0

92.0

92.3

90.4

100.0

80.0

93.9

91.5

88.0

90.6

93.8

71.9

85.5

81.8

94.9

93.4

88.1

95.5

88.2

90.4

91.0

85.6

90.9

2.4

2.8

2.0

0.0

0.0

0.0

0.7

2.3

1.7

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

2.1

2.7

0.0

0.0

0.0

1.3

1.0

1.5

6.2

1.8

2.8

1.3

2.6

3.4

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

内容まで知っ

ている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：
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サ くるみん認定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「内容まで知っている」は 2.8％、「見た・聞いたことがある」は 7.8％にとどまり、認知（計）

は約１割に満たない水準となっている。一方、「知らない」は 86.8％と高くなっている。 

 

【性  別】 

女性では「内容まで知っている」が 3.6％と男性（1.7％）を上回っている。「見た・聞いたこと

がある」についても女性の方がやや高いが、男女ともに「知らない」が８割以上を占めており、性

別による大きな差はみられない。 

 

【年齢別】 

10代および 20代では「内容まで知っている」や「見た・聞いたことがある」の割合が高くなって

いる。 

一方で 50代、60代、70歳以上では「内容まで知っている」と「見た・聞いたことがある」の合計

は低く、１割未満となっている。 

 

【地域別】 

新潟地域や上越地域では「内容まで知っている」や「見た・聞いたことがある」の割合が高いもの

の、いずれの地域でも「知らない」が８割以上を占めている。  

2.8

3.6

1.7

7.8

8.8

6.6

86.8

84.6

89.7

2.6

3.1

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：
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サ くるみん認定 

 

 

 

 

  
2.8

3.6

1.7

11.1

8.1

6.7

4.4

2.3

0.9

1.4

0.0

0.0

4.1

3.4

4.0

1.0

0.0

16.7

15.6

9.1

5.2

1.0

0.7

2.4

0.9

3.5

2.7

0.0

5.1

0.0

7.8

8.8

6.6

11.1

22.6

8.7

11.8

6.3

8.6

3.7

0.0

23.3

6.1

8.5

6.7

6.3

2.7

16.7

21.9

10.9

14.3

6.1

10.2

4.3

2.7

9.9

7.0

7.7

8.5

3.0

86.8

84.6

89.7

69.4

84.6

83.1

88.5

88.8

89.9

100.0

76.7

89.8

88.1

85.3

90.6

94.5

62.5

80.0

79.2

90.9

87.6

86.7

94.6

83.8

88.4

89.7

83.1

90.9

2.6

3.1

2.0

0.0

0.0

0.0

0.7

2.9

1.7

5.1

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

2.1

2.7

0.0

0.0

0.0

1.3

2.0

1.5

6.7

1.8

2.8

2.0

2.6

3.4

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

内容まで知っ

ている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：
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シ ダイバーシティ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「内容まで知っている」が 10.9％、「見た・聞いたことがある」が 36.1％となり、認知（計）は

47.0％で４割半ばとなっている。一方で、「知らない」は 50.0％を占めている。 

 

【性  別】 

「内容まで知っている」は女性 10.7％、男性 11.1％とほとんど差は見られない。「見た・聞いた

ことがある」は男性（38.6％）が女性（34.3％）を上回っているが、男女ともに「知らない」が約

5割を占めている。 

 

【年齢別】 

10 代および 20 代では「内容まで知っている」の割合が高く、若年層ほど高くなっている。一方、

70 歳以上では「知らない」が 66.6％と高く、年齢が高くなるにつれて認知度が低くなっている。 

 

【地域別】 

新潟地域や中越地域では「内容まで知っている」および「見た・聞いたことがある」の割合が高

い。一方、下越地域や魚沼地域、上越地域では「知らない」が５割以上となっている。  

10.9

10.7

11.1

36.1

34.3

38.6

50.0

51.5

48.0

3.0

3.6

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：
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シ ダイバーシティ 

 

 

 

 

  10.9

10.7

11.1

44.4

27.4

16.3

14.7

13.8

7.7

4.8

33.3

23.3

18.4

16.9

12.0

9.4

4.1

50.0

31.3

14.5

13.0

15.2

6.6

5.2

9.0

12.2

11.3

7.7

11.9

0.0

36.1

34.3

38.6

33.3

27.4

48.1

46.3

45.4

41.2

22.5

33.3

30.0

53.1

47.5

46.7

42.7

25.3

33.3

25.0

43.6

45.5

44.4

40.1

20.5

26.1

39.0

38.9

33.3

28.8

39.4

50.0

51.5

48.0

45.2

35.6

39.0

37.9

48.9

66.6

33.3

46.7

28.6

35.6

37.3

45.8

67.1

43.8

41.8

41.6

38.4

51.1

66.2

63.1

45.5

47.5

55.1

55.9

54.5

3.0

3.6

2.2

0.0

0.0

0.0

0.0

2.9

2.1

6.2

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

2.1

3.4

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

2.2

8.1

1.8

3.2

2.3

3.8

3.4

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=9）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=3）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=6）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

内容まで知っ

ている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：
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ス ジェンダーギャップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「内容まで知っている」は 13.6％、「見た・聞いたことがある」は 46.3％、「知らない」は 37.8％

となっており、「見た・聞いたことがある」が最も高い割合を占めている。 

 

【性  別】 

「内容まで知っている」の割合は女性（15.9％）が男性（10.5％）を上回っている。一方、「見た・

聞いたことがある」の割合は男性（49.1％）が女性（44.2％）より高く、「知らない」の割合は男

女で大きな差はみられない。 

 

【年齢別】 

「内容まで知っている」の割合は 10 代（55.6％）が最も高く、次いで 20 代（30.6％）、30 代

（17.3％）となっており、年齢が上がるにつれて割合は低下する傾向がみられる。一方、「知らな

い」の割合は 70歳以上（51.1％）が最も高くなっている。 

 

【地域別】 

「知らない」の割合は下越地域(46.8％)および佐渡地域(45.5％)で高くなっている。  

13.6

15.9

10.5

46.3

44.2

49.1

37.8

37.3

38.4

2.3

2.6

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：
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ス ジェンダーギャップ 

 

 

 

 

  
13.6

15.9

10.5

55.6

30.6

17.3

16.2

17.2

10.7

7.6

66.7

20.0

4.1

11.9

14.7

11.5

6.2

50.0

40.6

29.1

19.5

19.2

10.2

8.6

8.1

16.4

13.6

9.0

13.6

6.1

46.3

44.2

49.1

22.2

38.7

49.0

54.4

49.4

55.8

36.5

0.0

43.3

53.1

61.0

53.3

53.1

40.4

33.3

34.4

45.5

49.4

46.5

57.7

33.8

43.2

45.7

50.2

46.2

42.4

42.4

37.8

37.3

38.4

30.6

33.7

29.4

31.0

31.8

51.1

33.3

36.7

42.9

27.1

28.0

33.3

50.7

25.0

25.5

31.2

33.3

30.7

51.4

46.8

35.3

34.9

42.3

40.7

45.5

2.3

2.6

2.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

1.7

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

2.1

2.7

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

1.5

6.2

1.8

2.5

1.3

2.6

3.4

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=09）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=03）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=06）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

内容まで

知っている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：
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セ 新潟県パートナーシップ制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全  体】 

「内容まで知っている」は 5.3％、「見た・聞いたことがある」は 42.6％、「知らない」は 49.4％

となっており、「知らない」が約５割を占めている。 

 

【性  別】 

「内容まで知っている」の割合は女性（6.8％）が男性（3.3％）を上回っている。一方、「知らな

い」の割合は男性（54.1％）が女性（45.9％）より高く、男性の認知度が低くなっている。「見た・

聞いたことがある」は女性（44.5％）が男性（40.2％）を上回っている。 

 

【年齢別】 

「内容まで知っている」の割合は 30代（12.5％）および 50代（8.6％）で高い。一方、10代では

0.0％と低い。「知らない」の割合は 10代（77.8％）で最も高く、40代（60.3％）、30代（57.7％）

と続いている。 

 

【地域別】 

「内容まで知っている」の割合は新潟地域（6.5％）および中越地域（6.3％）で高い。一方、下越

地域（2.7％）および魚沼地域（2.6％）では低い。「知らない」の割合は魚沼地域（56.4％）およ

び上越地域（52.5％）で高くなっている。  

5.3

6.8

3.3

42.6

44.5

40.2

49.4

45.9

54.1

2.6

2.8

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）

内容まで知っ

ている

見た・聞いたこ

とがある
知らない 無回答凡 例 ：
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セ 新潟県パートナーシップ制度 

  

5.3

6.8

3.3

0.0

8.1

12.5

5.1

8.6

4.7

1.7

0.0

0.0

2.0

5.1

5.3

6.3

0.7

0.0

15.6

21.8

5.2

11.1

3.6

2.4

2.7

6.5

6.3

2.6

3.4

3.0

42.6

44.5

40.2

22.2

43.5

29.8

34.6

42.5

58.4

39.6

0.0

43.3

26.5

33.9

38.7

53.1

39.7

33.3

43.8

32.7

35.1

45.5

62.0

39.5

44.1

42.7

44.2

37.2

40.7

42.4

49.4

45.9

54.1

48.4

57.7

60.3

46.6

34.8

53.4

100.0

56.7

71.4

61.0

52.0

37.5

56.2

40.6

45.5

59.7

42.4

32.8

51.4

50.5

48.0

48.2

56.4

52.5

48.5

2.6

2.8

2.4

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

2.1

5.3

0.0

0.0

0.0

0.0

4.0

3.1

3.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

1.5

6.7

2.7

2.8

1.3

3.8

3.4

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1074）

【性別】

女性（n=616）

男性（n=458）

【年齢別】

18～19歳（n=09）

20～29歳（n=62）

30～39歳（n=104）

40～49歳（n=136）

50～59歳（n=174）

60～69歳（n=233）

70歳以上（n=356）

【男性・年齢別】

18～19歳（n=03）

20～29歳（n=30）

30～39歳（n=49）

40～49歳（n=59）

50～59歳（n=75）

60～69歳（n=96）

70歳以上（n=146）

【女性・年齢別】

18～19歳（n=06）

20～29歳（n=32）

30～39歳（n=55）

40～49歳（n=77）

50～59歳（n=99）

60～69歳（n=137）

70歳以上（n=210）

【地域別】

下越地域（n=111）

新潟地域（n=433）

中越地域（n=301）

魚沼地域（n=78）

上越地域（n=118）

佐渡地域（n=33）

内容まで

知っている

見た・聞いた

ことがある
知らない 無回答凡 例 ：
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■県の取組について 

問 19  県が力を入れていくべき施策 

男女共同参画社会の実現のため、県は今後どのようなことに力を入れていくべきだと思いますか。

（特に重要だと思うものを５つまで選び○） 

 

  

43.8

39.6

38.1

36.1

35.9

34.2

31.2

29.4

28.7

22.7

17.3

43.8

43.7

41.7

38.8

35.4

33.3

28.4

30.8

24.5

24.5

18.0

43.7

34.1

33.2

32.5

36.7

35.4

34.9

27.5

34.3

20.3

16.4

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

子育て支援の充実

働き方を見直し、ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）を可能とする就業環境の充実

男性は仕事、女性は家庭を優先といった

性別による固定的な役割分担意識の解消

高齢者・障害者が安心して

暮らせる介護体制の整備

雇用等の分野における

男女均等な機会と待遇の確保

男女平等の視点に立った

社会制度・慣行等の見直し

男女平等の考え方を社会全体に浸透させるための

啓発活動の充実

女性に対するあらゆる暴力

（ドメスティック・バイオレンス等）の根絶

学校等における男女平等教育の充実

家庭における男女共同参画の促進

高齢者・障害者の社会参画の支援

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）
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14.2

12.8

11.1

8.6

7.7

7.2

6.0

4.9

1.8

2.0

15.6

11.5

11.2

7.1

9.1

5.2

5.0

5.2

1.8

1.9

12.4

14.6

10.9

10.5

5.9

9.8

7.2

4.6

1.7

2.2

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％ 50％

女性活躍に向けた知識・技能の

習得や専門性の向上等への支援

男女平等意識を高めるための

生涯にわたる学習機会の充実

政策・方針決定過程への

女性の参画の拡大

地域や防災・災害復興等における

男女共同参画の促進

生涯を通じた女性の

健康づくりへの支援

農林水産業・商工業等自営業における

女性の経営参画・社会参画の推進

男女共同参画に関連する

相談窓口の充実

国際的な男女共同参画の取組の理解と

国際協力活動への参画促進

その他

無回答

全体（n=1074）

女性（n=616）

男性（n=458）
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【全 体】 

「子育て支援の充実」（43.8％）が最も高く、次いで「働き方を見直し、ワーク・ライフ・バラン

スを可能とする就業環境の充実」（39.6％）、「性別による固定的な役割分担意識の解消」（38.1％）、

「高齢者・障害者が安心して暮らせる介護体制の整備」（36.1％）、「雇用等の分野における男女

均等な機会と待遇の確保」（35.9％）が続いている。 

 

【性 別】 

女性では「子育て支援の充実」（43.8％）や「働き方を見直し、ワーク・ライフ・バランスを可能

とする就業環境の充実」（43.7％）、「性別による固定的な役割分担意識の解消」（41.7％）が高

い。一方、男性では「子育て支援の充実」（43.7％）に加え、「雇用等の分野における男女均等な

機会と待遇の確保」（36.7％）や「男女平等の視点に立った社会制度・慣行等の見直し」（35.4％）

が高くなっている。 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、10 代では「働き方を見直し、ワーク・ライフ・バランスを可能とする就業環境

の充実」（66.7％）や「子育て支援の充実」（55.6％）が高い。20代～60代では、「子育て支援

の充実」の割合が最も高く、「働き方を見直し、ワーク・ライフ・バランスを可能とする就業環境

の充実」が 2番目に高くなっている（30代は同率）。70歳以上では「高齢者・障害者が安心して

暮らせる介護体制の整備」（49.2％）が最も高くなっている。 

 

【地域別】 

地域別にみると、いずれの地域でも「子育て支援の充実」や「働き方を見直す就業環境の充実」が

上位に挙げられている。特に下越地域や上越地域では「高齢者・障害者が安心して暮らせる介護

体制の整備」の割合が高くなっている。 
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問19  県が力を入れていくべき施策（1/2） 

 

  

合計

子
育
て
支
援
の
充
実

働
き
方
を
見
直
し
、

ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
（

仕
事
と
生
活
の
調
和
）

を
可
能
と
す
る

就
業
環
境
の
充
実

男
性
は
仕
事
、

女
性
は
家
庭
を
優
先
と
い
っ

た

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
の
解
消

高
齢
者
・
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
介
護

体
制
の
整
備

雇
用
等
の
分
野
に
お
け
る
男
女
均
等
な
機
会
と

待
遇
の
確
保

男
女
平
等
の
視
点
に
立
っ

た
社
会
制
度
・
慣
行

等
の
見
直
し

男
女
平
等
の
考
え
方
を
社
会
全
体
に
浸
透
さ
せ

る
た
め
の
啓
発
活
動
の
充
実

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
（

ド
メ
ス

テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
等
）

の
根
絶

学
校
等
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
の
充
実

家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

高
齢
者
・
障
害
者
の
社
会
参
画
の
支
援

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

1,074 43.8 39.6 38.1 36.1 35.9 34.2 31.2 29.4 28.7 22.7 17.3

女性 616 43.8 43.7 41.7 38.8 35.4 33.3 28.4 30.8 24.5 24.5 18.0

男性 458 43.7 34.1 33.2 32.5 36.7 35.4 34.9 27.5 34.3 20.3 16.4

18～19歳 9 55.6 66.7 55.6 0.0 33.3 55.6 33.3 22.2 22.2 44.4 0.0

20～29歳 62 50.0 48.4 29.0 19.4 22.6 33.9 29.0 19.4 25.8 38.7 14.5

30～39歳 104 59.6 59.6 43.3 15.4 29.8 36.5 20.2 24.0 26.0 19.2 9.6

40～49歳 136 48.5 47.8 36.8 25.0 27.9 32.4 23.5 25.0 29.4 30.1 10.3

50～59歳 174 44.3 42.5 40.8 36.2 42.0 30.5 27.6 35.6 19.5 20.7 18.4

60～69歳 233 42.5 39.1 38.2 37.8 41.6 37.3 31.3 37.8 30.9 19.7 12.4

70歳以上 356 36.5 27.2 36.8 49.2 36.5 33.4 39.3 26.1 32.9 20.5 25.8

18～19歳 6 33.3 66.7 66.7 0.0 33.3 50.0 50.0 33.3 33.3 50.0 0.0

20～29歳 32 62.5 56.3 25.0 28.1 21.9 40.6 18.8 18.8 28.1 43.8 21.9

30～39歳 55 61.8 58.2 54.5 12.7 27.3 38.2 20.0 27.3 29.1 20.0 5.5

40～49歳 77 46.8 53.2 44.2 24.7 29.9 31.2 26.0 20.8 24.7 36.4 11.7

50～59歳 99 39.4 48.5 49.5 37.4 43.4 24.2 26.3 36.4 16.2 20.2 17.2

60～69歳 137 46.7 49.6 38.7 40.9 43.1 35.0 26.3 39.4 22.6 19.0 12.4

70歳以上 210 35.7 27.6 37.6 52.9 32.9 34.3 34.8 29.0 27.6 23.3 27.6

18～19歳 3 100.0 66.7 33.3 0.0 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

20～29歳 30 36.7 40.0 33.3 10.0 23.3 26.7 40.0 20.0 23.3 33.3 6.7

30～39歳 49 57.1 61.2 30.6 18.4 32.7 34.7 20.4 20.4 22.4 18.4 14.3

40～49歳 59 50.8 40.7 27.1 25.4 25.4 33.9 20.3 30.5 35.6 22.0 8.5

50～59歳 75 50.7 34.7 29.3 34.7 40.0 38.7 29.3 34.7 24.0 21.3 20.0

60～69歳 96 36.5 24.0 37.5 33.3 39.6 40.6 38.5 35.4 42.7 20.8 12.5

70歳以上 146 37.7 26.7 35.6 43.8 41.8 32.2 45.9 21.9 40.4 16.4 23.3

下越地域 111 38.7 35.1 40.5 44.1 36.9 28.8 33.3 32.4 30.6 21.6 19.8

新潟地域 433 45.3 41.3 39.0 33.5 35.6 34.6 31.9 27.7 28.2 25.4 16.6

中越地域 301 42.2 40.5 34.2 33.9 36.2 34.6 28.2 29.9 31.9 20.3 16.3

魚沼地域 78 43.6 39.7 35.9 41.0 35.9 41.0 26.9 32.1 29.5 24.4 14.1

上越地域 118 46.6 35.6 44.1 44.1 33.9 30.5 35.6 29.7 22.9 20.3 21.2

佐渡地域 33 45.5 36.4 36.4 24.2 42.4 39.4 36.4 30.3 18.2 18.2 21.2

地
域
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性

女
性

性
別
・
年
齢
別
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問19  県が力を入れていくべき施策（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計

女
性
活
躍
に
向
け
た
知
識
・
技
能
の
習
得
や
専

門
性
の
向
上
等
へ
の
支
援

男
女
平
等
意
識
を
高
め
る
た
め
の
生
涯
に
わ
た

る
学
習
機
会
の
充
実

政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡

大 地
域
や
防
災
・
災
害
復
興
等
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
促
進

生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援

農
林
水
産
業
・
商
工
業
等
自
営
業
に
お
け
る
女

性
の
経
営
参
画
・
社
会
参
画
の
推
進

男
女
共
同
参
画
に
関
連
す
る
相
談
窓
口
の
充
実

国
際
的
な
男
女
共
同
参
画
の
取
組
の
理
解
と
国

際
協
力
活
動
へ
の
参
画
促
進

そ
の
他

無
回
答

（人） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

1,074 14.2 12.8 11.1 8.6 7.7 7.2 6.0 4.9 1.8 2.0

女性 616 15.6 11.5 11.2 7.1 9.1 5.2 5.0 5.2 1.8 1.9

男性 458 12.4 14.6 10.9 10.5 5.9 9.8 7.2 4.6 1.7 2.2

18～19歳 9 22.2 11.1 11.1 11.1 0.0 11.1 11.1 22.2 11.1 0.0

20～29歳 62 4.8 11.3 11.3 9.7 6.5 6.5 3.2 4.8 0.0 0.0

30～39歳 104 13.5 8.7 8.7 7.7 11.5 9.6 4.8 4.8 5.8 0.0

40～49歳 136 11.0 10.3 11.8 8.1 8.8 5.1 8.1 2.2 2.2 0.7

50～59歳 174 16.1 13.8 5.2 4.6 8.6 6.9 3.4 4.0 3.4 1.1

60～69歳 233 13.3 14.6 14.6 6.0 6.0 6.0 6.4 4.7 1.3 0.9

70歳以上 356 16.9 13.8 12.1 12.4 7.3 8.1 6.7 6.2 0.0 4.8

18～19歳 6 33.3 16.7 16.7 16.7 0.0 16.7 16.7 33.3 16.7 0.0

20～29歳 32 6.3 12.5 18.8 6.3 9.4 3.1 3.1 3.1 0.0 0.0

30～39歳 55 9.1 5.5 12.7 1.8 9.1 7.3 3.6 5.5 7.3 0.0

40～49歳 77 10.4 10.4 7.8 5.2 10.4 3.9 6.5 2.6 1.3 0.0

50～59歳 99 19.2 13.1 4.0 3.0 10.1 4.0 4.0 4.0 3.0 0.0

60～69歳 137 14.6 13.1 15.3 6.6 8.8 3.6 5.8 5.1 1.5 0.7

70歳以上 210 19.0 11.4 11.4 11.4 8.6 6.7 4.8 6.2 0.0 5.2

18～19歳 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20～29歳 30 3.3 10.0 3.3 13.3 3.3 10.0 3.3 6.7 0.0 0.0

30～39歳 49 18.4 12.2 4.1 14.3 14.3 12.2 6.1 4.1 4.1 0.0

40～49歳 59 11.9 10.2 16.9 11.9 6.8 6.8 10.2 1.7 3.4 1.7

50～59歳 75 12.0 14.7 6.7 6.7 6.7 10.7 2.7 4.0 4.0 2.7

60～69歳 96 11.5 16.7 13.5 5.2 2.1 9.4 7.3 4.2 1.0 1.0

70歳以上 146 13.7 17.1 13.0 13.7 5.5 10.3 9.6 6.2 0.0 4.1

下越地域 111 10.8 13.5 7.2 6.3 7.2 4.5 3.6 8.1 0.9 1.8

新潟地域 433 13.2 10.6 12.2 6.7 6.2 6.7 5.3 3.7 2.5 1.6

中越地域 301 13.0 14.6 11.6 8.3 9.0 8.6 6.3 5.6 1.3 2.3

魚沼地域 78 23.1 19.2 9.0 12.8 11.5 5.1 9.0 3.8 2.6 0.0

上越地域 118 20.3 11.9 11.9 16.1 7.6 9.3 9.3 5.9 0.8 4.2

佐渡地域 33 9.1 12.1 6.1 6.1 9.1 6.1 0.0 3.0 0.0 3.0

地
域
別

全体

性
別

年
齢
別

男
性

女
性

性
別
・
年
齢
別
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問 19  県が力を入れていくべき施策 

 

〈参考〉令和２年度調査との比較（注１） 

 

  

43.8

39.6

38.1

36.1

35.9

34.2

31.2

29.4

28.7

22.7

17.3

26.2

25.1

17.3

18.6

23.9

21.8

11.5

11.1

6.5

4.8

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

子育て支援の充実

働き方を見直し、ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）を可能とする就業環境の充実

男性は仕事、女性は家庭を優先といった

性別による固定的な役割分担意識の解消

高齢者・障害者が安心して

暮らせる介護体制の整備

雇用等の分野における

男女均等な機会と待遇の確保

男女平等の視点に立った

社会制度・慣行等の見直し

男女平等の考え方を社会全体に

浸透させるための啓発活動の充実

女性に対するあらゆる暴力

（ドメスティック・バイオレンス等）の根絶

学校等における男女平等教育の充実

家庭における男女共同参画の促進

高齢者・障害者の社会参画の支援

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）
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【留意事項】 

(注１)Ｒ２年度調査は選択３つまで 

(注２)Ｒ２年度調査では｢女性の能力開発への支援｣ 

14.2

12.8

11.1

8.6

7.7

7.2

6.0

4.9

1.8

2.0

5.2

7.7

7.2

2.5

1.8

1.8

0.8

1.5

1.4

24.2

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％

女性活躍に向けた知識・技能の

習得や専門性の向上等への支援(注２)

男女平等意識を高めるための

生涯にわたる学習機会の充実

政策・方針決定過程への

女性の参画の拡大

地域や防災・災害復興等に

おける男女共同参画の促進

生涯を通じた女性の

健康づくりへの支援

農林水産業・商工業等自営業における

女性の経営参画・社会参画の推進

男女共同参画に関連する

相談窓口の充実

国際的な男女共同参画の取組の理解と

国際協力活動への参画促進

その他

無回答

Ｒ７年度

（n=1074）

Ｒ２年度

（n=989）
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Ⅲ  調 査 票 様 式 
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男女平等社会づくりに向けた県民調査報告書 
 

新潟県知事政策局政策企画課 

 男女平等・共同参画推進室 

 

   〒950-8570新潟市中央区新光町４番地１ 
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